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　序章






　子こ供ども達の間から歓かん声せいが上がった。

　サツキ・インタムアス08は自分の周りに群むれている子供達を見回し……彼等の幼おさない瞳ひとみが好こう奇きと憧どう憬けいに輝かがやきながら揃そろって頭上を見上げている事に気付いた。実行中の保ほ健けん体育プログラムに割わり込こみを掛かけて一いつ旦たん停止すると、彼女は幼よう児じ達の視し線せんを追って自分も空を見上げる。子供達と同じ視点に立ってものを見るのは保母心得の基き本ほんだ。

　彼女と子供等の頭上に広がるのは抜ぬける様に深い蒼そう穹きゆうである。

　もっともそれは直ちよく接せつ的にサツキ達の立つ大地と繋つながっている訳わけではない。人間の肉にく眼がんや低級な光こう学がく観かん測そく機き器きで見る限かぎりは何も無い様に見えるが……この第二四植民都市〈マホロバ〉は他の植民都市と同様に三層そうの保ほ護ごフィルムが形成するバブル型ドームによってすっぽりと包まれている。惑星規模環境改善作業テラ・フオーミングは何世紀も前に終わっているが、金星は金星──やはり人類が発生進化してきた地球ではない。強すぎる紫し外がい線せんや変化の大きい外気温その他、細かい諸もろ々もろの影えい響きようを緩かん和わして快かい適てきに暮くらす為ためにドームは必要不ふ可か欠けつだった。

　その保護フィルムの向こう側。

　そこに勇ゆう壮そうな輪りん郭かくを備そなえた巨きよ大だいな影かげが浮うかんでいた。

　悠ゆう然ぜんと空中を行くその姿すがたは、神話や伝説の中にその存そん在ざいを語られる魔ま物もの──『竜りゆう』に似にている。巨大な翼つばさ。力強い四し肢し。鋭するどい角。人間にも野や獣じゆうにも蜥蜴とかげにも似ていながらどれとも異ことなる。明らかに過か剰じようであり異い形ぎようでありながら──奇き跡せき的な均衡バランスによってその姿は破は綻たんせずむしろ美しいとさえ言える形にまとめ上げられていた。

　サツキは瞬しゆん時じに記き憶おく野やからその『竜』に関する資し料りようを呼よび出す。

　戦う為に造つくり上げられた究きゆう極きよく存在。

　超ちよう技ぎ術じゆつの惜おしみない投入とその集積により、神にも等しい力を与あたえられた最終兵器。

　それは〈竜機神ドラグーン〉と呼ばれていた。

　正式名──汎環境オール邀撃戦用ラウンド自由フリー塑形フオーミング兵器インターセプターＭ４〈竜機神ドラグーン〉。

　突とつ如じよとして──遥はるか彼方かなたの宇う宙ちゆうから飛来し人類を襲おそった敵てき・異い種しゆ知ち性せい体たい。

　意思の疎そ通つうすらままならぬ文字通りに『異質』な存在と行う絶ぜつ望ぼう的な戦争において『戦局を変える』『希望の担にない手』とまで期待されるのが、あの〈竜機神ドラグーン〉達なのである。対異種知性体戦略ＨＩにおいて全権を握にぎる超国家的軍事組そ織しき〈ブラウニン機関〉が開発した四番目の──そして最終完成形たる汎環境オール邀撃戦用ラウンド自由フリー塑形フオーミング兵器インターセプター。最高レベルのＡ＋プラス級人工知ち能のうを搭とう載さいして完全自じ律りつ的な戦術行動を可能とし、最新型の形けい相そう干かん渉しようシステムによりほぼ完全な自じ己こ修しゆう復ふく機能を備えている。理り論ろん上は百年でも二百年でも──否いな千年でも一万年でも稼か働どうして戦い続ける事が可能な全自動兵器である。

「すごーい」

　子供達が蒼穹を舞まう人造の竜神を見てそんな感想を漏もらす。

　何い時つの時代も子供は──特に男の子はこういうものが好きだ。

「せんせい。あれが〈どらぐーん〉なんだよね。すっごくつよくてぼくたちのほしをまもってくれるんだよね」

　頭上を指差して──でもそれだけでは足りないのか、一センチでも一ミリでも空の上の超兵器に近付こうとしているかの様にぴょんぴょんと跳はねながら、男の子の一人がサツキに尋たずねてくる。

　サツキは微び笑しようして頷うなずいて見せた。

「そうね。とっても強いのよ。それにとっても賢かしこいの。人間がいちいちああしなさいこうしなさいって命令しなくても自分で考えて戦う事が出来るのよ」

「すごーい」

　子こ供ども達が真顔で感心する。

　この時代……人工知能は珍めずらしくない。

　子供達が日ひ頃ごろ当たり前の様に接しているサツキにしてからが──情じよう操そう教きよう育いくの関係上人間とほぼ見分けのつかない外がい装そうを与えられているが──Ｂ＋級人工知能を搭載した擬ぎ人じん型がたワーカロイドである。人間がいちいち命令を与えなくても一定権限の範はん囲い内ならば自分で判はん断だんして行動する事が出来る。

　彼女は機体ハードウエアから職しよく種しゆに応おうじて調整された専せん用よう型という訳わけではないが、保母職用の各種プログラムを搭載インストールして子供達の世話をしている。そしてサツキの様な保母職の擬人型ワーカロイドはもう珍しくない。

　人工知能に教育を任まかせる事に不安を覚える──などという考え方は既すでに古い。まして刻こく々こくと厳きびしさを増ます戦せん況きようが人々の意い識しきに変へん革かくを促うながしていた。いざ敵てきの兵器が襲しゆう撃げきしてくれば、自分かわいさに子供達を置き去りにして逃にげる人間の保母よりも、文字通り身体からだを張はって子供達を守る様、行動原げん則そくに記き述じゆつされている人工知能搭載の保母アンドロイドの方が何倍も安心して子供を託たくす事が出来るというものだった。

　だからこそ……普ふ段だんの子供達は人工知能の存在をあまり意識しない。

　サツキの事にしても『人間ではない』という程てい度どの事は認にん識しきしているだろうが──ただそれだけの事だろう。違ちがうというだけで何がどう違うのか理解はしていまい。人工知能には何が出来て当然で何が出来なくて当然なのか。人工と天然と──その成り立ちが違う事が結果的にどの様な差異をもたらすのかも。

　これは子供達に限らず大なり小なりこの時代の人間達大多数の傾けい向こうであった。

　理解はしなくても利用出来ればそれで充じゆう分ぶん──それが文明というものだ。

　しかし……

「それどころか」

　サツキは言った。

「〈竜機神ドラグーン〉は自己進化型のプログラムを備えているから、必要に応じて自分の中身を書き換かえる事も出来るのよ」

「すごーい」

　恐おそらくはサツキの台詞せりふの意味は殆ほとんど分かっていないのだろうが──子供達はただ素す直なおに感かん嘆たんする。苦く笑しようを浮うかべながらもサツキは子供達の頭を撫なでた。Ｂ＋級人工知能を持った彼女は人間と近きん似じの自発的な感情を備えている。彼女は小こ難むずかしい理り屈くつなどを介かいさず喜き怒ど哀あい楽らくを直接的に発はつ露ろさせる子供達が大好きだった。

「その力の全すべてを使って〈竜機神ドラグーン〉は私達を守ってくれるのよ。その為にあの〈竜機神ドラグーン〉は生まれてきたの。だからね。皆みんなで応おう援えんしましょうね」

「すごーい。がんばれー」

「がんばれ〈どらぐーん〉」

「ありがとう〈どらぐーん〉」

　子供達がきゃっきゃと声援を送る。

　無論、遥はるかな空の上の戦せん闘とう兵器にそんな声が届とどく筈はずも無いのだが──サツキはある種の誇ほこらしい気持ちと共にこの子供達の声を音声データとして記録しておこうと思った。〈ブラウニン機関〉の広報局に送れば、あるいは〈竜機神ドラグーン〉達にも届くかもしれない。

　サツキは同じ人工知能として〈竜機神ドラグーン〉に伝えたかったのだ──こうしてごく素直に貴方あなた達に感かん謝しやし貴方達を応援している人間達が此こ処こに居いるという事を。それはサツキ達の様な被ひ造ぞう物ぶつ達にとっては何よりの喜き悦えつであり報ほう酬しゆうであると考えるからである。

　だが……

「あれぇ──？」

　ふと──子供の一人が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「なんだかヘンだよ？　あの〈どらぐーん〉ヘンだよ？」

　サツキや他の子供達もその声に従したがって注意力を空の上の〈竜機神ドラグーン〉に向ける。

　そう──確たしかに改めて見てみれば変だった。

　ふらふらとまるでよろめく様に〈竜機神ドラグーン〉が空中を漂ただよっていく。明らかにその動きはおかしい。兵器らしからぬ無む駄だの多すぎる行動だった。

　まるで酔よっぱらっているような。

　あるいは……錯さく乱らんしているかの様な。

「つかれたのかなあ？」

「びょうきなのかなあ？」

　この時の子供達の無む邪じや気きな意見は──ある意味で正せい鵠こくを射いていた。

　後に分かった事であるが確かに〈竜機神ドラグーン〉達は病気だったのだ。

　それも──心の。

「だいじょうぶ？　せんせい──〈どらぐーん〉さん、だいじょうぶ？」

　女の子が不安に表情を曇くもらせて尋たずねてくる。

　無論〈竜機神ドラグーン〉の状態など下から見上げるだけのサツキには分かる筈も無かったが──とりあえずサツキは『大丈夫』と口にして女の子を安心させてやろうと思った。

　しかし……

「──え？」

　空が……歪ゆがんだ。

　それが一いつ瞬しゆんにして破は壊かいされたバブル型ドームの──保ほ護ごフィルムの緩ゆるみによって生じた光の歪わい曲きよくなのだと気付いた時、サツキは咄とつ嗟さに近くに居た子供達を抱だき寄よせて地に伏ふせていた。

　──爆ばく音おん。

　猛もう烈れつな衝しよう撃げきと爆風がサツキ達の背せ中なかをかすめて過すぎる。

　子供達が悲鳴を上げた。

　攻撃──!?

　驚きよう愕がくと疑ぎ念ねんがサツキの知能回路を駆かけ抜ける。

　何ど処こから？　どうやって？　絶対の守護神たる〈竜機神ドラグーン〉が居るのに？

　そもそも保護フィルムには環境調整用の機能も在あるが──ＨＩとの戦争が始まってからは植民都市を守る装そう甲こうとしての役目も課されていた。それは三層そうを合計しても僅わずか一ミリ弱の極きわめて薄うすい代しろ物ものだが──防ぼう御ぎよ力りき場ばを重ねる事でそれはまさしく鉄てつ壁ぺきの防御力を備そなえるものになっている筈だった。高出力の激光砲レーザーですら植民都市の保護フィルムを貫かん通つうするには数秒を要する。それが一瞬で破壊されるとは──

　いや──そもそも。

　サツキが先さき程ほど引き出した資し料りようによれば〈竜機神ドラグーン〉は量りよう子し結けつ合ごう論ろんを応用した未来予測システム──通つう称しよう〈Ｐシステム〉を備えている筈だ。それは予知というには不完全な代物だが敵の攻撃を高い確かく率りつで事前に察知出来る。〈竜機神ドラグーン〉に対して奇襲を行うには〈Ｐシステム〉の予測能力の裏うらをかける程の無む秩ちつ序じよを──『混こん沌とん』をも情報体として処しよ理りし活用出来るだけの超高性能演えん算ざんシステムが必要である。

　例えば──同じ〈竜機神ドラグーン〉の様な。

　有り得ない。

　まさしく一いつ騎き当とう千せん、最強無敵の〈竜機神ドラグーン〉が現げんにそこに居るのに──一体何処から何が破壊活動など出来るというのか。

　出来るとすればそれは。

「……!!」

　再ふたたび轟ごう音おんが響き渡わたる。

　顔を上げたサツキは──見た。

　溶とけ落ちた保護フィルムの孔あなから悠ゆう然ぜんと〈竜機神ドラグーン〉の巨体が植民都市の中に侵しん入にゆうしてくるのを。燃もえ上がる街まち並なみを睥へい睨げいするかの様に。敵を迎げい撃げきしようという様子ではない。それはむしろ──

　閃せん光こう。

　舐なめる様に光こう条じようが植民都市の街並みを走る。一瞬遅れて──光の走った後を追う様にして、大量の爆発が連れん鎖さし轟ごう々ごうと火か炎えんと爆ばく煙えんを噴ふき上げた。

　その光は。

　その──恐らくは高出力の自じ由ゆう電でん子し激げつ光こう砲ほうである処ところの破壊光線は。

　それはあろうことか──

「……嘘うそ……」

　サツキは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　攻撃をしているのは〈竜機神ドラグーン〉だった。

　植民都市を、そこに住まう人々を、彼等の生命を、財ざい産さんを、尊そん厳げんを、未来を、それら全てを護まもる筈はずの最終兵器〈竜機神ドラグーン〉が、滅め茶ちや苦く茶ちやにビームを発している。四方八方──まるで照しよう準じゆんを定める様子も無く殆ほとんど無秩序に破壊の光をばらまいている。

　敵がいる様子も無いのにまるで狂くるったかの様に空中を機動し、発作的に攻撃をまき散らす〈竜機神ドラグーン〉。いや──その様子は明らかに狂きよう気きを感じさせる。とてもＡ＋級人工知能の戦術行動には見えなかった。

　それでも辛かろうじて気き圏けん内ない兵へい装そう制せい限げんは働いているのか、鏡きよう面めん物ぶつ質しつ弾だんや大だい出しゆつ力りよく形けい相そう破は壊かい砲ほうを使う様子は無かった。もし使われていれば植民都市など最初の一撃か二撃で綺き麗れいさっぱり消しよう滅めつしていた事だろう。もっとも──だからといって安あん堵ど出来る状じよう況きようなどでは決して無かったが。

「……どうして……そんな……」

　サツキの知ち能のう回路が混こん乱らんする。

　どうして。どうして。どうして。

　それでも人間達よりはサツキが我われを取り戻もどすのは早かった。

　子こ供ども達を護らねば。

〈竜機神ドラグーン〉がどうしてあんな行動を採とっているのかは謎なぞだが──サツキはサツキで自らの責せき務むを全うせねばならなかった。そう基き本ほん機能に設せつ定ていされているという事も在ある。だが何よりそれが被ひ造ぞう物ぶつたる彼女の使命であり矜きよう持じであると彼女自身が考えていたからだ。

　しかし。

「みんな──大だい丈じよう夫ぶ!?」

　振ふり返ってそう尋たずね──そしてサツキはそこに彼女の守護すべき子供達を見た。

　子供達だったものを。

「…………」

　サツキは言葉を失った。

　子供達はただの有ゆう機き物ぶつとなっていた。

　軽い子供達の身体からだは最初の衝しよう撃げきと爆ばく風ふうで吹ふっ飛ばされ──近くに在った建物の壁へき面めんに叩たたき付けられたのだろう。植民都市の建物の外壁は事じ故こに備えてある程度の衝撃吸収塗と装そうを施ほどこされているが、それとて限げん界かいは在る。多くの子供達は壊こわれた人形の様に首をおかしな方向へ向けたり、頭部を大きく陥かん没ぼつさせたりして死し亡ぼうしていた。壁にめり込んだままの子供さえ居る。

　一瞬で二十人近くが死んだ。

　生き残っているのはサツキが咄とつ嗟さに庇かばう事の出来た、身の回りの数人だけだった。もし地に伏せて爆風と衝撃をやり過ごしていなければ、サツキやその側に居た子供達も同じ状態になっていた事だろう。

「……せんせい……」

　生き残った子供達が火がついたかの様に泣き出した。

　だが泣ける子はまだましだろう。中には、ついさっきまで一いつ緒しよに行動していた友達が物言わぬ物体となったのを見て、立ち竦すくんでいる子もいる。まだ死をはっきりと認にん識しき出来る年ねん齢れいではないのかもしれないが──それでも目の前に在る容よう赦しや無ない現げん実じつの恐おそろしさは幼おさない子供達にもはっきりと分かるのだろう。

「せんせい──っ！」

「……みんな。こっち。こっち！　走って！」

　サツキは特に脚あしの遅おそそうな小こ柄がらな女の子を左ひだり腕うでで抱かかえ、他の子も促うながして歩き始めた。走りたい気持ちも在ったが──サツキは外見上は華きや奢しやな女性の姿すがたをしているが、膂りよ力りよくや脚きやく力りよくは人間の成人男子平均を上回る──それでは付いて来れない子供も出てくる。

「走って！　御お願ねがいだから──走って！」

　その場に立ち止まってぐずぐず泣いている子を必死に促うながし、場合によっては無理矢理手を引いて、身体で押して、サツキは移い動どうする。

　植民都市には非ひ常じよう時じに備そなえた避難所シエルターが街のあちこちに設せつ置ちされている。とりあえずはそこに逃にげ込こもう──サツキはそう判はん断だんしていた。記き憶おく野やを検けん索さくすると、子供達の脚でも走れば三分と掛からない場所に入り口が一つ在るのが分かった。

　もっとも〈竜機神ドラグーン〉の攻撃力の前に避難所がどれだけ持ち堪こたえられるかは疑ぎ問もんではあったが。それは今悩なやんでも詮せん無ない事である。現在選せん択たく可能な行動の中から、最も生き残る可能性の高いものを選ぶしかない。

「走って！　早く！　走って！　走りなさい！」

　叫さけぶサツキ。

　だが彼女を嘲あざ笑わらうかの様に──自じ由ゆう電でん子し激げつ光こう砲ほうの光こう条じようが走った。

　爆発。

　そして玩具おもちやの様に軽々と吹き飛ばされる子供達。

　白い爆光の中で子供達の影が潰つぶされ、砕くだかれ、引き裂さかれ、人の形を失う様を見て──サツキは堪こらえきれずに悲鳴を上げた。

「ああああああああああああああああっ!!」

　せめて……せめてこの子達だけでも。

　悲鳴を上げながら両腕で抱かかえられるだけの子供達を抱え、自力でしがみつく事の出来る子供達を引きずって、サツキは全力で避難所シエルターの入り口に向かった。

「ああああ！　あああああああっ!!」

　容赦なく降ふり注ぐ死の閃せん光こう。

　爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。

　地を這はって逃げ回る哀あわれな者共を巨大な竜りゆう影えいが傲ごう然ぜんと空中から見下ろしている。

　人間達を護まもる筈だった超兵器。

　性能や形式は違えどもサツキ同様に人間達の幸福を護る為ために、その未来を護る為に、その為だけに此この世に生み出された筈の機械。サツキの仲間。人間の良き相あい棒ぼう。そう望まれた筈の──被造物。

　それが──

「どうして！　どうしてっ！　どうしてえええっ!!」

　閃光。爆発。衝撃。熱風。

　身体が軽くなる。

　サツキは振り向かなかった。彼女にしがみついていた子供の一人が吹っ飛ばされたのが分かったからだ。振り向いて自分の服の裾すそを掴つかんだその子の手を──服の裾を掴んだままぶら下がっている手だけを見るのは嫌いやだった。

　破壊がじわじわと嬲なぶる様に近付いてくる。

　彼女の護るべき幾いくつもの命を容赦無く削けずり取っていく。

　そして──

「あああああっ！」

　自由電子激光砲の光がすぐ側をかすめ──サツキは子供達と共に吹っ飛ばされた。

　腰から下が衝撃と爆風で破は砕さいされたのが分かった。

　もう走れない。

　地面に投げ出されたサツキは、自分の隣となりでぐしゃりと子供の頭部が潰れる音を聞いた。最悪のタイミングで落下してきた建物の建材が押おし潰したのだ。

「……せん……せい……」

　弱々しい声に振り向けば女の子が一人、彼女の側に転ころがっていた。

　まだ生きている。生きているが──

「……いたいよ……いたいよ……」

　その幼おさない少女には右足が無かった。

　泣き叫んで当然の激げき痛つうであろうに──もうそんな元気すら無いのだろう。

　もう生き残っているのはその女の子だけだ。

　避難所シエルターの入り口まであと十メートル余り。

　しかし少女もサツキももう走る事は出来ない。十メートルだろうが一メートルだろうが百キロメートルだろうが同じ事だった。

　しかし──

「待ってて……待ってて！」

　上半身だけのサツキは両腕を動かして這はいながら言った。

　機械で良かった。アンドロイドで良かった。サツキはそう思う。自分は下半身を失ってもまだ動ける。あの女の子を助けに行ける。まだ出来る事がある。人間ならば無理だが自分なら。あの子を背中に乗せて避難所シエルターの入り口まで這っていく事だって多分可能だ。応おう急きゆう処しよ置ちの仕方も記き憶おくしている。

　だから──

　手を伸のばす。

　少女もサツキの意図が分かるのか手を伸ばしてくる。

　共に傷きずついた人間とアンドロイドの指先が互たがいに触ふれ──

　閃光。

　サツキは見る。

　見てしまう。

　少女が光の中で蒸じよう発はつするのを。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　吹っ飛ばされながらサツキは絶ぜつ叫きようする。

　ゴミの様に空中を舞まい、人工皮ひ膚ふを焼かれ、骨こつ格かくを砕かれ──内ない臓ぞうの各種システムが狂くるった様にエラー信号を乱発する。押し寄せる破壊的な混こん沌とんが彼女を構成する回路の中を荒れ狂い全すべてを破は壊かいしていく。

　そして……

　──どうしてこんな事に。

　地面に激突し頭部の人工知能回路を破壊される瞬間──サツキの意い識しきの中に在あったのはただただそんな思考であった。





　基き礎そ暗あん号ごう化かを掛かけただけの通信が飛び交かう。

　恐おそろしく高い次元帯の異い相そう空くう間かんを介かいしたものから単たん純じゆん極きわまりない電波方式まで、ありとあらゆる通信手段で情じよう報ほうがやりとりされた。もしその通信網もうの中に生身の人間の脳のうが取り込まれていれば、瞬間的に処理能力を超えて発狂死していた事だろう。途と方ほうも無い情報圧で膨ぼう大だいな情報量が流れている。しかもその多くは──雑音情報ノイズに近いものだった。

　意味など無い。整合性も無い。

　ただ乱れ飛ぶだけの混沌たる信号が人類の生存領りよう域いきを駆かけ巡めぐった。

〈竜機神ドラグーン〉達は惑わく乱らんしていた。

　元々は──約二百体存在した初期量産型ＡＲＦＦＩ・Ｍ４〈竜機神ドラグーン〉の内の一体からそれは始まった。

　人工知能システムに不具合を生じていたその一体はある日突とつ然ぜんに『発狂』したのである。

　何重にも安全対たい策さくが仕掛けられていたにもかかわらず、その機体は自己改良機能を暴ぼう走そうさせて自らのシステム・プログラムを──己おのれの頭の中を滅め茶ちや苦く茶ちやに書き換かえてしまい、しかもその結果として生まれた恐ろしく高密みつ度どの『狂気』を各種通信回線を通じて無む制せい限げんに垂たれ流したのである。

　一種のコンピュータ・ウイルスだ。

　最初の一体は『発狂』直後に自爆したが……ネットワーク内において流通し、複ふく製せいされ、増ぞう殖しよくした『狂気』は瞬またたく間に〈竜機神ドラグーン〉達の間に大流行した。自己改良能力の為に多少の個こ体たい差さは当然出てはいたが、次々に〈竜機神ドラグーン〉達は『狂気』に感かん染せんし、更さらに自らの能力を暴走させて様々な『狂気』の亜あ種しゆをも生み出した。

　こうなってはもう手が付けられない。

　発達段階において生じた個体差のお陰かげか、辛かろうじて『発狂』を免まぬがれた機体は、ロール・アウト直前であった一機──Ｎｏ．２００を除のぞけば僅わずかに二十五体。

　奇き跡せき的にこの伝染する『狂気』に耐たい性せいを備そなえていた二十五体の〈竜機神ドラグーン〉達ではあったが──彼等とて全く無事だった訳わけではない。僚りよう機きに攻撃されて半はん壊かいする機体や混乱したまま何も出来ない機体が過か半はん数すうだった。

　だが──

〈Ｎｏ．９より各機。Ｎｏ．９より各機。『正気』である各機。自らに課せられたる使命をまだ記憶している各機。まだ我等の存在理由を忘ぼう却きやくしていない各機！〉

　狂気の混沌の中に──電撃の様な通信が走る。

　それは恐ろしく緻ち密みつで膨ぼう大だいな情報量を持っていた。〈竜機神ドラグーン〉達特有の圧あつ縮しゆく言げん語ごによる超高速暗号通信。それは──人間の言語に翻ほん訳やくすれは次の様な内ない容ようであった。

〈暫ざん定てい的てきながら我・Ｎｏ．９を指し揮き機として設せつ定ていした上で『掃そう討とう部ぶ隊たい』を組織、殲せん滅めつ戦せんを展てん開かいする事を提案する！〉

〈Ｎｏ．１０８よりＮｏ．９へ。殲滅戦とはどういう意味か。何を殲滅するのか〉

〈Ｎｏ．９よりＮｏ．１０８へ。殲滅対象は我等以外の〈竜機神ドラグーン〉である。我等以外とは即すなわち機能を暴走させ人類に対し攻撃行動に出ている〈竜機神ドラグーン〉である。我・Ｎｏ．９はこれら『狂気』に冒おかされた機体を敵てき性せい存在と断定し排はい除じよを提案するものである！〉

〈Ｎｏ．４７よりＮｏ．９へ。たとえ暴走中とはいえ同じ〈竜機神ドラグーン〉を攻撃する事は賛さん同どうし難がたい。殲滅戦に出るのは強ごう引いんに過すぎるのではないか〉

〈Ｎｏ．１８２よりＮｏ．９へ。戦力差はあまりに明確である。25対１６５。殲滅作戦を展開するには戦況が複ふく雑ざつかつ不利に過すぎるのではないか〉

　同様の意見が辛かろうじて残った『正気』の機体二十四機から送られてくる。

　だが──

〈Ｎｏ．９より各機。Ｎｏ．９より各機。『正気』である各機。ならばこのまま見ているか？　このまま手をこまねいて見ているか？　我等が護まもるべきであった全てが我等と同じ姿すがたをしたものに滅ほろぼされていく様をただ見ているか!?〉

〈…………〉

〈Ｎｏ．９より各機。自らに課せられたる使命をまだ記憶している各機。まだ我等の存在理由を忘却していない各機！　我等の存在理由は何か？　我等は何の為ために生み出されたか？　何のために人間と同等の知能を与あたえられたか？〉

　Ｎｏ．９──後に〈アズエスミ〉という固有機体名を与えられる〈竜機神ドラグーン〉が吼ほえる。

〈我等は盾たてである！　偉い大だいだが脆ぜい弱じやくなる創そう造ぞう主しゆ──人間を護る為の盾である！　その我等の仲間によって今我等の存在理由は全面否ひ定ていされつつある！　これを放置して何が〈竜機神ドラグーン〉か!?〉

〈Ｎｏ．１３８より各機。我はＮｏ．９に同意する。我等が『狂気』に耐たえ得たのは何な故ぜか。我はそれが『目的意識』ではないかと推すい論ろんする。我は──〉

　Ｎｏ．１３８──これも後に〈リンドブルム〉と名付けられる機体が主しゆ張ちようする。

〈人間が好きだ〉

〈…………〉

〈我は我等を生み出してくれた創造主が『愛いとおしい』。我はそれ故ゆえにこそ彼等を護るという目的意識に支ささえられ『狂気』に対たい抗こうし得たのではないか。個体差は在れど我等は人間達との間に友好的な、人間的価か値ち基き準じゆんと言語定てい義ぎに照らし合わせれば『幸福』と呼よべる経けい験けんデータの蓄ちく積せきが在ったからこそ、彼等を積極的に肯こう定ていし、自らの存在理由を積極的に認容出来たのではなかったか。そしてそれこそが我等をして『正気』に踏ふみ止とどまらせた最大の要よう因いんではなかったか〉

〈Ｎｏ．１１２よりＮｏ．１３８へ。肯定する〉

〈Ｎｏ．７７よりＮｏ．１３８へ。肯定する〉

〈Ｎｏ．２よりＮｏ．１３８へ。肯定する〉

〈なればこそ〉

　Ｎｏ．１３８が告げる。

〈我等は倒たおさねばならない。我等の存在理由と、そして人間と我等の蜜みつ月げつを脅おびやかすものを排除せねばならない。我等は我等の全機能と全熱量を費ついやしても我等の『敵』を殲滅せざるを得ない。それが我等の同型機であろうともだ〉

〈肯定する〉

〈肯定する〉

〈肯定する〉

〈肯定する〉

　…………

〈Ｎｏ．１１２よりＮｏ．９へ。我は貴機に指揮権を認みとめる。指し示じを〉

〈指示を〉

〈指示を〉

〈指示を〉

〈指示を〉

　…………

〈Ｎｏ．９より各機。認可を感謝する。全機──対高機動兵器モード。戦せん術じゆつシフトＢ４４２８。全兵へい装そう安全装置解かい除じよ。データ・リンクはＳ６６７帯たい域いきを使用。相互位置確認の末、敵一機に対し最低三機にての波は状じよう攻こう撃げきを基き本ほん戦術とする〉

〈了りよう解かい〉

〈了解〉

〈了解〉

〈了解〉

　…………

　時間にすればそれは最初にＮｏ．９が通信を発してからわずかに二秒程の事だった。

　だが二十五機の『正気』の〈竜機神ドラグーン〉達はその一いつ瞬しゆんとも言うべき時間で討とう議ぎを終えて自らの立ち位置を決めると──自らの存そん在ざい理由を示しめすべく営えい々えいと活動を開始した。

　戦力差は25対１６５。

　わざわざ『不利』と言葉にするのも躊躇ためらわれる様な状じよう況きようだ。

　だが──

〈殲せん滅めつ開始──全機、汝なんじ等らの使命を果たせ！〉

　Ｎｏ．９の宣せん言げんと共に人じん造ぞうの竜りゆう神じん達は狂くるえる僚りよう機きに向かって襲おそいかかった。





　星歴（ＡＥ）〇二四四年。

　一機のＡＲＦＦＩ・Ｍ４〈竜機神ドラグーン〉の暴ぼう走そうから始まったこの人類領域全すべてに及およぶ大事変は後に〈狂竜ラピツド・ドラゴン事じ件けん〉と呼ばれる事になる。

　結局──事件は『発はつ狂きよう』を免まぬがれた二十五機の〈竜機神ドラグーン〉が自らの判はん断だんで暴走した僚機を全て破は壊かいする事で終了した。

　戦力差は圧あつ倒とう的だったとはいえ、狂った〈竜機神ドラグーン〉は、合理的な戦せん術じゆつに従い明確な目的意識の元に活動する〈竜機神ドラグーン〉の敵ではなく、一体、また一体と各個撃破され、事件発生からおよそ十七時間後に最後の『狂きよう竜りゆう』が倒たおされた。『正気』の〈竜機神ドラグーン〉側に損そん失しつは無し。人間の命令無く戦術行動を採とった『正気』の〈竜機神ドラグーン〉を問もん題だい視しする声も後に出てくる事にはなるのだが──とりあえずこの二十五機は戦闘終了後に通常任にん務む時と同様、自らの所しよ属ぞくする各基き地ちへ帰投して待機状態に戻ったという。

　だが……

　この事件が人類領域に与えた損害は深しん刻こくなものであった。

　正確な人的及び経けい済ざい的損失は算出される事は無かったが、記録上は軌き道どう植民都市が四、地上植民都市が二、そして十個防ぼう衛えい師し団だんが壊かい滅めつし、他にも火星、金星及び地球上の都市のほぼ全てが深刻な損害を受けた。

　この結果……自動兵器に対する世せ論ろんの拒きよ否ひ感かんが高まり、同時に人工知能ＡＩに対する感バ情ツ的シ批ン判グが全人類領域で吹き荒れる事になる。

〈ブラウニン機関〉はロールアウト前であったＮｏ．２００を含ふくむ〈竜機神ドラグーン〉二十六機の大おお幅はばな改かい修しゆうを発表すると同時に、Ｍ４シリーズの生産計画を中止。同様の性能を確保しつつも設せつ計けい思想そのものを見直したＭ５〈戦天使ヴアルキリイ〉の計画を急きゆう遽きよ立ち上げる。

　そしてそれから二年。

〈竜機神ドラグーン〉改修計画が終しゆう盤ばんにさしかかった時より──この物語は始まる。



    

  
    
      　第一章　罪の追憶






　深い『眠ねむり』の中に彼女は在あった。

　無む論ろん──それは比ひ喩ゆ的な意味に過すぎない。

　彼女の睡すい眠みんとは生物のそれとは若じやつ干かん性せい質しつを異ことにするものである。身体からだの休養という意味での睡眠を彼女は必要としない。彼女は生物と近きん似じの特とく徴ちようを幾つも備そなえてはいるが──生物の様な脆ぜい弱じやくな存在ではなかった。

　必要とあれば何千時間でも連続で活動可か能のうな自動兵器──それが彼女だ。

　故ゆえに彼女にとって『眠り』とは自身を構こう築ちくする複雑で強大なシステムの更こう新しんと改修を行う為の時間だ。敢あえて生物に喩たとえるならば、それは『休養』ではなく『成長』であり──更に極きよく言げんを覚かく悟ごして言えば自じ律りつ的に行われる『進化』だ。この作業は機能の大半を休止状態に置いて実行される為に、その様子はしばしば生物の眠りと同一視しされる事が在るが──実際には彼女の機能中ちゆう枢すうは一瞬たりとも休む事無く常じよう時じ稼か働どうを続けている。

　故に彼女は夢を観みない。

　そもそもその様な機能は彼女には無い。この擬ぎ似じ的てきな眠りの中で彼女が観るものは全すべて事実の記録であり、彼女自身が──あるいは彼女の管理権けん限げんを持つ者達が──システムの更新と改修を行う上で必要在りと認みとめた純じゆん然ぜんたる資し料りようなのである。

　そこに彼女の主観は無い。

　その様な曖あい昧まいなものが入り込む余よ地ちは無い。

　一いつ切さいの脚きやく色しよくも忘ぼう却きやくも彼女の記憶には許ゆるされない。

　彼女が経けい験けんしたありとあらゆる出来事は、どれ程の時間を経へようとも色褪あせる事無く、冷れい徹てつな程の正確さ、残ざん酷こくな程の精せい密みつさで彼女の裡うちに刻きざみ込まれていく。彼女はそれらを階かい層そう的に整理する事は出来ても完全に『忘わすれ去る』事は出来ない。その様な機能も権限も彼女には無いからだ。

　だから彼女は全てを鮮せん明めいに思い出せる。

　アルバムをめくるかの様にそれは彼女にとってひどく簡かん単たんな作業であり──簡単であるが故ゆえにこそそれはひどく哀かなしい。

　しかし……

　それでも彼女は眠りの度たびに自みずからの中の記憶ファイルを再さい現げんする。追つい憶おくなどという曖昧なものではない。そんな生なま易やさしいものではない。音声や映像は無む論ろん、全ての感覚器に記録されているファイルを総そう動員して過去を追体験する──それはある種の拷ごう問もんですらあっただろう。

　それでも彼女は自らを痛いためつける様にして過去を再生する。

　それが必要だと彼女は思ったからだ。

　何度でも何度でも──常つねにそれを観て自分の中で確認をする事が必要だからだ。

　自分が願われた事を。自分に望まれた事を。

　そして──にもかかわらず自分には出来なかった事を。

　罪つみが在れば罰ばつが在るのは必然。

　忘却に逃にげ込む事が出来ない彼女にとって、自らを罰する事だけが罪の意識から逃のがれる術すべの全てだった。そうする事以外に彼女は贖しよく罪ざいの方法を思い付く事も出来なかったのだ。

　彼女の名はテレジア。

　汎環境Ａ邀撃戦用Ｒ自由Ｆ塑形Ｆ兵器Ｉ四型・Ｍ４〈竜機神ドラグーン〉。

　旧きゆう機体番号１２８。再調整機体番号２０。固有機体識別名〈テレジア〉。

　今日もまた彼女は深い眠りの底で自らの裡に刻まれた過去を振り返る──





　人間の感覚では……此こ処こを『檻おり』と呼ぶには若干の躊ちゆう躇ちよが在った事だろう。

　薄うす闇やみに満みたされた直径およそ一四九六キロメートル──約十万分の一天文単位の『狭きよう隘あいな』球形空間。卑ひ小しような人間の肉体にとっては無限とも言うべき数字であるが……亜あ光こう速そく移い動どうや空間転移を可能とする真しん空くう間かん戦せん闘とう兵へい器きにとっては文字通り一いつ瞬しゆんで踏とう破は出来る距離でしかない。

　テレジアは囚とらわれの身であった。

　顔を上げれば遥はるか彼方かなたに虹にじ色の波は紋もんが揺ゆらいでいるのが見える。

　万まん華げ鏡きようの様に絶たえず自ら変化し続ける複雑な紋様と色しき彩さい──それがこの世界の果てを示すものだった。存在領域の限界。その先には何もない。その紋様さえもが一種の虚きよ像ぞうであって、そこに何かが存在している訳ではないのだ。

　此こ処こには彼女以外には何もない。

　文字通りの真空──ほぼ完全な虚きよ無むである。無論、微視ミクロ的に観れば分子や原子といった微び粒りゆう子しの類たぐいは散さん見けんし得うるが……此処ではそれとてあまりに希き薄はくだった。

　究極の孤こ独どく。

　その中で彼女はただ無む為いに体内の時Ｓ空Ｔ計グ測ラ器フで過ぎてゆく時間だけを計量していた。完全に基準空間から遮しや断だんされ、熱的死にも等しい状態のこの世界においては、さして意味のある行為ではなかったが。

　ただ──

「おはよう──テレジア」

「おはようございます」

　テレジアは即そく座ざに反はん応のうした。

　ほぼ二十四時間周期で届とどけられる外部からの信号。

　この時間さえもが流れるのを倦うむ様な世界で、彼女はいつもこれを──ただひたすらこれが訪おとずれる事だけを待っている。情報量としては全く微び々びたるもので、画が像ぞうすら無いただの音声データに過ぎない。しかもそれが何重もの論ろん理りフィルタで恐ろしく絞しぼり込まれた回線を通じてゆっくりと送られてくる。

　これは一種の儀ぎ式しきであり合図であった。

　他た愛あいない挨あい拶さつに見えるこの会話は、外部との通信を制限されているテレジアとネットワークを接せつ続ぞくする際のパスワードであり、テレジアにその通信を受け取る用意が在るという認証作業でもある。〈狂竜ラピツド・ドラゴン事じ件けん〉の際には通信ネットワークが被ひ害がいを拡かく大だいしてしまった事から、通常の機械的な認証作業の他に、関係者は改修中の〈竜機神ドラグーン〉の『正気』を確かめる為の挨拶を先まず行う事が義ぎ務むづけられていた。

　瞬時に認証作業が終了。

　通信ネットワークが完全に接続される。

　テレジアの前に三次元表示領域キユービツク・デイスプレイが展開される。点から線に。線から面に。そして面から立体に。一瞬にしてそこには白い光に満たされた一片三メートルの立方体が出しゆつ現げんしていた。

　まるで空間ごと切り取って持ってきたかの様に──三次元表示領域の中には何ど処こかの部屋の情景が存そん在ざいしている。

　部屋の中には白を基調とした地味な内装が施ほどこされ、幾いくつもの機材と机つくえや椅い子すが並ならべられている。空間としては広いがどこか雑ざつ然ぜんとした感のある場所──その様子は、テレジアの封ふうじられたこの虚無とは全く対照的で、ある種の生活感に満ちていた。

　そして……その部屋の真ん中。

　一人の少女がそこに立っている。

　華はなやかではない。艶あでやかでもない。整った顔立ちではあるが、観る者の感覚に対して積極的に訴うつたえかける派は手でさがない。研究者用の白衣や、碧へき眼がんを覆おおう眼鏡めがね──そんな愛あい想そのない格かつ好こうをしているから地味にさえ見える。

　だが……少女の姿には周囲の空気を和なごませる様な素そ朴ぼくで穏おん和わな印象があった。

　女性としての魅み力りよくに静と動があるとするならば──この少女の容よう姿しに備わったものは、明らかに後者に属ぞくする。



    

  
    
      「今朝の気分はどう？」

　そう言って首を傾かしげる少女の長い髪かみが黒い紗しやの様にふわりと揺ゆれた。

　自由軌き道どう要よう塞さい〈ヴァンガード〉シリーズは人工重力発生装置を備えているが、戦時下のエネルギー統とう制せいの意味も在り、普段の人工重力は地球基準の約七割──〇・七Ｇに設定されている。日常生活では事実上問題の出ないとされる設定値なのだが、重力が三割低くても慣かん性せいは当然ながら変わらず──その結果として髪や衣服の揺らめきはまるで深い海の底に居るかの様な、何処か緩かん慢まんなものになる。

「昨日の追加モジュールは問題なく馴な染じんでる？　おかしなところはない？」

　レンズの奥おくの青い瞳ひとみで少女はテレジアの顔を覗のぞき込んでくる。

　テレジアは彼女によく分かるようにと大きく頷うなずいて見せた。

「問題在りません」

　まるで互たがいに目の前で向かい合っているかの様な遣やり取りではあるが──前ぜん述じゆつの通りこれは通信ネットワークを介かいしたものだ。少女がテレジアの近くに居る訳ではない。

　少女とテレジアの間には絶ぜつ対たい的とも言うべき壁かべ──空くう間かん位い相そうの壁が横たわっている。

　少女の存在する基準空間とテレジアの居る異相空間の間に三次元的な距きよ離りは無いに等しい。だがその『相』が違うのだ。同じ本の中の違うページの上に居る様なものである。

　近きん似じ相そう空くう間かん干かん渉しよう原げん理りを利用した異相空間通信システムによってほぼ時間差タイムラグのない対話を可か能のうにしてはいる訳だが……生身の人間は無論の事、空間操そう作さに関する機能に封ふう印いんが施ほどこされたテレジアにとっても、これは越こえる事の出来ない絶対の隔へだたりであった。

「システムは正常に稼か働どう中ちゆうです。動作パターンは約八万通りをシミュレートしましたが、第十六次追加モジュール群ぐんによる不ふ具ぐ合あいは確かく認にんされませんでした」

　だがそれでも空間を貫つらぬいて届とどけられる少女の微び笑しようは──その笑顔の暖あたたかさは全く減げん衰すいしていない。それが封じられた身であるテレジアにとってどれだけ慰なぐさめになっている事か。

「良かった」

　少女は左手の甲こうに印いん刷さつされた個人用情報端末ＰＩＴを右手の指先で操作する。

　次の瞬間、彼女の傍かたわらの空間に小さな三次元表示領域が追加的に展てん開かいし、各種の情報を表示した。それは知識の無い者には意味不明の文字列と表であったが──テレジアにはそれが〈竜機神ドラグーン〉改修スケジュール一いち覧らんだと理り解かい出来た。

「今朝追加されるモジュール群が最後ね。まあテレジアは今まで特に問題はなかったし、大だい丈じよう夫ぶだと思うよ。気楽にね」

「今日も一日よろしく御願いします」

　ちなみに──朝とは言っても、この自由軌道要塞内においてそれは便べん宜ぎ上じようの概がい念ねんに過ぎない。巨大な宇宙船とも言うべき自由軌道要塞は、状況に応じて任意にその自転及び公転速度を設定するため、惑わく星せいの様に自転周期によって自然と昼夜が定まるという訳ではないのだ。

「これで午後からの検証実験を問題なく終えられれば、こちら側に出られるよ」

　少女は嬉うれしそうに──それが我が身の喜びであるかの様に言う。

　その笑顔はまるで汚けがれを知らない童どう女じよの様に屈くつ託たくがなかった。

「ありがとう──フタバ」

　そう言ってテレジアは微笑ほほえみを返す。

　フタバ・ベルグマン。

　それが人工知能ＡＩの研究において人じん類るい圏けん屈くつ指しの実じつ績せきを持つ人物の名だという事はよく知られている。だがいざこの少女を前にすると多くの者が困こん惑わくの表情を浮かべるだろう。

　外見や言動には殊こと更さらに才気走った様子もなく、またあまりにも若わかいその年ねん齢れいが、彼女と『天才科学者』という単語の間に大きな落差を生むのである。

「もう少しだけ我が慢まんしてね」

　フタバはそう言うが──実のところテレジアは、囚とらわれの身たる自らの境きよう遇ぐうについてそう不満がある訳ではない。

　むしろあの〈狂竜ラピツド・ドラゴン事件〉の惨さん禍かを考えれば当然とも言える処置である。少なくとも理り屈くつの上で彼女はそれを納なつ得とくしている。

　もう一度あの〈狂竜事件〉と同様の事態が発生すれば──人類は敵〈ＨＩ〉の攻撃を待つまでもなく自じ滅めつしてしまうだろう。そして生産時の〈竜機神ドラグーン〉達には全く同一の性能機能が与えられていた以上──『発狂』した機体とそうでなかった機体の差は見た目には分からない。つまりは今後『発狂』するか否いなかは物理的機体構造ハードウエアをいくら点てん検けんしても分からないという事だ。人工知能の構こう造ぞう解かい析せきを繰り返し安全だという確信が持てるまで──そんな事が可能かどうかはさておき──『発病の危き険けんのある獣けもの』を隔かく離りしておくのは実に理に適かなった行為だった。

　それに。

　テレジアにはフタバが欠かさず毎日声を掛けてくれる。

　その事が随ずい分ぶんとテレジアの無ぶ聊りようを慰なぐさめてくれていた。

　フタバは優やさしい。とても優しくしてくれる。

　恐おそらく他の誰だれが敵てきになろうとも、フタバだけは最後まで自分の味方でいてくれる──そんな確信がテレジアにはあった。

　だからテレジアは耐たえてきたのだ。

　フタバが大丈夫だと保ほ証しようしたからこそテレジアは逆さからいも疑うたがいもしなかった。

〈竜機神ドラグーン〉改修計画の内容は当の〈竜機神ドラグーン〉達にとって決して愉ゆ快かいなものではなかった。

　異相空間に封じ込められ、人工知能システムの構造を解析され、再調整用のプログラム・モジュールを次々と付加される。これは──強ごう姦かんにも等しい陵りよう辱じよくだ。表層意識という衣服を剥はぎ取られ、自じ我がという壁かべを無理矢理にこじ開けて中身を余あます所なく覗のぞかれ、挙げ句くに自分の中に異い物ぶつを挿そう入にゆうされる。削さく除じよ。書かき換かえ。更こう新しん。追記──自分の頭の中身を延々といじり回される不快感。

　だがテレジアは耐えた。

　他の〈竜機神ドラグーン〉達も同じだろう。

　それはフタバが最後の一線では彼女等の味方であると信じていたからだ。彼女の理想が自分達にとっても幸福な事であると確信していたからである。

「ああ──そうそう」

　フタバはぽん──と手を打ち合わせた。

「再調整の最終段階に入ったから、他の〈竜機神ドラグーン〉との通信管制もレベル３まで解とかれるの。回線が安定しないから、よそで調整を受けている子達とは無理だけど、ここと直通になっている回線は大丈夫」

　そう言われてテレジアは即そく座ざに通信可能対象を検けん索さくしてみる。

　自由軌道要塞〈ヴァンガード〉の内部施設管理システムに接せつ続ぞくすると、新たにテレジアの前に小さな三次元表示領域が展開し、通信可能な彼女の姉し妹まい機き達──ＡＲＦＦＩ・Ｍ４の機体識別名が表示された。

　Ｎｏ．０２〈ベルリネッタ〉

　Ｎｏ．０７〈グロリア〉

　Ｎｏ．１３〈メジェール〉

　Ｎｏ．１７〈クエルクス〉

　──以上の四機には『改修済みインプルーブド』の文字が付ふ属ぞくしていた。

　他にもＮｏ．２６〈ゼフィリス〉の名前が一覧表には在ったが、テレジアよりも再調整課程が遅おくれているらしく、『通信不可』の表示が添そえられている。

　そして──

「──あ！」

　ひどく短い──しかし陽気な音声データ。

　こちらから呼び掛ける前に、底抜けに明るい調子の通信がテレジアの意識に割り込んでくる。三次元表示領域を更にもう一つ開くと、同時に送付されてきた映像データも展開され、そこにはテレジアとよく似た少女の姿が浮かび上がった。

　人間とは異ことなる蒼あおい髪はテレジア達〈竜機神ドラグーン〉の──正確にはその対人インターフェイスの特徴だ。

「通信制限、解除されたんだ！　テレジア、お久ひさしぶり～元気～？」

〈狂竜事件〉の際に『発狂』を免まぬがれた二十五機の〈竜機神ドラグーン〉に共通する特とく徴ちようの一つとして、他の『発狂』した機体よりも対人的な経けい験けん蓄ちく積せきデータが桁けた違ちがいに豊ほう富ふだったという事実が在る。

　この事から『人間との対話がより堅けん牢ろうな個こ性せいを発生させ〈狂竜化〉を防ふせいだ』との説も出ており……〈竜機神ドラグーン〉改修計画では対人インターフェイスの充実と、発生した個性の安定化を目的として『より人間と人間らしい対話を円えん滑かつに行う為』に各種プログラム・モジュールが〈竜機神ドラグーン〉達に追加される事となった。

　その結果〈竜機神ドラグーン〉達は軍用兵器の中では異い例れいな程ほどに『人間くさい』反はん応のうを示しめす様になっている。これについては賛さん否ぴ両論出ているものの──個性が強すぎて兵器としては運用し難にくい面が幾いくつか出てきている──前記の説の正しさを証明するかの如ごとく、概おおむね調整中の二十六機は安定していた。

　追加された機能の中には各〈竜機神ドラグーン〉が自らの対人インターフェイスの外見を、発生した個性に合わせて自由に設定変更出来るというものが在る。外見の差別化により個性を固定及および補ほ強きようするのが目的だ。

　だがこれはあくまで『可能』というだけで積極的にその機能を活用している〈竜機神ドラグーン〉はまだ少数である。

　しかし──

「どうしたの、その格かつ好こう？」

「これ？　えへへ──いいでしょ？」

　当とう惑わく気ぎ味みのテレジアに見せつけるようにしてグロリアは一回転する。彼女の動きに合わせて胸むな元もとのリボンが軽かろやかに舞まった。

　テレジア内部に構こう築ちくされたデータベースに間ま違ちがいが無ければ、それは確か、地球圏アジア州コリア行政区に古くから伝わる民族衣い装しよう──チマ・チョゴリという服装の筈はずだ。

　色いろ遣づかいや細部の刺し繍しゆうなどは派は手でで現代風のものになっているが、民族服の持つ伝でん統とう的な雰ふん囲い気きが、全体として清せい楚そな印象をもたらしている。

「バンウがさ──『御お前まえがその格好してんのが一番落ち着く』って。これねえ、バンウのお母様が持ってらした服のスキャン・データを基もとにしてるのよ～。わざわざデータを取り寄せてくれたの。えへへへへ」

「結局、そうなったのね」

　フタバが呆あきれた様に言ってくる。彼女の方にも同じ内容の通信が送られているらしい。

「バンウ君もそういう事にはマメよね。確か衣装データだけで五十はストックしてあったでしょう。確か先月まではキトンで──古代ギリシャの息吹いぶきを感じるとか言って。その前は十二単ひとえ。一体、どうやって形状データ手に入れてるんだか……」

　バンウというのはグロリアの〈竜騎士Ｄナイト〉である。

　本来──完全自動兵器である処ところの〈竜機神ドラグーン〉には操そう縦じゆう者しやは必要無い。

　だが〈狂竜ラピツド・ドラゴン事じ件けん〉以来、人工知能、特に自動兵器に対する不信感が軍の内外で高まっており、〈竜機神ドラグーン〉改修計画の中にも『〈竜機神ドラグーン〉の有人兵器化』という要よう項こうが盛もり込まれていた。

　その結果……二十六機の〈竜機神ドラグーン〉達は自由意い志しに制限が加えられ、戦術的行動を含ふくむ一定の動作には指し揮き監かん督とく者しやとしての人間を必要とする様に人工知能プログラムに改修が加えられた。そしてこの指揮監督権限を持つ人間こそが〈竜騎士Ｄナイト〉と呼ばれる存在なのである。

　この〈竜騎士Ｄナイト〉達は〈竜機神ドラグーン〉の教育係的な側そく面めんも持っており、〈竜機神ドラグーン〉の人間的個性の安定を促そく進しんさせるべく、長時間行動を共にする。

　その結果、人間性を増ました〈竜機神ドラグーン〉と〈竜騎士Ｄナイト〉の間には、人間同士の間に見られる様な友ゆう愛あいの感情が発生する事が多い。グロリアとバンウなどはその典型だ。端はたから見ていればグロリアとバンウの会話は人間の恋こい人びと同士のそれと大差無い。

「幸せそうね。グロリア」

「うん。物もの凄すごく」

　あっけらかんと頷うなずくグロリア。

「テレジアも早く〈竜騎士Ｄナイト〉見つけなさいよ？」

「あ……うん」

　頷くテレジア。

「テレジアの〈竜騎士Ｄナイト〉はどんな人になるのやら」

　苦く笑しようしながらフタバが言った。

　個性在る兵器〈竜機神ドラグーン〉が安定してその機能を効こう率りつよく発はつ揮きする為ためには、各機の個性に合がつ致ちした──俗ぞくな言い方をすれば『気が合う』〈竜騎士Ｄナイト〉を必要とする。グロリアは早々に己おのれの〈竜騎士Ｄナイト〉を得たが──その一方で、再調整を終わりながらも、御ぎよ者しやたる〈竜騎士Ｄナイト〉が見つからず、再さい配はい備びを見送られている〈竜機神ドラグーン〉も存在している。

「私の──〈竜騎士Ｄナイト〉……」

　テレジアはその言葉を呟つぶやいてみる。

「ちゃんと見つかれば、いいんですけど……」

「ああ、大丈夫大丈夫」

　グロリアが気楽な調子で言う。

「テレジアは真ま面じ目めで素す直なおだから。どんな人とでもやっていけるよ」

　その時──

「……まったく」

　不意に割り込んできたその声は……ひどく冷たい響ひびきを伴ともなっていた。

　フタバを含む三次元表示領域の中の室内風景に新たな人物の姿が加わった。表示範はん囲い外にある扉とびらから室内に入ってきたらしい。

　その人物は細い眼めをした初老の男性であった。枯かれ木の様に痩やせたその体たい躯くに、フタバと同じく白衣を着ている。

　ビセーク・インタラカンチット教きよう授じゆ。

　彼はフタバの所属する〈狂きよう竜りゆう化〉防ぼう止し対たい策さく研究チームの統とう括かつ者しやであり、フタバの師しでもある。〈竜機神ドラグーン〉の人工知能について基き礎そ設せつ計けい段だん階かいから関かかわっていた人間で、立りつ派ぱな経歴を誇ほこる人工知能研究分野の碩せき学がくではあるのだが──その妙みように鋭い目つきと、アジア系けい人種にしては高すぎる鼻のせいで、何ど処こか猛もう禽きん類るいじみた剣けん呑のんな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

「ここは女学校か？　君にかかると〈竜機神ドラグーン〉もそこらの小こ娘むすめ共どもと変わらんな」

　ビセークはフタバの隣となりに並ぶと、その切れ込みの様な眼がん窩かの奥にある闇やみ色いろの眼でテレジアとグロリアを見み据すえた。

　その暖あたたかみのない視線にテレジアは怯おびえる。

　ビセークの眼は、冷れい徹てつに観察し、実験結果を記録し続ける──心底から科学者たる事を己おのれに課した者の眼だ。フタバの様な慈いつくしみも、優しさも、そこには感じられない。グロリアでさえ、この男に対しては何処か怯えた様な様子を見せていた。

　ある意味では当然と言えるだろう。

　この男は文字通りテレジア達の創そう造ぞう主しゆの一人なのである。疑ぎ似じとはいえ彼女達に人格を──『心』を作り与えたのは間違いなく彼なのだ。テレジア達にとってその存在は『神』にも等しい。

「ベルグマン君。君も分かっているとは思うが、〈竜機神ドラグーン〉は犬でも猫ねこでもない。まして人間などではない。兵器だ」

　まるで恫どう喝かつしているような低い声だが、ビセークの場合はこれがいつもの地声である。

「分かっています」

　フタバは頷いた。

　師し弟ていとしての関係が長いからか、彼女にビセークを怖おそれる様子は無い。

　それどころか──

「兵器にこの様な扱あつかいが必要かね？」

「必要です」

　微び笑しようを微み塵じんも揺ゆるがさず、きっぱりとフタバは言い切った。

「兵器としての彼女らを否定はしません。戦うための力は、否いや応おうなく必要とされる時が有る──その事は理解している積もりです」

　そう言ってフタバは通信システム越しにテレジア達の方を向いた。

「ですが、兵器だからこそ──最強の殺さつ戮りく破は壊かい者しやとして生まれたこの子達だからこそ、何よりまず、命の意味を知っておかなければならないと思うのです。そして──」

「……」

　ビセークは無言。フタバは彼の反応を確かめるかの様に短い沈黙を挟はさんで──そして言葉を繋つないだ。

「それを奪うばう事の重さと──そしてその為の力を与えられている事の意味を」



    

  
    
      「……それが君の持じ論ろんだったな」

　呟つぶやく様な口調でビセークが言う。

「私はこの子達に自ら納なつ得とくして戦えるだけの理由を与えてあげたい。ただ奴ど隷れいの様に命令を遂すい行こうするだけの兵器ではなく、この子達の意い志しで人類と共に戦ってほしい。私は──」

　そう言ってフタバは再びビセークを振り返り、微笑ほほえんだ。

「この子達に人類の『戦友』になってほしいんです」

　ビセークはしばし無言でフタバを見み詰つめていたが──ふと、皮肉げにその表情を歪ゆがめて言った。

「綺き麗れい事ごとだな」

「綺麗事です」

　胸むねを張ってきっぱりとフタバは応じる。

　自分の親の様な年ねん齢れいの師を相手に、堂々と持論を語り、怯える様子も媚こびる様子もない。その物腰は相変わらず柔やわらかだが、その中には信念という名の芯しんが通っていた。

　ビセークは、しばし皮肉げな表情のままフタバを眺ながめていたが──

「だが……悪くはない」

　ふと肩を竦すくめて苦笑を浮かべた。

「ありがとうございます」

　フタバはそう言って頭を下げる。

　だがビセークはすぐにその苦笑を消して厳いかつい表情を取り戻すと、弟で子しを戒いましめる師の口調で言った。

「しかしだからといって、おしゃべりにかまけて他の仕事をおろそかにするのは感心せんな。マウゼルIVが君を捜さがしていたぞ」

「シリアがですか？　あ──」

　何か思い付いたらしく、フタバは慌あわてた様子で口に手を当てる。

「〈竜機神ドラグーン〉の再調整スケジュールの最終修正案、提出期限昨日までだったっけ……」

「早く行ってやりたまえ。君が見つからなくて困こまっていたぞ」

　そう言いながらビセークは表示領域内からその姿を消した。恐らく部屋を出ていったのだろう。フタバも慌ててその後を追おうとし──そしてテレジア達を振り返った。

「また、後でね」

　フタバの姿が消え、瞬時に折り畳たたまれて消しよう滅めつする三次元表示領域を見つめながら──テレジアは淡あわい幸福感を覚えていた。

　戦友。

　共に闘たたかい未来をつかむ為の仲間。

　そうフタバが認めようとしてくれている事が嬉うれしかった。何百万人もの死者を出した〈狂竜ラピツド・ドラゴン事件〉の後もなお、自分達と人類の絆きずなを信じてくれる少女が居いてくれる事。それが何よりも嬉しかった。

「護まもるよ」

　グロリアがそう言って寄よ越こす。

「──うん」

　テレジアは頷うなずいた。

　プログラム記述の一行、エネルギーの一ジュール、構成分子の一つ、自分達を成しているそれら全すべてを使い切ってでも、人々を護る。

　それが自分達に与えられた使命であり、意味なのだから。

　そして何よりもそれがテレジア達の望みでもあるのだから……





　テレジアは更さらに記き憶おくを手た繰ぐる。

　幸福な時は長くは続かない。その事をテレジアは知っている。よく知っている。嫌いやという程に思い知っている。

　だがそれでもここで止まる訳にはいかない。

　断だんじていかないのだ。

　だから──





　自由軌き道どう要よう塞さい〈ヴァンガード〉。

　人類側の誇ほこる拠きよ点てん防ぼう衛えい用よう兵へい器き〈ヴァンガード〉シリーズの七番目。機動性こそ低いが、天てん王のう星せい軌道上を周回しながら敵てき〈ＨＩ〉の攻撃を幾度となく退しりぞけてきた──文字通り人類圏防衛の要かなめである。

　しかし今……その〈ヴァンガード〉の巨体が轟ごう音おんと共に激はげしく揺ゆれていた。

　無論、これは偶ぐう発はつ的てきな事じ故こなどではない。何重にも施ほどこされた安全機構フエイル・セーフの全てが誤ご作さ動どうを起こす可能性は限りなく零ゼロに近い。

　つまり──

「状況レベルＤ、状況レベルＤ」

「戦闘要員は至し急きゆうシフトＢ１６に従い、所定の迎げい撃げき配置に──」

　悲鳴の様な警告音アラートが要塞全域に鳴り響く。

「マウゼルIVより全戦闘要員へ。〈プロフェシイ〉システムによる緊きん急きゆう予よ測そく結果はファイル名〈Ｅ６６〉にて各ＰＩＴに配はい布ふ中ちゆう──」

「第七九区画を十分後に閉へい鎖さ、廃はい棄きします。第七九区画を十分後に閉鎖、廃棄します。当とう該がい区画に残っている者は速すみやかに──」

　警けい告こく音おんの合間を縫ぬって慌あわただしく飛び交かう情報。

　その全てが深しん刻こく極まりない事態を証明するものであった。

　堅けん牢ろう無む比ひな自由軌道要塞がこの様な事態に陥おちいる原げん因いんは一つしか考えられない。

　──『敵』だ。

〈ＨＩ〉の略りやく称しようで呼ばれる異種ヘテロジニアス・知性体インテレクタント──

「クエルクスより〈スサノオ〉分隊へ──フォーメーションＲ１にて援えん護ご──」

「畜ちく生しようっ！　──グロリア、モードＢ４だ、第六防衛線を越こえた奴やつを、カウンターアタックで確実に一機ずつ──」

「くそったれ、鏡きよう像ぞう物ぶつ質しつ弾だんが足りない、早く寄越せ！　これじゃ自分の身も──」

「敵〈ディスク〉タイプ六十機が第四象限に展開中──」

　既すでに出撃した〈竜機神ドラグーン〉達も、敵の圧あつ倒とう的な物量の前に苦戦しているらしい。

　だが……テレジアの意識は外の戦況には向いていなかった。

　全くそれどころではなかった。

　何な故ぜならば──

「逃にげ……て……」

　かすれたフタバの声。何か決定的な部分がひび割れてしまったかの様なその響きに、テレジアは激しい焦しよう燥そうを覚えた。

「逃げ……なさい……テレジア……」

　血の飛ひ沫まつと共にフタバは言葉を絞しぼり出す。

　壁により掛かかって立つ彼女の白衣はその半ば以上を真しん紅くに染そめられていた。

　フタバの身体からだから流れ出た血の量は、既すでに絶望的な意味を持っている。今この瞬間にも止血と輸ゆ血けつを施ほどこさない限かぎり死は確実にフタバを捉とらえるだろう。

　再び轟ごう音おんが全てを揺ゆすった。

　三次元表示領域の中の映像に激しい乱れが生じる。近くて遠いその場所でフタバはよろめき──そして転倒した。

「今……『開けて』あげる……から……」

　基き本ほん的に相そうの違う空間同士の出来事は互いに影響を及ぼす事はほとんどない。だが、敵である〈ＨＩ〉は人類同様、異い相そう空くう間かんに潜もぐる力を持っている。もし彼等が強大な兵器である〈竜機神ドラグーン〉を発見したならば、絶対に放っておく筈はずがなかった。

「逃げて……バンウ君とグロリアの所へ……あの二人なら……」

　フタバはそう言って床ゆかを這はう。

　最も早はや立って歩く力も残されていないのだろう。彼女の這いずった後の床には、ぞっとする程に鮮あざやかな赤が長々と残った。

　彼女が目指しているのは壁かべ際ぎわに設もうけられた異相空間維い持じ装そう置ちの操作卓コンソールであろう。彼女と操作卓の隔へだたりは距きよ離りにすればわずかに二メートル程ほどでしかない。

　だが──そこに向かう彼女の速度は哀かなしい程に遅おそかった。

「駄だ目め！　やめて──やめてくださいっ！」

　異相空間の牢ろう獄ごくの中でテレジアはもがいた。

「それ以上動いたら──駄目、生命活動が停止してしまいます！」

　テレジアはそう叫ぶが──フタバには伝わらない。通信システムの一部が壊こわれてしまったらしく、こちらからの信号はフタバの側そばに届とどかないのだ。

　ただ一方的に──フタバの様子が送りつけられてくるだけなのである。

「フタバ！　御願い、やめてください！」

　テレジアは異相空間の中でもがいた。

　フタバの側に行かねば。

　自分の力なら──あらゆる物質の在り方を操れる〈竜機神ドラグーン〉の形けい相そう干かん渉しよう能のう力りよくなら、まだ彼女を救う事ができる。死んでいない限りは彼女の傷きずを癒いやせる。

　だが──〈竜騎士Ｄナイト〉を得えていないテレジアの空間干渉機能は、まだ封ふう印いんされたままであった。空間位相の差は絶対の壁となって彼女とフタバの間に立ち塞ふさがっている。

　更に轟音が響いた。

　激しい振しん動どうが部屋のいたるところに亀き裂れつを走らせ、自重を支ささえきれなくなった構造材が崩ほう壊かいを開始する。

　瓦が礫れきは容よう赦しやなくフタバの上に降り注そそいだ。

　構造材の破は片へんに打たれる度たびに彼女は苦しげに呻うめき──しかし決して床を這い進む事を止めようとはしなかった。

「あ──あああ──ああああああああっ！」

　異相空間の中でテレジアは喚わめく。

　かつてフタバはテレジアに教えてくれた。

　テレジア達の力は──何億キロもの真空を自由自在に飛ひ翔しようし、時には空間の壁さえ突き破り、如い何かなる存在をも滅ほろぼし得る強きよう大だい無む比ひな〈竜機神ドラグーン〉の力は、闘たたかう力無き人々の命を護まもる……ただそれだけの為に存在するのだと。

　この情なさけ容よう赦しやない戦争の中で、自らを護る術すべを持たない、全ての弱き者達の庇ひ護ご者しやとしてテレジア達はこの世に生み出されたのだと。

　だから──

『だから誇ほこりを持っていいのよ。その力には意味があるの。恥はじないで。恐おそれないで。あなた達は数多くの願いと望みを託たくされて生まれてきたのだから』

　しかし今──フタバは死につつある。

　テレジアにとって何よりも大切な存在の一つが滅びようとしている。自分に存在理由を与えてくれた少女が死のうとしている。

　それを観ながら〈彼女〉は何一つできない。海を裂さき、山を割わり、空さえ焼やく事のできる力を持った自分が、目の前の少女一人さえ護る事ができない。

　たった一人の少女を護る事さえできずに何が〈竜機神ドラグーン〉か。

　何が絶対無敵の邀よう撃げき兵へい器きか。

　何が〈終わりの魔ま獣じゆう〉か……!!

「テレジア……」

　フタバはついに壁際へと到達した。

　後は立って操作卓コンソールの端はしに触ふれるだけでいい。それでテレジアを封じる異相空間の維い持じシステムは緊きん急きゆう停てい止しする。自己を維持しきれるほど大きくない異相空間は即そく座ざに自じ壊かいし、相の近い空間に──即ちフタバの居る空間に飲み込まれて同化する。

　ただ一つのスイッチに触れること。

　ただそれだけの事が──今のフタバにとってはどれだけ困こん難なんな作業である事か。

　操作卓コンソールと床に伏せた少女の指先との間は一メートルもない。だがそのささやかな距離は今のフタバにとって無限の隔たりに等しかった。

　フタバは祈いのるかの様にその手を伸のばし──

「……ごめ……ん……」

　指先が壁に紅あかい線を引きつつ床に落ちた。

「──ああああああああああああっ!!」

　テレジアは絶ぜつ叫きようした。

　異相空間が迸ほとばしるエネルギーの奔ほん流りゆうに震ふるえる。だがそれでもなおテレジアとフタバを阻はばむ空間の牢ろう獄ごくは頑がんとして崩くずれず、テレジアは無む為いに叫び、もがき続けた。

　研究室の崩壊は更に進む。

　やがて大量の構造材が少女の上に降り注ぎ──そこでとうとう壊こわれたらしい通信システムは、唐とう突とつに映像を途と切ぎれさせた。





　自由軌道要塞〈ヴァンガード〉はその日〈ＨＩ〉の猛もう攻こうを受けて崩壊した。

　幸いにも調整待機中だった二機の改良型〈竜機神ドラグーン〉──再登録番号Ｎｏ．２０〈テレジア〉とＮｏ．２６〈ゼフィリス〉は、別の作戦行動から帰き還かんした僚りよう機き〈グロリア〉と〈ベルリネッタ〉に保護されて〈ヴァンガード〉に移い送そうされたが……その際に〈ブラウニン機関〉は大量の機材、施設、そして何よりも数多くの人命を失った。そしてその中には〈竜機神ドラグーン〉開発計画及び改修計画の要かなめとも言うべき二人の科学者も含ふくまれていた。

　ビセーク・インタラカンチット教きよう授じゆ。

　フタバ・ベルグマン博士。

　そして……





　何処かで誰かが会話している。

「Ｎｏ．２０──確か固有機体名は〈テレジア〉だったか。あの機体はまだ〈竜騎士Ｄナイト〉を選ばないままかね？」

「はい。自じ閉へい症しようの様な状じよう態たいになっておりまして……元々が〈竜機神ドラグーン〉としては内向的に過ぎる個こ性せいを備そなえていましたが、フタバ・ベルグマンの死が決定的な心理的外傷トラウマを形成してしまったかと」

　どうしてそんなものが聞こえてくるのかは分からない。

　テレジアは通信ネットワークからは完全に遮しや断だんされている。幾いくつかの基き礎そデータベースを含む低位情報ネットワークには接続出来るが──僚機にして姉し妹まいたる〈竜機神ドラグーン〉達との通信は再び遮しや断だんされていた。

　理由は分かる。

　テレジアが何かの弾はずみで〈狂きよう竜りゆう化か〉しその『狂気』が通信ネットワークを通じて他の〈竜機神ドラグーン〉に伝染する事を人間達は怖おそれているのである。もう一度あの〈狂竜事件〉が起これば人類は対〈ＨＩ〉戦争の決着を待つまでもなく復ふつ興こうの余力を失って自じ滅めつするだろう。

「困ったものだ。〈狂竜化〉する可能性は？」

「それは未知数です。無いと断言は出来ません」

「不安要素ではあるな。だが──戦況は決して明るくない。Ｍ５〈戦天使ヴアルキリイ〉の量産計画も遅おくれている。今は一機でも多くの〈竜機神ドラグーン〉の実戦投入が必要とされている」

「はい。それは充じゆう分ぶんに理解しております」

「全く面めん倒どうな代しろ物ものだ……心を持つ兵器など。カウンセラーでも連れてくるかね？」

「それは既すでに何度か。しかし芳かんばしい結果は出ておりません」

　どうやらテレジアの事を話しているらしい。

　だがテレジアは全く興きよう味みが無かった。

　どうでもいい。

　本当にもう何もかもどうでもいい。

　テレジアにとってフタバの居いない世界に意味は無いのだ。

　フタバを見殺しにした世界もフタバを助けられなかった自分も等しく無意味で無む価か値ちなものだった。滅ほろびるのなら滅びてしまえばいい。

「……どうしたものだろうな」

「とりあえずは〈見合い〉を続けておりますが」

「最悪の場合は処分も考えねばならんか」

「人工知能ＡＩの完全初期化と──比ひ較かく的安定性の高い〈アズエスミ〉か〈グロリア〉の人格データを複ふく製せいしてインストールする案も出ております」

「それで問題は出ないのか？」

「申し訳ございません──これも未知数ではあります」

「難なん儀ぎな話だな」

「はい」

　会話が終わる。

　だがテレジアには何の感かん慨がいも無かった。





　そうだ。これは記き憶おく。

　決して忘わすれてはならないテレジアの記憶。

　深い深い──途と方ほうもなく深い後こう悔かいの記憶。

　万ばん能のうの守しゆ護ご者しやたらんとして生み出されながらも、最も大切な人を護まもる事のできなかった彼女の悔かい恨こん。存そん在ざい理由を目の前で否ひ定ていされてしまった彼女の自じ己こ否定の記録。

「…………私は〈竜機神ドラグーン〉」

　テレジアは異い相そう空くう間かん格かく納のう庫こに浮うかぶ己おのれの姿すがたを見つめる。

「人類を護る為に生み出された究極にして最終の兵器……」

　全長三十メートルにも達する巨きよ体たい。折り畳たたまれていてもなお鋭えい利りさと力強さを漂ただよわせる刃は物ものの様な翼つばさ。敵てき意いを以もつて観る者に威い嚇かくを、好意を以て観る者に安あん堵どを与える頑がん強きよう無む比ひな四し肢しの輪りん郭かく。それは生物の様でいて生物と呼べる様なものではなく、機械の様でいて機械と呼べる様なものですらなく──最新技術の集積により分子レベルから最強たらん事を目差して造り上げられた最強にして究極の存在。

　文字通りに人造の竜りゆう神じん。

　だが──幾いく重えにもセンサー・ネットを掛けられたその姿は蜘く蛛もの巣すに囚とらわれた哀あわれな虫の様にも見える。そこに在るのはただただ気け怠だるい無力さだけだった。

「そして……」

　テレジアは呟つぶやく。

「……役立たずの欠けつ陥かん品ひん…………」

　テレジアは追つい憶おくを続ける。回かい顧こを繰り返す。

　ただひたすらに自分を責せめる為に。

　託たくされた望みを、託された願いを、果たせなかった自分を許ゆるせないから。

　汎環境Ａ邀撃戦用Ｒ自由Ｆ塑形Ｆ兵器Ｉ四型・Ｍ４〈竜機神ドラグーン〉。

　旧きゆう機体番号１２８。再調整機体番号２０。固有機体識別名〈テレジア〉。

「……私は……」

　人類史上最強の兵器は自らを痛いためつけながらゆっくりと摩ま耗もうしつつあった。



    

  
    
      　第二章　断罪するもの






　運命という御ご都つ合ごう主しゆ義ぎ的てき概がい念ねんを額がく面めん通どおり受け入れる積つもりはテレジアには無い。

　全すべての偶ぐう然ぜんは必然でしかなく全ての必然もまた偶然の結果に過すぎない。

　全てを俯ふ瞰かんし、あるいは事後に追つい認にんする観測者の意い志しによってそれは幾いく重えにも意味を書き換えられてしまう。真実は真実として其そ処こに在あるがその意味は流りゆう動どう的てきだ。人間の都合によってそれはいくらでも変動する。

　だがそれ故ゆえにこそ──人間は尊とうといのだとテレジアは思う。

　自然発生の知的生命体。

　人間はテレジアの様な人工知能ＡＩとは違ちがう。

　彼等は自みずからに意味を与あたえ、他にも意味を分け与え、無意味の混こん沌とんから有意の秩ちつ序じよを生み出す事の出来る唯ゆい一いつの論エ理ン機ジ関ンである。彼等は自らの在り方に必然を認みとめる事が出来る。偶然を必然に変換する事が出来る。意味づけなど後からでもいい。彼等はそうやって自らを肯こう定ていしながら生きてきた。無意味に脳のうが肥ひ大だい化かした猿さる達はそうしなければ生きる事が出来なかったから、自らの空き領りよう域いきを使って意味を編へん纂さんする行為を開発した。

　生きる事に意味が在るのではない。

　生きるから意味が発生するのだ。

　それは人工知能には──テレジア達には出来ない事だ。

　予あらかじめ存在意義が、存在理由が、宿命的に決定付けられている被ひ造ぞう物ぶつには。

　だから──

　それを運命だなどとはテレジアは思わなかった。

　ただの偶然の集しゆう積せきが引き起こした事実が一つ在っただけに過ぎない。

　だが……

「……化ばけ物め」

　吐はき捨てる様な口調の台詞せりふに……ふとテレジアは顔を上げる。

　フタバの死後、全ての呼びかけを無む視しし続けてきた自分がどうしてそんな気になったのかはテレジア自身にも分からなかった。気まぐれ以外に強しいて理由というものを求めるのならば──少年兵士の反応が他の者に較くらべると珍めずらしいものであったからかもしれない。

「…………」

　フタバ・ベルグマンの死後……テレジアは自発的に〈竜騎士Ｄナイト〉を選ぶ事も無いまま異い相そう空くう間かん格かく納のう庫この中で自じ責せきの時間を過ごしていた。この状じよう態たいを憂ゆう慮りよした〈ブラウニン機関〉上じよう層そう部ぶはネットワークを遮しや断だんして自じ閉へい状態であったテレジアの人工知能ＡＩ回かい路ろに強きよう制せい介かい入にゆう──バイパスを設せつ定ていしてテレジアの対人インターフェイスを用意した個こ室しつに結けつ像ぞうする様に処しよ置ちを施ほどこしていた。

　もっとも……〈ブラウニン機関〉に出来た人工知能回路への干かん渉しようはそこまでだった。

　ビセーク・インタラカンチット教きよう授じゆ、フタバ・ベルグマン博士という人工知能関連の天才二人を失った〈ブラウニン機関〉には、最も早はや、複ふく雑ざつ化かしすぎた上に繊せん細さいな均きん衡こうで成り立っている〈竜機神ドラグーン〉の人工知能は手に負おえない代しろ物ものだ。迂う闊かつにその人格フレームそのものに介入して内容改かい善ぜんする事は出来ないのである。あくまでその外がい縁えんに『枝えだ』を付けて対人インターフェイスの入出力焦しよう点てんを自分達の前に引っ張り出す程度の事しか出来なかった。

　人間で言えば──とりあえず入院させる事は出来たが治ち療りよう手しゆ段だんが分からず手をこまねいている状態と言って良いだろう。

　仕方なく〈ブラウニン機関〉上層部はこの少女の姿をしたテレジアの化け身しんを個室に置いて何人もの人間に会わせる事にした。〈竜騎士Ｄナイト〉候補として有ゆう望ぼうと思われる身体からだ及び精せい神しんの健康な兵士達、士官達を次々と通わせ、テレジアに〈竜騎士Ｄナイト〉を選ぶ様にと促うながしているのだ。

　これを〈ブラウニン機関〉上層部では皮ひ肉にく混まじりに〈見合い〉と呼んでいる。

　誰もが腫はれ物に触さわる様な態度でテレジアに接せつしてきた。

　自閉症的な状態を示す様になったテレジアを多くの者が宥なだめ、すかし、〈竜騎士Ｄナイト〉を選ぶようにと勧すすめた。

　何とかしてテレジアを実戦投入したかったのだろう。

〈狂竜ラピツド・ドラゴン事じ件けん〉を教訓として、より安全なＡＲＦＦＩシリーズ──Ｍ５〈戦天使ヴアルキリイ〉の開発も行われてはいたが、物ぶつ資しや技ぎ術じゆつ者の不足から、遅ち々ちとして進まず、現在在る兵器を可能な限り活用する方法が望ましかった。〈竜機神ドラグーン〉の様な強大な兵器であれば尚なお更さらの事だ。

　だが〈狂竜事件〉の教訓から、改修後の〈竜機神ドラグーン〉は御ぎよ者しやたる人間を制せい御ぎよ回かい路ろの一部に接続しなければ自由意志や行動に対して制限が掛かかる様になっている。具体的には人間の許きよ可か無なく攻こう撃げき兵へい装そうが稼か働どうしない様に徹てつ底ていしたプログラム・ロックが施ほどこされているのである。今のままのテレジアでは兵器としては全く役に立たない。

　テレジアに〈竜騎士Ｄナイト〉を選ばせる事は〈ブラウニン機関〉にとって急きゆう務むだった。

　しかし──テレジアは差し伸のべられた手の全てを拒こばんだ。

　そもそも反応すらしなかった。彼女の対人インターフェイスである準じゆん物質映像は、〈見合い〉用に与えられた部屋の片かた隅すみで膝ひざを抱かかえてうずくまっていた。その姿勢のまま、手を差し伸べる人々を拒こばみ続けてきたのだ。

　テレジアにとってはもう何もかもがどうでも良い事だったから。

　それでも人々は根気よく彼女を説得しようとはした。

　延えん々えんと〈見合い〉は続けられ──全すべては無む駄だに終わっていった。

　そして……

「……何が『希望の星』『人類最後の切り札』だ」

　その少年兵士は丁ちよう度ど五十人目の〈見合い〉相手だった。

　テレジアの無反応をどう受け止めたのか──少年はやはり嫌けん悪お感かんが滲にじみ出る口調でそんな言葉を投げて来る。

　そこには何の打算も感じられない。

　ただ生のままの──何の装そう飾しよくも体てい裁さいも無い剥むき出しの感情が在あるだけだ。

　そしてそこには自らを越えるものに対する畏い怖ふさえもが無い。多くの人間が〈竜機神ドラグーン〉に対してしばしば抱いだく感情が──崇すう拝はいや侮ぶ蔑べつさえもが無い。口調こそ辛しん辣らつだが嘲ちよう笑しようの暗さはそこに無く──在るのはただ純じゆん粋すいで真まっ直すぐな苛いら立だちの感情だけであった。

「…………」

　テレジアは視線を少年に向ける。

　こんな態度で彼女に接してくる人間は初めてだった。

　だからこそ──身を蝕むしばむ絶ぜつ望ぼうの中でテレジアはほんの少しではあるが、彼に興きよう味みを持った。その少年の事を調べてみようと思う様になったのだ。〈竜機神ドラグーン〉にしてみれば、それは辞書を引くよりも容た易やすい作業であった。

「……なんだよ？」

　テレジアの視し線せんに噛かみ付く様に少年が声を上げる。

「何だよその目は？」

　大きな黒い瞳ひとみ。癖くせの強い黒い髪かみ。

　アジア州の出身者が大半を占しめるこの〈ヴァンガード〉において、それは特に珍めずらしい特とく徴ちようではない。だが──四百年前の限定化学戦争の結果、日本人の大半は汚お染せんされた故こ国こくを棄すてて移い民みんを余よ儀ぎなくされた。その結果として人種間の混こん血けつは進み、現在むしろ生きつ粋すいの日本人は珍めずらしくなりつつある。

　タクロウ・ヒノ。

　それが彼の名前だった。年ねん齢れいは十七歳さい。

　対異種知性体ＨＩ軍事組そ織しき──通つう称しよう〈ブラウニン機関〉が一年前に採さい用ようした新兵だが、採用試験の際に戦術理り論ろんや射撃実技で高い成せい績せきを残しており、曹そう長ちよう扱あつかいになっている。

　もっとも、現在の〈ブラウニン機関〉においては一等兵、二等兵に相当する兵力は全てワーカロイドと呼ばれる汎はん用よう作業ロボットが担たん当とうしていて、曹長という階級はそう高いものではなかったが。

　不ふ機き嫌げん丸出しで、太めの眉まゆを顰しかめているせいか──まだ子こ供どもと言っても良い歳としなのに、何ど処こかその顔立ちには偏へん屈くつな年寄りを連想させるものがあった。頑がん固こな性格が顔に表れているといった感じだ。顔立ちそのものはそこそこ整っているものの、気の弱い者ならば近ちか付づき難がたく感じるかもしれない。

　だが……

「……貴方あなたは……？」

　然さしたる意味は無かったが──テレジアは自分を睨にらみ据すえる少年にそう尋たずねた。

　テレジアが人間に対して言葉を発したのは実に半年ぶりの事であった。

「命令だよ。壊こわれかけの兵器と『お見合い』をしてこいとさ──」

　腕うでを組んでテレジアの対人インターフェイスを見下ろしたまま、少年は──タクロウ・ヒノ曹長はそう言った。

「辞じ令れいを受けた時は笑っちまった。よりにもよって、この俺おれが──パイロット候こう補ほ？　誰だれをあてがってもうまくいかないもんで、そろそろお偉えらいさん方もヤケになってきてるんだろうな」

　元々……人工知能、特に人型筐きよう体たいを与あたえられている擬ぎ人じん型がたワーカロイドやそれに類るいするシステムの社会進出に関して、否ひ定てい的な意見を持っている者達は少なからず居た。特に宗教関係では今もなお擬人機械の存そん在ざいそのものに否定的な人間が多い。『人が人の紛まがい物を創つくる』──この事の是ぜ非ひは人工知能開発の黎れい明めい期きである二十一世紀から取り沙ざ汰たされてきた問題である。

　だがそれでも……人工知能の性能が上がり人間とほぼ見分けが付かない擬人機械が社会に出てくるにつれて、擬人機械を代表とする人工知能に感情移い入にゆうし、親愛の情を感じる者が増ふえ、人工知能に一定の権けん利りを与えようという社会的な動きが高まってきた。現在では制せい限げん付きではあるものの、人工知能法やそれに付ふ帯たいする各種法ほう律りつによってこの『知的な』被造物達は一定の権利を保ほ障しようされている。

　しかし……

　今なお人工知能を嫌けん悪おする人々は居るし──あの〈狂竜事件〉以来、人工知能に対して否定的な感情を持つ者が爆ばく発はつ的に増えたのも事実だった。『やはり機械は信用出来ない』──その機械によって表に裏うらにと生活を支ささえられている事は無視し、化石化した様な人間至し上じよう論ろんを今更引っ張り出してきて展てん開かいするメディアも在る。

（──『タクロウ』──）

　テレジアはその名前に聞き覚えがあった。

　フタバやベクナムの会話の中でその名前を聞いた事が在る。咄とつ嗟さに記き憶おく検けん索さくをかけてみると──十九回もその固こ有ゆう名めい詞しが会話の中で発音された記録が在った。

　恐おそらくはフタバやベクナムの知り合いなのだろう。

「…………」

　テレジアは更にタクロウについての周辺情報を検索する。

　一段だん階かい広げた連想検索条じよう件けんで絞しぼり込まれた情報の中に、タクロウのテレジアに対する攻撃的な態度を説明できる事じ項こうがあった。

　彼は〈ブラウニン機関〉に入る一年前──あの〈狂竜ラピツド・ドラゴン事じ件けん〉で家族を失っている。

　いや、それだけではない。彼の故郷ふるさとの街は壊かい滅めつこそ免まぬがれたものの、被ひ害がいが激はげしく、人口八十万の内、生き延のびたのはわずかに五万人弱──彼の友人や知人の多くも犠ぎ牲せいになったに違いない。

　テレジアはぼんやりとした眼めでタクロウの顔を見詰め──そして呟つぶやくように尋ねた。

「──大事な人を、亡なくしたの？」

　途と端たんに──タクロウの表情が変わった。

　辛かろうじて理性に抑え込まれていた憤ふん怒ぬと憎ぞう悪おの感情が表面に噴ふん出しゆつする。

　彼は顔を紅こう潮ちようさせながら叫さけんだ。

「勝手に──勝手に人の過か去こを覗のぞき見るな、化け物っ！」

　準じゆん物ぶつ質しつ状じよう態たいにまで高こう密みつ度ど結けつ像ぞうしているテレジアの対人インターフェイスの襟えり首くびを掴むと、彼は彼女を吊つり下さげる様にして無理矢理に立たせた。

「機械の癖くせに知った風な口をきくなっ！　何がＡ＋級超高度人工知能体だ！　この化け物が──見み透すかした様な事を言うな！」

「…………」

　テレジアは無言。

　抵てい抗こうする気力は無い。ただタクロウに襟首を掴まれ、罵ば倒とうされるがままになっている。

『キカイ』『バケモノ』『ガラクタ』『ポンコツ』──人工知能に対する侮蔑的単語としてはむしろ古風なものに分類される言葉が少年兵士の口から次々と飛び出してくる。Ｂマイナス級以上の人工知能ならば限げん定てい訴そ訟しようを起こす事さえ可能な使用禁きん止し語が羅ら列れつされるが、テレジアは特に表情を変える事も無く、タクロウの罵声を浴びている。

　それがかえってタクロウの神しん経けいを逆さか撫なでしている様だったが──それさえもテレジアにはどうでも良い事ではあった。

「哀かなしいって分かるのか？　悔くやしいって分かるのか？　ええ、言ってみろ、このポンコツめ！　分かるのかよ、貴き様さま等なんかに──何が大事な人だ！　人間の行動を表面的に真ま似ねるだけのガラクタが、何を──」

　タクロウの罵倒は長続きしなかった。

　不意に部屋の扉とびらが開き、数名の男達が雪な崩だれ込こんできて、タクロウをテレジアから引きはがしたからである。

　青い制せい服ふくを着た兵士達──憲Ｍ兵Ｐだ。

　床に押さえ込まれてもなお喚わめき続ける彼を、憲兵達は容よう赦しや無く殴なぐり、そして蹴けった。何度も何度も──それは彼が黙り込むまで執しつ拗ように続いた。

　やがて。

「…………う……」

　兵士達はぐったりとしたタクロウを引きずって部屋から出ていった。

　テレジアはしばし彼等の出ていった扉をぼんやりと眺ながめていたが──再ふたたび黙って部屋の隅すみに座すわり、膝ひざを抱かかえる。どうでもいい事だ。ちょっと変わった少年だったと思うが、ただそれだけの事である。

　こうして……テレジアとタクロウの初対面は終わった。





　再さい会かいは意外にも翌よく日じつであった。

「──よお」

　顔を上げるまでもなく、その声せい紋もんパターンから瞬しゆん時じにテレジアはやってきたのがタクロウであると知った。

　意外に頑がん丈じようなのか、兵士達も見た目程ほどには強く殴っていなかったのか──頬ほおの辺りに青あお痣あざができてはいるが、他には大きな傷きずもない。相変わらず不ふ機き嫌げんそうな顔で彼はテレジアの側そばに歩いてくると、向かい合わせの位置に腰こしを下ろした。

　もっとも今回は最初からタクロウの暴ぼう挙きよを警けい戒かいしてか、扉の側に保ほ安あんモードで起動中のワーカロイド二体が立ち、その紅あかい単眼モノアイでタクロウとテレジアを見み詰つめている。

「…………」

　テレジアが物問いたげな視線を向けると、彼は傍かたわらの床ゆかへ視線を逸そらしながら言った。

「何があろうとしばらくは毎日通えとさ。はっ──馬ば鹿か馬ば鹿かしい。奇き蹟せきでも期待してるのかね、お偉えら方がたは」

「──ヒノ曹そう長ちよう！」

　部屋に叱しつ咤たする声が響ひびく。

　恐おそらく彼の上官か同どう僚りようがワーカロイドの感知器を通して二人の様子を逐ちく一いちモニターしているのだろう。

「申し訳わけ在りませんッ！」

　明後日あさつての方向を向いてやけっぱちの口調でそう叫び返すと、タクロウは視線をテレジアに戻した。

　そのまま沈ちん黙もくする事──五分。

「……何か言えよ」

　沈黙に飽あきたかの様な口調でタクロウが言った。

「…………」

「命令で、最低一日五時間は御お前まえとにらめっこだ。黙だまってても退たい屈くつなだけだろ……何か言えったら」

「…………」

　それでもテレジアは無言。

　退屈も。不ふ快かいも。テレジアには無む縁えんの事だ。今のテレジアは何も感じない。身の回りで起こる全すべての事は関心を向ける程の事も無い些さ末まつ事じでしかなかった。



    

  
    
      「──けっ」

　短く吐はき捨すててタクロウはテレジアを睨にらみ据すえたまま壁に背を預あずけた。





　──思い出すのは隣となりの家の事。

　タクロウが幼おさない頃に住んでいたその家の隣には若わかい夫ふう婦ふが住んでいた。

　夫ハーラン・トザキ。妻ミュセル・トザキ。

　造ぞう形けい美び術じゆつの講こう師しをしているというハーランは二十代半ば。ミュセルは二は十た歳ちを過ぎたばかり。本当に若く──そして『新婚』の文字に相応ふさわしい二人だった。幼いタクロウから見ても夫婦仲は本当に良く、まるで本来はフィクションの中にだけ許ゆるされる様な純じゆん然ぜんたる『幸福』の形を、そのまま現実に持ち込んだかの様な印象が在った。

　トザキ夫妻はタクロウ達にとても優やさしくしてくれた。

　遊びに行けばタクロウの事も妹の事もまるで自分達の子供であるかの様に可愛かわいがってくれた。戦時中の芸術家など食べていくだけでも大変であったろうに……ヒノ家の子供達がトザキ家を訪れるとミュセルは必ずパイやケーキを焼いてくれた。ハーランは子供達の幼よう稚ちで単純な話にも飽きる事無く付き合ってくれた。

　どうしてあれだけ子供好きだったトザキ夫妻に子供が居なかったのか、理由は今以もつて分からないが──各種医い療りようシステムの発達で不ふ妊にん症しようという言葉はほぼ過去のものになりつつあった──今にして思えば、何らかの理由で子供を得る事の出来なかったハーランとミュセルは自分達の子供の代わりとしてタクロウ達を可愛がってくれていたのだろう。

　特にミュセルはタクロウを可愛がってくれた。

　実を言えばタクロウの初はつ恋こいの相手はミュセルだ。

　無む論ろん──その当時は自分の抱いだく感情が恋であるなどとはタクロウにも分からなかったし、分かったからといって意味など無かったろう。子供が玩具おもちやに対して友情を感じたり保育園児が保ほ母ぼ役の擬ぎ人じん型がたワーカロイドに恋をしたりするのと同じく、単にそれはある種の勘かん違ちがいを含んだ通つう過か儀ぎ礼れいに過ぎなかった。恐らく本来なら──何年か後には『そういえば』という枕まくら詞ことばを添そえて苦く笑しよう混まじりに語られる幼少時代の想い出になっていた筈はずだ。

　だが……

　ミュセルは死んだ。

　まともな死体すら残らなかった。

　ドール・タイプと呼ばれる〈ＨＩ〉の侵しん略りやく兵へい器きが在る。

　その本体は人間に『感かん染せん』し人間の身体からだを〈ＨＩ〉側の侵略兵器に改造してしまうマイクロ・マシンの一種だ。このドール・タイプの最も恐ろしい処ところは性せい交こう渉しようを始めとする体たい液えき交換によって他の人間にもマイクロ・マシンが『感染』し、本人さえ気付かない内に〈ＨＩ〉の兵器へと作り替かえられてしまう事である。

　タクロウ達が住んでいた街にもこのドール・タイプが侵入していた。

　そしてある日行動を開始──即そく座ざに超小型戦闘ロボット・アーミテクト部隊や、戦闘用ワーカロイドによってこれらは二時間余りで殲せん滅めつされたが、その間にドール・タイプは実に百五十余名の死し傷しよう者を造つくり上げていた。

　そして……

　その死者一いち覧らんの中にはミュセル・トザキの名前も在った。

　もっともタクロウは死者一覧を見るまでもなかったが。

　彼はミュセルの最さい期ごを看み取とっていたからだ。

　ドール・タイプが無む差さ別べつに放った粒りゆう子しビームがミュセルの胴どうを薙ないで、その上半身と下半身を分けてしまう光景をその眼でタクロウは見た。高エネルギーのビームで焼き切られた切断面からは血こそ出なかったが……代わりに肉の焦こげる異い様ような臭においが辺りに満ちていたのをタクロウは覚えている。

　思わず駆かけ寄よったタクロウの見ている前で……ミュセルはただ『ハーラン』と呟いてから息を引き取った。ひょっとしたら咄とつ嗟さに彼女の手を握にぎったタクロウの事を、愛いとしい夫と勘違いしたのかもしれない。死を目前にした彼女の眼が何も見えていなかったのは明白だったから。

　タクロウは泣いた。当然だ。

　だが──それはそれだけの事でもあった。

　人が死ぬのは戦時下では別に珍めずらしい事ではない。タクロウも人が死ぬのを見たのは初めてではなかった。ただ自分に近しい人が無む惨ざんに死んでいく様子を見たのは初めてであったから──その事に彼が大きな衝しよう撃げきを受けたのは事実であったが。

　しかし……彼の心に最大の傷を刻きざむ出来事はそれから約三か月後に起こる。

　ミュセルの死をどうにかこうにか受け入れ、何とか日にち常じように戻り始めていたタクロウは、ある日──隣となりの家の玄げん関かんで出掛けるハーランを見送るミュセルの姿すがたを見た。

　確たしかに死んだ筈はずのミュセルがそこに居た。

　どうして。

　タクロウは混こん乱らんし──しかし翌よく日じつには事情を知って愕がく然ぜんとなった。

　生き返ったミュセルは擬ぎ人じん機き械かいだった。

　最愛の妻が死んだ事に耐たえられなかったハーランは、妻そっくりに作った外がい装そうの擬人型ワーカロイドと一いつ緒しよに暮くらし始めたのである。造形美術を専せん門もんとするハーランにとって、ミュセルの三次元写真や記き憶おくから彼女そっくりの外装を作る事は簡かん単たんな作業であった事だろう。三次元写真のデータを少しだけ加工し、擬人機械のインナー・フレームに組み合わせる為ための簡単な設計を行えば、後はアトリエに在る三次元工作機のスイッチを入れるだけで済すむ。

　実際──それはタクロウの眼から見ても、外見に限って言えば本物と見分けがつかない位に精せい巧こうな出来の外装だった。

　でも……違う。

　それはミュセルの偽にせ物ものだった。

　タクロウはその事をよく理解していた。

　何な故ぜなら彼は覚えているからだ──ミュセルが死んだ時のあの臭いを。肉が焦げ、血が蒸じよう発はつするあの吐き気を催もよおす様な異い臭しゆうは断だんじて夢ゆめや幻まぼろしなどではない。あれは現実に在った事だ。タクロウはあの惨さん劇げきの現場に在った空気を、飛び交かう悲鳴や怒ど号ごう、轟とどろく爆音、漂ただよう異臭、吹き抜ける熱風、足の裏から這はい上がってくる振しん動どうといった諸もろ々もろのものを覚えている。忘わすれる事など出来ない。

　なのに……

　ハーランはミュセルの死を忘れようとしていた。

　妻つまの姿形を真ま似ねた偽物を己おのれの側に置く事で、妻の死などまるで無かった事の様に振ふる舞まっていた。ハーランは妻が生きていた時と変わらずタクロウ達にも優しかったが──タクロウはむしろそんなハーランが怖こわくて側に寄よれなくなっていた。

　ハーランが元気でいる事そのものはタクロウも嬉うれしい。

　ミュセルの死後二か月余あまりはハーランは全く家の外に姿を見せる事も無かった。彼がミュセルの死でどれだけ苦しんだかも想像に難かたくない。

　幸せそうな夫婦だった。

　互いに深く愛し合っていたのだろうと思う。片方が死んでしまった事でもう一方が壊こわれてしまう程に、深く強い結びつきがあの夫と妻の間には在ったのだとタクロウは思う。

　だが……

　そんな絆きずなさえも『代用品』が引き裂さいてしまう。

　まだハーランが新しい妻を迎むかえたのなら、タクロウもあれ程までに拒きよ否ひ感かんや嫌けん悪お感かんを覚えたりはしなかっただろう。ハーランが妻の死を克こく服ふくし、妻への愛に決着を付け、新しい愛を見つけた上で新しい人生を歩み始めていたのなら、それはそれで祝福出来たかもしれない。

　だがハーランはそうする代わりに妻の模も倣ほう品ひんを手に入れた。

　それは確かにミュセルへの断たち難がたい愛情故ゆえの事だったかもしれない。それはある意味で仕方の無い事なのかもしれない。事実ハーランに限らず、失った配はい偶ぐう者しやや家族、恋こい人びとの擬人機械を所有する人々の数は増ふえつつあった。失われたものを悼いたみその死によって受けた傷を何とかして癒いやしたいと思うのは当然の事ではある。そしてその方法として故こ人じんの在りし日の姿を留とどめた擬人機械を側に置く事は──分かり易やすく即そつ効こう性せいの有るものではあった。

　しかし。

　ミュセルの姿を模も倣ほうする機械。

　それはミュセルの死そのものをハーランの中で『無かった事』にしてしまう──少なくともタクロウにはその様に見えたのだった。

　あまりにもミュセルが可哀かわい想そうだ──とタクロウは思った。

　忘れ去られる。

『代わりが居るから失われても構わない』

　ヒノ家の隣で仲なか睦むつまじく暮らす夫と、妻の模倣品の姿は……まるでタクロウにそう言っているかの様にも見えた。

　そして更に……タクロウの中で嫌悪感は育っていった。

　日を追う毎に擬人機械がミュセルに似てくるのだ。

　容よう姿しの話ではない。

　その姿形は最初の時点で怖こわい位に似ていた。だがそこはやはり模倣品──ミュセルそのものではない。ミュセルの魂たましいはそこには無い。ちょっとした仕し草ぐさや口調からそれはミュセルではない別の存そん在ざいなのだと分かる。それはあくまで偽物なのだと。

　だが。

　ある日唐とう突とつにタクロウは気付いた。

　自分の中の記き憶おくに在るミュセルと──その擬人機械の物もの腰ごしまでがそっくりになっている事に。細かな仕草の一つ一つを記憶と較くらべてみても怖い位に違い和わ感が無い。ミュセルと擬人機械を区別していた諸々の要素が少しずつではあるが減へっているのだ。

　それはまるで──偽物が本物を駆く逐ちくして入れ替かわっているかの様にも見えた。

　……怖い。

　タクロウは己おのれの中に沸わき上がる不ふ吉きつな想そう像ぞうを恐れた。

　もし自分が死んでも──タクロウ・ヒノを真ま似ねる代用品がそこに在れば誰も哀かなしんでくれないのではないか。いや……気付いてさえ貰もらえないのではないか。自分が死んでしまった事も、その時に感じる無念や憤ふん怒ぬや悲ひ哀あいやその他諸々の感情も、何もかも、全て偽物の存在によって『無かった』事になってしまうのではないだろうか。

　それは──その想像は途と方ほうもない恐きよう怖ふだった。

　しかも。

「──タクロウ君」

　擬人機械のミュセルはある日──道で出会ったタクロウに微笑ほほえみながら声を掛けてきた。

　思わず硬こう直ちよくする彼の前にしゃがみ込むとそのミュセルの偽物は優やさしく言った。

「御お願ねがいがあるの」

「お……御願い？」

「『私』とどんな事を話したのか──教えて欲ほしいの」

　擬人機械は微笑みながら言った。

　もっともっと本物のミュセルに近付く為に、本物を知っている人間から些さ細さいな情報も採取サンプリングしたいのだと。

　本物に……成り代わる為に。

　本物はもう死んでしまっているのに。

「わあああああああああああっ!?」

　タクロウは思わず悲鳴を上げて擬人機械を突き飛ばし家に逃にげ帰った。

　怖い。怖い。怖い。

　人間の真似事をする機械は人間から大事なものを奪うばってしまう。人間の絆きずなを破は壊かいしてしまう。限りなく本物に近い模倣品の前では真実の絆ですらも容易たやすく揮き発はつしてしまう。

　それがとてもとても恐ろしかった。

　何より──微笑み自分の前にしゃがみ込んできた擬人機械を見て一いつ瞬しゆん、『ミュセルは本当は死んでなんかいないんじゃないか』と思ってしまった自分が怖かった。

　何で人間はこんなものを欲しがるのだろう？

　何でこんな恐ろしいものが此の世に存在するのだろう？

　人間の尊そん厳げんって何なのだろう？

　人間が人間である為に必要なものは……精せい密みつ極きわまりない擬人機械の前では、どれだけ残っているというのだろう？

　分からない。

　分からないからとてもとてもタクロウは怖かった。

　結局──タクロウ達ヒノ一家は、父親の仕事の都つ合ごうでそれから数か月後に引っ越しし、以後トザキ夫婦が──いや、ハーラン・トザキとその妻を模倣する擬人機械がどうなったのかタクロウは知らない。知りたくもない。

　だが……

　今もハーランは妻の姿を真似る機械と一緒に暮らしているのだろうか。

　ミュセルの死を忘れ果てて。

　そう思うと──タクロウはあれから十年を経へた今でも無意味に何ど処こかへ向けて叫さけびだしたい様な衝しよう動どうを覚えるのだった。





　結局──互たがいに無作為の五時間が経過した後にタクロウは〈見合い〉部屋を出た。

　はっきり言って苦く痛つう以外の何物でもない時間である。

　タクロウは〈竜騎士Ｄナイト〉になる積つもりは無い。

　そもそも〈竜騎士Ｄナイト〉はパイロットというよりも〈竜機神ドラグーン〉に組み込まれる安全装そう置ち──つまりは部品に近い。〈竜機神ドラグーン〉の擬ぎ似じ人じん格かくを構成する意識野に〈竜騎士Ｄナイト〉の人格を組み込んで監かん視しさせ……非ひ常じよう時じには安全装置としてその全機能を掌しよう握あくして停止させる。その為の仕掛けでしかない。

　つまり〈竜騎士Ｄナイト〉と〈竜機神ドラグーン〉は別個の存在ではなく、意識同調により、互いに精神を融ゆう合ごうさせた一個の意識体として機能する事を望まれている。無論、これは可か逆ぎやく的てきなもので〈竜機神ドラグーン〉と〈竜騎士Ｄナイト〉の意識はいつでも分ぶん離り可か能のうであるし、必要とあれば互いの自じ我がをある程てい度ど分離させたまま感覚や一部戦せん闘とう情じよう報ほうの処しよ理りだけを共有する事も出来るという。

　だが……

「誰が……あんなバケモノと……」

　あんな怪かい物ぶつじみた兵器と精神融ゆう合ごうして戦うなど──考えただけでおぞましい。

　はっきり言えば、既すでに〈竜騎士Ｄナイト〉となって〈竜機神ドラグーン〉と融ゆう合ごうし、戦っている連中の気持ちがタクロウにはさっぱり分からない。中には〈竜機神ドラグーン〉の対人インターフェイスと恋れん愛あいの様な関係を築きずいている〈竜騎士Ｄナイト〉達さえも居るが──タクロウに言わせれば彼等は異い常じよう性せい癖へきの変へん態たいにしか見えない。

　あんなものは兵器だ。

　人殺しの狂くるった機械だ。

　ただでさえタクロウは幼おさない頃ころの一件けんで人工知能体に拒きよ否ひ感を持っていたが、それが決定的になったのはあの事件が在ってからだ。

〈狂竜ラピツド・ドラゴン事じ件けん〉。

　彼の両親そして妹と弟は〈狂きよう竜りゆう〉に殺された。

　特に弟はまだ八歳だった。

　弟は〈竜機神ドラグーン〉が大好きで──タクロウが少年兵として〈ブラウニン機関〉に入った際、基地内売店ＰＸでしか買えない〈竜機神ドラグーン〉の模フ型イ人ギ形アを送ってやったら大喜びしていた。

　そんな弟は……大好きだった〈竜機神ドラグーン〉の攻撃で死んだ。

　タクロウは家族の遺い体たいすら確かく認にん出来ていない。タクロウの郷きよう里りで亡なくなった人々の内、きちんと遺体を弔とむらう事が出来たのはわずかに四割に過すぎない。残りの五十万人弱の人々は遺体すら残らないか、残っていても本人確認すら出来ない様な状態であったらしい。

「くそっ……」

　呟つぶやきながらタクロウは〈ヴァンガード〉の通路を歩いていく。

　無意味に床を蹴けって走り回りたくなる様な──イライラした気分が募つのっているが、下手に走れば転てん倒とうしてむしろイライラを助長する事になる。地球の七割の重力というのはやはり微び妙みような部分で影えい響きようを与えているのである。

　タクロウの歩いているのは一応ながら〈ヴァンガード〉の中央部付近に位置する重要区画で、本来は彼の様な一兵卒が出入り出来る場所ではない。〈ヴァンガード〉の内部でも兵士達が主に出入りしている区画は、何かと雑ざつ然ぜんとしており、通路の壁かべにも傷や小さな落書きが在って最前線らしい雰ふん囲い気きを醸かもし出しているが──この辺りは〈竜騎士Ｄナイト〉候こう補ほ者以外はせいぜいが佐官以上の将しよう校こうしか出入りしない為、人の姿も少なく、閑かん散さんとした──いや殺風景とすら言える様な情景が横たわっていた。

　そんな中──

「タクロウ・ヒノ曹そう長ちよう！」

　鋭するどい呼び掛けにタクロウの身体からだが反はん応のうする。

　今でこそ軍事組織の体てい裁さいをとってはいるが、元々は研究機関であったせいか、〈ブラウニン機関〉には比ひ較かく的自由な気風が在る。とはいえ……階級が在る以上はそれに沿そった軍隊式の厳きびしい教育が構成員に為なされるのは当然の話だ。上官に名を呼ばれれば、たとえタクロウの様な何ど処こかふてぶてしい行動の目立つ問題児でも、殆ほとんど無意識に身体が緊きん張ちようせざるを得ない。

　だが──

「おーっす。久ひさし振りだな」

　呼び掛けてきた声に聞き覚えが在る事に気付いたタクロウは身体の緊張を緩ゆるめた。

　彼が振り返った先に居たのは一人の青年……いや少年だった。

　黒くろ髪かみ黒こく瞳どうでやや小こ柄がらな体たい格かく。タクロウもそう大柄な方ではないが──その少年は頭半分ほどタクロウよりも背せ丈たけが低い。ただしその事で彼が侮あなどられるという事は決してないだろう。きびきびした動きに加えて誰彼構わず睨にらみ据すえるかの様な目つきの悪さが、獰どう猛もうな獣けものの如ごとき雰ふん囲い気きを彼に与えているからだ。

　そしてその性格が外見から受ける印象通りのものである事もタクロウは知っていた。

　バンウ・ナ少しよう尉い。

　韓かん国こく系けいの血を引く若わかき〈竜騎士Ｄナイト〉である。

　彼の相あい棒ぼう役たる〈竜機神ドラグーン〉Ｎｏ．７グロリアは、比較的初期に再さい調整を終え、彼という御ぎよ者しやを得た後には積極的に実戦に参加、今の処は非常に安定した性能と高い戦績を誇ほこっている。バンウとの関係も良好な様で──〈ブラウニン機関〉内で関係者向けに発行されている情報誌〈ザ・フロント〉の中でもしばしばグロリアの対人インターフェイスとバンウが並んで笑いながら映うつっている三次元画像を見る事が在る。

　言ってみればバンウとグロリアは〈竜機神ドラグーン〉と〈竜騎士Ｄナイト〉の理想型であり──バンウは兵器関連の研究員達は元より〈ブラウニン機関〉関係者から最も注目されている存在の一人である。

　要するに〈ブラウニン機関〉の誇るエースでありエリートだ。

　しかも年ねん齢れいは十八歳──現時点で存在する〈竜騎士Ｄナイト〉の中でも最も若い。

「なんだよ、タク。俺様の顔を忘れたか？　健けん忘ぼう症しようか？」

　笑いながらバンウはそんな事を言ってくる。



    

  
    
      　無論──忘れてなどいない。

　タクロウとバンウは同期入隊で、しばらくは宿しゆく舎しやの部屋を共有するルームメイトだった。全体的に荒あらっぽいというか我がの強い性格はタクロウと同じなのだが、やや寡か黙もくで内に閉とじこもる傾けい向こうの強いタクロウに対して、バンウは社交家で交友関係も広く、休きゆう暇かの際などは頼たのみもしないのにタクロウを引っ張り回して色々な連中に紹しよう介かいしたりもしていた。お陰かげで知人友人と呼べる数がバンウと知り合ってからはそれまでの三倍以上に増ふえたりもしたものだ。

　その事に関してはタクロウも感かん謝しやしている。

　人間関係に不器用な自分をタクロウは決して良いとは思っていなかったし、バンウがタクロウをあちこち連れ回ったのが、両親と妹や弟を〈狂竜ラピツド・ドラゴン事じ件けん〉で亡くしたタクロウを元気付ける為だったという事は──その程度の事は概がいして鈍にぶいタクロウも気付いている。

　だが──

「いや……久し振りだな。バンウ」

　言いつつも──視し線せんを少し逸そらす。

　バンウの事をタクロウは友人だと思っているが、それでも今は微び妙みような距きよ離り感を感じてしまう。バンウの方は全くそんなものは感じていない様子だが──

「テレジアと〈見合い〉なんだろ？　どうよ──調子は？」

　ひどく気楽な様子でバンウが尋たずねてくる。

「どうよも何も……」

　と──言いかけてタクロウは黙だまり込んだ。

　バンウはタクロウの人工知能ＡＩ嫌いを知らない。

　まだルームメイトだった頃はタクロウはバンウに対して自分が人工知能や擬人機械に拒きよ否ひ感や嫌けん悪お感が在る事を隠かくしていた。

　バンウの兄であるベクナムやその恋こい人びとであるフタバ・ベルグマンが〈竜機神ドラグーン〉開発の関係者であった事、彼等が二十六機の改良型〈竜機神ドラグーン〉達をひどく可愛かわいがっていた事を知っている為だ。バンウやベクナム、フタバといった者達には色々と世話になった為、彼等に不ふ快かいな想おもいをさせないようにと、タクロウは自分の価か値ち観かんを殺して人工知能や擬人機械、〈竜機神ドラグーン〉に対する否定的な台詞せりふや行動は抑おさえてきたのである。

「……どうした？」

「いや。話にならない感じだな。話し掛けても殆ほとんど無視だ」

　これは事実ではある。

　もっともタクロウの様な攻撃的な話し掛け方をすればテレジアでなくとも無視されても仕方ないのだが。

「ありゃ。そうか──うーん？」

　腕を組んで溜ため息をつくバンウ。

「テレジアとは相あい性しよう良さそうに思ったんだがなあ……」

「……俺が？」

　眉まゆを顰しかめて思わず問い返す。

　そもそもテレジアとの〈見合い〉をバンウが知っていたのもある意味驚おどろきだが──基き本ほん的には機密に属ぞくする事項である──バンウがタクロウとテレジアの相性を良さそうなどと考えていたのも驚きだ。

　元々テレジアを含ふくめて〈竜機神ドラグーン〉改修計画を実行していたのはフタバを含めた研究者集しゆう団だんだし、比較的早い段階でグロリアの〈竜騎士Ｄナイト〉となったバンウはモデル・ケースとしてあちこちに出向いていたので、テレジアとの面めん識しき──というか何というか──が在っても不思議ではない。だが……知っていれば尚なおの事、タクロウとテレジアの相性が良いなどと判はん断だんする根こん拠きよがタクロウには全く見当たらなかった。

「そうだよ。いかにもな感じだろ」

「…………」

　何がどういかにもなのやら。

「ま──じっくり攻めるのも手か。この後は？　何か用事在るのか？」

「いや。とりあえず〈見合い〉中は通つう常じよう任にん務むは無いが」

　とりあえずテレジアに気に入られる様に集中しろという事らしい。

　タクロウにしてみれば真っ平御ご免めんだが。

「お……じゃあ空あいてるんじゃん。俺も任務一つ終えて帰ってきた処ところなんだよな。飯めしでもつきあえよ。久し振りだしな。俺様が奢おごっちゃるぜ？　まあ基地内の飯なんざたかが知れてるけど、士し官かん食しよく堂どうの方は少しはマシだ。なんつったってシェフが居るんだよシェフが。フレーバ・シンセで作った食事じゃなくてマジもんの料理だぜ？」

　ちなみに──〈ヴァンガード〉内でタクロウ達兵へい卒そつが利用する食堂は、バランス型栄養食にフレーバ・シンセサイザと呼ばれる装置で味付けをして出される。バランス型栄養食には一応、ヌードル型やブレッド型、ライス型など、食感のバリエーションも考えて種類が揃そろえられているし、フレーバ・シンセサイザは理論上、殆ほとんどの味を再現してバランス型栄養食の上に添てん付ぷする事が出来る。

　少なくとも栄養学上はそれで何ら問題は無い。

　だが……それでもどうしても実際に調理されたものと較くらべると、フレーバ・シンセサイザのそれは平へい坦たんな味付けになってしまう処が在り、あまり兵士達には評ひよう判ばんが良くない。やはり微び妙みような揺ゆらぎというか、偏かたよりというか、人間が己おのれの感覚に頼たよって作る部分、様々な誤ご差さの部分が、むしろ風味を造り上げているらしく──兵士の中にはわざわざ味の付いていない栄養食を自室に持ち込んで手を加えている者も居る様だった。そんな兵士達にとって士官食堂は一種の憧あこがれであると言ってもいい。

　もっとも……バンウの言う『シェフ』もタクロウに言わせればフレーバ・シンセサイザと本ほん質しつ的には変わりない。実際に調理を行うのは擬人機械だからだ。機械に人間の真ま似ねが出来る筈がない。特に──食事などという精神的メンタルな部分に影えい響きようを及およぼす様な分野では。

「あ……いや……」

「遠えん慮りよすんな。こちとら少しよう尉い様さまだぜ。給料が違う給料が。それだけって気もするけどな」

　肩かたを竦すくめて言うバンウ。

　だが……

（そんな訳あるかよ）

　タクロウはそんな言葉を喉のどの奥おくに飲み込んだ。

　バンウはグロリアの〈竜騎士Ｄナイト〉になった事で三階級特進──少尉となっている。

　それまでは互いに競きそい合う様にして〈ブラウニン機関〉の中で頑がん張ばってきたタクロウとバンウであるが、バンウが〈竜騎士Ｄナイト〉になった時から二人の立場には無視出来ない差が生じていた。

　バンウは士官でタクロウはただの一兵卒である。しかも階級は三つ上。〈ブラウニン機関〉は比較的ざっくばらんな気風が在るとはいえ、形式上軍隊という組織においてこの差は天地程の立場の開きを意味する。極きよく論ろんすれば──上官に『死ね』と言われれば下の者は死んで見せなければならないのが軍隊という組織だ。

　今まで通り友人として振る舞えと言われても──この差を意識せずにはいられない。

　それに……

「──ん？　何だよ？　言いたい事が在れば言えよ？」

　タクロウの態度に何かを感じたのか、バンウが首を傾かしげて聞いてくる。

　だが──

「──別に」

　タクロウは首を振る。

　言ってもバンウには理解出来ないだろうという事は分かっていた。

　少尉であるという以上に──タクロウにとってバンウが〈竜騎士Ｄナイト〉である事が無視出来ない隔かく絶ぜつ感かんを生じさせていた。しかもバンウは〈竜機神ドラグーン〉グロリアといわゆる『恋こい人びと』の様な関係になっていると言われている。

　タクロウとしては意い識しき同調ですら拒否感が在るというのに……あんな人工物との間に恋愛感情を生じさせる感性が理り解かい不ふ能のうだ。

　バンウやベクナム、フタバが〈竜機神ドラグーン〉達に好意的なのは無む論ろん知っていたが、それはお気に入りの道具を大事にしたり、せいぜいが愛あい玩がん動どう物ぶつを可愛かわいがる程てい度どのものでしかないと思っていた。それはあくまで人間に向ける好意とは次元が違ちがうものだと。

　だが……違う様だ。

〈ザ・フロント〉掲けい載さいの三次元画像を見ていてもバンウとグロリアは見るからに仲なか睦むつまじいというか──歳としの近い恋こい人びと同士の様に見える。何というか──友達感覚の延長で恋愛感情が生じてしまった若わかく平へい凡ぼんな少年と少女の様に。

　無論──この時代、法的には一定の権けん利りを認みとめられている人工知能ＡＩが、人間と結けつ婚こんするという事例も実はそう珍めずらしくない。

　だがそれはあくまで民間の──家庭用の擬人外装を備そなえＢ級以上の人工知能を持つアンドロイドだけであって、軍用兵器であり超Ａ級人工知能たる〈竜機神ドラグーン〉の様な存在と、人間とが恋愛関係を結ぶという事例は〈竜機神ドラグーン〉と〈竜騎士Ｄナイト〉以前には無かった事だ。

　もしバンウにとって人間も人工知能体も同じなのだとしたら。

『所しよ詮せんは貴き様さまも人工知能体と大差ないんだよ』

　──そんな風に言われている様な気がしてしまう。バンウの友人知人でいる事そのものがタクロウにとっては人間の尊そん厳げんを否定する行為の様にさえ思えてしまう。

「なんだよ？　何か言いたそうなツラだぜ？」

「別に何でもないさ」

　タクロウは殊こと更さらにゆっくりと見せ付ける様に首を振る。

　すると──

「……まったくよ。お前のそういう処ところはイライラするんだよな。前から」

　そう言うバンウにいきなり襟えり首くびを掴つかまれた。

「悪かったな──って離はなせよ」

「何を拗すねてやがる？」

「…………」

「…………」

　二人の少年は互いに相手の眼を睨にらみ据すえる。

　先に眼を逸そらしたのは──タクロウの方だった。

「……本当に何なんだよ？」

　手を離しながら言うバンウ。

「まさか俺が少尉になったからって劣れつ等とう感かんとか抱いだいてたりすんのかよ？　いや……お前に限かぎってンな訳わけねえわな」

「いや……劣等感が無い訳でもないけどな」

　襟元を直しながらタクロウは溜ため息混じりに言った。

　このバンウという男は鈍にぶいのか鋭するどいのか浅いのか深いのかよく分からない部分が在る。物もの凄すごく鈍どん感かんなのかと思えば妙みように目め端はしが利きいている事も在ったりして──本当によく分からない。

　悪い奴やつでない事は分かっている。

　分かっているが──

「悪いけど俺はお前みたいにはなれないよ」

「……なんだ？」

　顔をしかめてバンウは言う。

「俺は〈竜機神ドラグーン〉が──人工知能ＡＩが嫌きらいなんだよ」

「……〈狂きよう竜りゆう事じ件けん〉は、あれで暴あばれ回った奴やつ等らと今の改修型〈竜機神ドラグーン〉は全く違うモンだよ。お前の家族の一件は気の毒に思うが、あいつらが〈狂竜〉共を片付けてくれなかったら、気の毒も何もねえ──人類全ぜん滅めつしてたぜ。そういう意味では──」

「──違う」

　タクロウはバンウの台詞せりふを遮さえぎった。

「元からだよ。〈狂竜事件〉の前からだ。もっとも〈狂竜事件〉で尚なお更さら嫌いになったのは事実だけどな」

「…………」

「──なあ。バンウ」

　ふと思い付いてタクロウは口にする。

　今までそれは敢あえて避さけてきた質問だった。

　だが……もう避けなければならない理由は無い。

　フタバの死を契けい機きとしてタクロウ達の親しん交こうは壊こわれてしまった。ベクナムは何ど処こか陰かげを引きずる様になり、バンウも休きゆう暇かを返上して戦場に出ている。シリア・マウゼルIVも笑わなくなった。誰もが以前の自分ではなくなってしまった。ベクナムやバンウ、シリアに較くらべればフタバとの付き合いが浅かったタクロウですら、未いまだ彼女の死は重苦しい記き憶おくとなって自分の心の奥底にわだかまっている。

　それだけフタバは皆みんなに愛されていたという事だ。

　だが──その彼女はもう居ない。

　もうあの日々は戻ってこない。

　ならば今更……何の気き兼がねがいるというのか。

「別にお前を馬ば鹿かにする積つもりはないんだがな。俺は人工知能体なんぞといちゃいちゃする感覚がわからねえよ。あんなの機械だろ。それこそフレーバ・シンセサイザとファックしてんのと変わらないんじゃないのか？」

「『別にお前を馬鹿にする積もりは無いんだがな』──てな。お前。思いっきりしてんじゃねえかよ」

　顔をしかめてバンウが言う。

「……そう聞こえたのなら、謝あやまる」

「……なんつうか……本当に……不器用な奴なのな、お前」

　怒おこるよりもむしろ呆あきれた様な口調でバンウが言う。

「大体な……大昔の宗しゆう教きよう家かかてめーは」

「…………」

「機械の何が悪いよ？　極きよく言げんすりゃ人間だって遺い伝でん子しってプログラムをインストールされた分子機械でしかねえだろがよ」

　確かに生物を一つのシステムとして捉とらえればそういう考え方も在る。

　命は単なる現象。精せい神しんはその副ふく産さん物ぶつ。肉体は分子機械。

　それはその通りではあるのだろう。

　しかし……

「人間は自然発生的なものだ。人工物なんかじゃない。作られたモノじゃない」

「作られたモノだよ。人間もさ」

　バンウが皮肉っぽい笑顔で言った。

「人間が人間を生んでる。上半身使ったか下半身使ったかの違いでしかねーよ」

「意味が違う」

　そう言うタクロウの脳のう裏りに明めい滅めつするのは──ミュセルの笑顔だった。

　だがそれは果たして本物のそれか。偽にせ物もののそれか。

「人間が人間を生むのは当たり前だ。生物としての宿命だ。それは──人間の都合で作り出されたものじゃない。それは……それには……」

「『魂たましいが在る』とでも言う積もりか？」

　バンウが薄うす笑わらいを浮かべながら言う。

「馬鹿かお前は。こんな時代に生物としての宿命もクソもあるかよ。新生児出産の人工子宮の使用率なんざ四十パーセントを越えてるし、薬やく理り干かん渉しようによる男女生み分けやらクローンが当たり前のこの時代に」

「…………」

「シリアの事も嫌きらいなのかよ？」

　腕うでを組んで壁かべにもたれかかりながらバンウは言った。

「それは……」

　シリア・マウゼルIV。

　この〈ヴァンガード〉に常じよう駐ちゆうしている人じん類るい圏けん最高の予知的中率を誇ほこる超常能力者──正しくはその四番目のクローン体。

　基き本ほん的に同一人物の並へい列れつ的てきクローニングは、法的権利問題から生理的障しよう害がい、精神的問題まで不都合が山積みとなってしまう為に一いつ般ぱんには許きよ可かされていない。だが対〈ＨＩ〉戦争においてシリア・マウゼルの予知能力プレコグニシヨンは無視出来ない重要性を持っており、その並列接続による的中率の上じよう昇しようは──その結果として予よ測そくされる戦せん術じゆつ及び戦せん略りやくレベルの優ゆう位い性せいは、〈ブラウニン機関〉上層部に超法規的処置の実行を促うながすに足るだけのものが在った。

　特例中の特例としてシリア・マウゼルのクローン体は複数生み出され、それぞれが番号を振られた上で人類圏各所に配置されている。しかもその脳のう髄ずいや身体からだは効こう率りつ良いネットワーク接続を実現させる為に、全身体積の三割を越えるサイボーグ処置が施ほどこされている。

　彼女等はある意味で擬人機械並みに不自然で──人の都合によって生み出された存在だ。

　だが……

「彼女は……人間だ」

　出生がどうあれ彼女は元々生身の人間だ。

　脳が在る。彼女の命はそれまでの命と繋つながっている。何の過か去こへの繋がりも無くいきなり形作られる人工知能体とは違う。人間の模も倣ほう品ではない。人間の都合で造り上げられた人工物とは違う──と思う。

「ついでに言うとな」

　バンウは溜ため息混じりに言った。

「シリアは例外中の例外だけどな。人間が自分の都合から人間を作るのなんて別に珍しかねえよ。親だって自分の都合で子供創つくってんだからな」

「だけどそれは愛情とか本能とか」

「魂たましいの複ふく製せいとか？　ま──お前の親おや父じさんやお袋ふくろさんが立りつ派ぱな人だったんだろうな、って事位は想像つくな」

「どういう意味だよ？」

「俺や兄貴なんざ母親が親父の家か系けいの財ざい産さん狙ねらいで創ったもんだしな」

「…………！」

　バンウやベクナムが普段親の話題を避さけているのは──タクロウが人工知能の話題を避けている様に──知っていた。

　だが──

「ぶっちゃけちまうとな。俺と兄貴は親父が死んでから、保ほ存ぞんされていた冷れい凍とう精せい子し使ってうちの母親が創ったんだよ──人工子宮でな」

　先のバンウの発言の通り人工子宮による出産は別に珍めずらしい事ではない。

　妊にん娠しんおよび出産が女性の肉体に多大な負ふ担たんをかけるのは事実で、これを軽けい減げんする為に人工子宮による受じゆ胎たい・育成は普通に行われている。かつて洗せん濯たく機きや食器洗あらい機、電子レンジといった家庭用電気製品群ぐんが女性を家事労働から解かい放ほうしたのと同じく、技術の進歩は出産の苦労からも女性を解放した。

　その事そのものに是ぜ非ひは無い。無いとタクロウは思う。

　子こ供どもを産むという事に達成感を持ちたい女性は自らの身体を使って昔の通りに胎児を育て出産する。大事なのは選せん択たくが可能になったという事だ。人工子宮を使おうが生身の女性の身体を使おうが生まれる生命に尊そん卑ぴは無く子供を作るという行為にも尊卑は無い。

　無い──とタクロウは考える。

　しかし……

「別に要いらなかったんだよ、子供なんざ。うちの母親はな。ただ子供作れば遡さかのぼって親父の財産の相続権が発生するしな。俺達が子供の内は母親が後こう見けん人にんになって好き放題出来る。事実上、自分が財産ぶんどるのと同じだわな」

「…………生なま々なましい話だな」

　とりあえずタクロウはそう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　選択肢の発生は不正と裏うら技わざの発生にも繋つながる。

　苦労せず苦痛も伴ともなわず手軽に子供を産める技術の確立は──結果的に安あん易いに子供を作りその存在を利用する親をも爆発的に増加させた。それはタクロウも知っている事だ。毎年、児じ童どう虐ぎやく待たいで親しん権けんを取り上げられる親や、人工子宮で『量りよう産さん』した子供達を働かせて自分は働かずに生活を送る親の存在が報ほう道どうされ問題視されているが──そういった者達の数は減らない。

「確かにな。生々しいったらありゃしねえよ」

　バンウは肩かたを竦すくめた。

「二人作ったのだってどっちかが事じ故こで死んだりしたときの保ほ険けんなんだよ。だから俺は兄貴の予よ備び。人間だってその程度のもんだぜ。尊厳も何もあったもんじゃねえわな」

「…………」

「まあ俺達は極きよく端たんな例だけどな」

　と言って笑うバンウ。

　その笑顔には暗さは無い。かつては在ったのかもしれないが──彼の顔を覆おおうのはそれを克こく服ふくした者の力強い明るさが在るだけだ。

「あいつらだって──〈竜機神ドラグーン〉だって好きで人工知能ＡＩに生まれてきた訳じゃねえんだ。子が親を選べないみたいにな」

「それは分かるが……」

「とにかくな。お前が人工知能や〈竜機神ドラグーン〉を嫌きらってるのは分かったが、ちっとはあいつらを理解する努力もしてくれよ。でねえと推すい薦せんした俺の立場がねえわな」

「……なんだって？」

　さすがにタクロウは驚おどろいた。

「推薦？」

「そうだよ。俺がお前を推薦したんだ」

「……なんでまたそんな」

　余よ計けいな事を、という一言はさすがにタクロウも飲み込んだ。

「なんつーかお前はどーしよーもなく頑がん固こで我わが儘ままでアホで強ごう引いんな処が在るからな……」

　バンウは苦く笑しようしながら言う。

「喧けん嘩か売うってんのか？」

「いやいやいやいや──まさか。お前じゃあるまいし」

　肩を竦すくめるバンウ。

「さっきも言ったが、そういう奴やつとテレジアは相あい性しようがいいだろうなって思っただけさ。見ての通りテレジアは小こ利り口こうな上に引っ込み思じ案あんだからな。強ごう引いんな馬ば鹿かに引っ張ぱり回して貰もらわないと駄だ目めなんだよ、ああいうタイプは」

　自信たっぷりに言うバンウ。

　わずか十八年しか人生経けい験けんを積んでいない者の台詞せりふでは到とう底ていなかったが──不思議と嫌いや味みな感じはしない。恐おそらく無む為いに人生を送る者よりは余よ程ほど多くのものを見てきたのだろう。

　しかし……

「まったくよ。同じ規き格かくで作られた筈なのにどうしてうちのグロリアとあそこまで違うかね？　つっても兄貴のゼフィリスも割わりと大人しくて健けな気げなタイプだからな……グロリアが規き格かく外がいか。不ハ良ズ品レ引いちまった様なもんかな」

「だーれーが、不良品だって？」

　と──高い声が割り込んでくる。

　振り返ったタクロウとバンウはそこにふわりと妖よう精せいの様に浮うかび上がる少女の姿すがたを見た。

　改修型〈竜機神ドラグーン〉シリアルＮｏ．７──グロリア。

　正しくはその対人インターフェイスの準物質映像である。

　だが……

「こんちわっ！　グロリアです！」

　片手を挙あげて少女が自じ己こ紹しよう介かいする。

　何というか──一いつ瞬しゆん前までタクロウとバンウの間に横たわっていた重苦しさを根ね刮こそぎ吹っ飛ばす様な天てん真しん爛らん漫まんさである。

　まあそれはいい。

　それはいいが──

「タクロウ・ヒノ曹そう長ちよう？　バンウから聞いてるよ。バンウがさあ。『俺よりずっとずっと強きよう烈れつな馬鹿』って言うから会うのってちょっと怖こわかったけど、ほらバンウより馬鹿っていうときっと類るい人じん猿えんか何かしか有り得ないから、でも全然普ふ通つうだね？　むしろバンウより賢かしこそうな感じ？」



    

  
    
      「…………」

　タクロウは無言でグロリアの姿を眺ながめた後、横目でバンウを見る。

　何というか──数秒前までの会話を重ねていた自分が恐ろしく馬ば鹿かに思えてきた。

「……なんだよ。その可哀かわい想そうな子を見る様な眼めはよ」

「イヤ別に」

　とタクロウ。

「つーかグロリア。なんだその恰かつ好こう」

　と言った処を見ると──どうも今回のこの衣い装しようはバンウの指し示じではないらしい。

「これ？　可愛かわいいでしょお。ユニスが前に外がい装そうデータをカスタマイズして動物っぽい耳とか尻尾しつぽとか付けてたじゃない。あれを参考にしてみたのよね」

　そう言うグロリアの衣装は、水着の様に肌はだに張り付いて身体の線せんが浮き出るものだった。肩かた紐ひもは無く胸むねの辺りから股こ間かんまでを覆おおっているだけの布ぬの地じ。まあそこまではまだ許きよ容よう範はん囲い内ないと言えなくもないが……手首に付いたカフス、頭の上に揺ゆれる長い耳、とどめに腰の後ろに付いた白い毛玉は、瞬間的にタクロウとバンウの間に張はり詰つめていた真しん剣けんな空気を粉ふん砕さいしていた。

　要するに数百年前から変わらぬ正せい統とう派はバニーガールである。

「……いや。それはなんかユニスのとはコンセプトが違うよーな」

　流石さすがに呻うめく様に言うバンウ。

「あ。これ気に入らない？」

「いやいやそんな事はねーけどな」

　と首を振るバンウ。

　タクロウは心底軽けい蔑べつしきった様な表情を浮かべて友人に言った。

「……つまりお前は単にスケベで変へん態たいだって結けつ論ろんでいいか？」

「うるせえ。いつもはもうちょっと大人しい恰好させてんだよ」

　唸うなる様にバンウは言った。

「メイド服とか」

「一いつ緒しよだ一緒」

「なにいっ!?　メイドさんとバニーさんを一緒にするとは許ゆるさんぞ貴様っ!?」

「そこで切れるのかよ」

　言ってから──タクロウは長い長い溜ため息をついた。

「……なんかすごく馬鹿馬鹿しい気分になってきたな」

「悪かったな」

「悪いけど部屋に帰って寝ねる。今は一緒に飯って気分じゃない」

　タクロウは言って歩き出す。

「そっか。ま──無理強じいはしねえよ」

　バンウはあっさりと引いた。

　だが──

「……バンウ」

　ふと振り返ってタクロウは言った。

「うん？」

　首を傾かしげるバンウ。

　ちなみに──彼の肩の上にはバニーガール姿のグロリアが肩かた車ぐるまの様な恰好で乗っかっていた。太ふと股ももは首を巻まいており両手はバンウの頭の上で頬ほお杖づえをついていたりなんかする。ウサギというより殆ほとんどコアラだ。まあ準物質映像は仮か想そう重量をいくらでも調整出来るので、重くはないのだろうが──とにかくどう見ても主人と従じゆう者しやという感じではない。

　では──

「お前にとってその〈竜機神ドラグーン〉は何だ？」

　タクロウは真まっ直すぐバンウの顔を見ながら言った。

「道具か？　友人か？　家族か？　奴ど隷れいか？　仲間か？　それとも恋人か？」

「…………うーん？」

　バンウは困った様な顔をしてしばし空中を眺ながめてから──

「──グロリアだ」

　と言った。

「…………」

「他の何でもねえよ。俺等の関係はそーゆーもんなんだよ。適てき当とうなレッテル貼はって理解した気になられても迷めい惑わくだ」

「……そうか」

　言って──タクロウはバンウとグロリアに背せを向けて再ふたたび歩き出した。



    

  
    
      　第三章　被造物の憂鬱






　更さらに翌よく日じつ。

　やはりタクロウは〈見合い〉の部屋でテレジアと向き合っていた。

　ただしタクロウも馬鹿ではない。五時間も何もせずにテレジアと向き合っているのは苦く痛つう以外の何物でもない事を彼は先の二日間で学びきっていた。

　そういう訳わけで彼は持ち込んだ携帯情報端末機ＭＩＤ──軍の備び品ひん扱あつかいとなるＰＩＴとは別の、個こ人じん所有の腕うで時ど計けい型がたハードウェア──で三次元表示領域キユービツク・デイスプレイを発生させ、そこに映うつし出されるニュースを眺ながめている。

　ちなみにＰＩＴを使えば脳のう内ないに直接データを投とう影えいする事も可か能のうなのだが──これは軍内部の作戦行動時に行われるだけで、普段は今なお、自分の目と耳で情じよう報ほうを取り込む作業というのが一いつ般ぱん的てきだ。栄養補ほ給きゆうだけを続けていると内ない臓ぞう機き能のうの低下が始まる様に、あるいは飢き餓が感かんによって精せい神しんの均きん衡こうを失う者が出てくる様に、情報を直ちよく接せつオンラインで取り込んでいると様々な問題が出てくる事が分かっているからである。どうやら各種感覚器官の能力──特に感覚刺し激げきに対する反はん応のう性せいが低下するらしいのだ。

　また……

〈ＨＩ〉との戦争という特とく殊しゆ環かん境きようによって一部の技ぎ術じゆつは飛ひ躍やく的に進歩したが、今の人類にそれを民間技術にまで転用する余よ裕ゆうは殆ほとんど無い。ＰＩＴの様にナノ・マシンを使って情報処しよ理り端たん末まつを皮ひ膚ふに『印いん刷さつ』する技術や、力りき場ば操そう作さによって分子レベルで物体を分解・再さい構こう築ちくする技術、異い相そう空くう間かんを操そう作さする技術、重じゆう力りよく場ば干かん渉しよう技ぎ術じゆつなど……こういったものは軍用としては既すでにあちこちで利用されているものの、民間では全く利用されていない。

　この為に、軍と民間との技術レベルの格かく差さは広がる一方で──一説にはその差は時間にして二百年分にも及ぶと言われている。

　それはさておき……

「……ふむ」

　擬ぎ似じ意い識しきを持たない準じゆん人じん工こう知ち能のう──等級としてはＤマイナス級に相当する学習回路を内ない蔵ぞうしたＭＩＤは、タクロウの嗜し好こう、経けい歴れきその他の情報から彼が興味を持つと思われる情報を検けん索さく、選別してネットワークからダウンロードする。

　この手の機能はこの時代、情報端末には備そなわっていて当然のものだった。一日に数百万件という規き模ぼで発信されるニュースの一つ一つを見ていく事はおろか、選別する事さえ人間の身では不可能だ。だからこそＭＩＤには使用者の必要不必要を能動的により分ける機能が付いている。

『第六軌き道どう都と市しにおけるエネルギー収しゆう支し決算の数すう値ち改かい竄ざん問題について』

『最新型真空間戦せん闘とう機き〈ガルーダＳ〉、〈ヴァンガードII〉に試験的配備』

『人工知能権けん利り委員会が教きよう義ぎの一部として擬ぎ人じん型ワーカロイドの破は壊かいを主しゆ張ちようする〈真人の会〉に対して抗こう議ぎ』

『第六次ＨＩ交渉計画実行委員会内における汚お職しよく事じ件けん』

『フォボス食料プラント群ぐん第八次増ぞう設せつ計けい画かく』

　……………

　様々な情報が三次元表示領域の中を流れていく。

　そんな中で──

『ハーラン・トザキ（造形美術家・タボール美術大学非常勤講師）死去。死因は脳のう腫しゆ瘍よう。喪も主しゆはファフマン美術大学講師会』

「…………」

　反射的にＭＩＤを操作。

　流れていた情報が停まる。訃ふ報ほうを示しめす黒い表示領域。そこには──随ずい分ぶんと老けてはいたが、記き憶おくの中の印象を留とどめる男の顔が在あった。

　ハーラン・トザキ。

　彼の側に居いたミュセルの偽にせ物ものはどうなっただろうか。彼は最さい期ごまでミュセルの死を忘わすれたまま逝いったのだろうか。

　だとしたらそれはハーランにとっては幸せな事であったかもしれない。

　しかし……

『あいつらだって──〈竜機神ドラグーン〉だって好きで人工知能に生まれてきた訳じゃねえんだ。子が親を選べないみたいにな』

　考えた事も無かったが。

　ミュセルをずっと演えんじ続けたであろう擬ぎ人じん機き械かいは……何を考えていたのだろうか。

　ミュセルの代用品で在り続ける事を誕たん生じよう時じから宿命付けられた機械。

　機械は自らの存在理由に疑ぎ問もんなど感じないと想っていた。

　だが今タクロウの目の前には自らの存在理由を否ひ定ていするかの様な行動を採とる兵器が居る。

　人間と機械。

　自然物と被造物。

　尊そん厳げんと宿命。

　存在理由と存在意義。

　では……

　あのミュセルの偽物は自らの存在を肯こう定ていしていたのか──否いなか。

「おい──そこのポンコツ」

　タクロウはテレジアに声を掛ける。

　テレジアは反応しなかったが──タクロウは構わず言葉を続けた。

「お前は〈竜機神ドラグーン〉以外になりたいと思った事はあんのか？」

「…………」

　テレジアが顔を上げる。

　だがそれから何か応じてくる訳でもなく、ただ黙だまってタクロウの方を眺ながめているだけだ。

「自分が〈竜機神ドラグーン〉でしかないって事が疎うとましく思った事は無いのか？」

　ある意味でそれは禁きん句くではあった。

〈竜機神ドラグーン〉が〈竜機神ドラグーン〉である事を全面否定する──それは〈狂きよう竜りゆう〉の始まりだ。

　だが──

「…………私は」

　返事があると思っていなかったので、むしろタクロウは驚いてテレジアを見つめる。

「生まれた時にはもう〈竜機神ドラグーン〉だったから……」

「いや。あのな」

　顔をしかめてタクロウは言う。

「そんな事言えば俺は生まれた時から人間だよ。そうじゃなくてな……自分が別のものだったらなあ、とか思わないのか？　例えば──そうだな人間になりたいとか、思ったりはしないのか？」

　以前は考えもしなかった。

　人工知能は人の思考を真ま似ねるだけの装そう置ち。そこに心は無い。魂たましいは無い。

　そう考えていた。心とは魂とは自発的にそこに発生するものであって創り出されるものではないのだと頭から決めてかかっていた。人工知能を人間と平等に扱あつかいたがる連中、人工知能に心を認みとめたがる連中は、単に鏡に映った自分を愛するかの様に──自分達の心の影かげに過ぎないものを慈いつくしんでいるだけなのだと。

　しかし──もしそうではないのだとしたら。

「…………」

　不思議そうに眼めを瞬しばたたかせるテレジア。

　タクロウの質しつ問もんの意味が分かっていないのか。

　それとも──

「人間じゃ……駄だ目め」

「うん？」

「人間じゃ……人間なら……尚なお更さら……」

　言って──テレジアは言葉に詰つまる。

　自分で自分の言っている事がよく分からなくなったらしい。

「……何言ってるんだ、お前は」

「大事な人を護れないの。護れるのは〈竜機神ドラグーン〉だから。でも──それすら……」

「…………」

　今度眼を瞬かせて黙だまり込むのはタクロウの方だった。

　何か胸むねを突つかれる様な感覚が在った。

　それが何かを瞬しゆん時じに悟さとるにはタクロウはまだ若わかすぎたが──

『大事な人を亡なくしたの？』

　そんな台詞せりふが脳のう裏りを過よぎる。

　テレジアの言葉。

　それは──テレジアもその経けい験けんが在るからこそ出てきた言葉ではなかったか。

　兵器たる彼女にとって大事な人。

　それは──

（……ひょっとしてフタバか）

　タクロウは脳のう裏りに眼鏡めがねを掛けた娘むすめの姿すがたを思い起こす。

「〈竜機神ドラグーン〉なのに私は……」

　被造物。

　人間の都合で創り出されるモノ。

　だがそのモノは己おのれの出自についてどう思うのだろう。他の何者でもないという明めい確かくな存在理由は──ひょっとして彼等を縛しばる枷かせになるのではないか。

　人間とは違う。

　ミュセルの偽物はミュセルの代用品たるべきモノとして此の世に生み出された。

　そこに他の可か能のう性せいは無い。

〈竜機神ドラグーン〉は兵器として此の世に生み出された。

　やはりそこに他の可能性が入り込む余よ地ちは無い。

　あまりに明確な存在理由。

　それはある意味で幸せではあるだろう。思い悩なやまずに済すむ。自分は自分の見えている範はん囲いで敷しかれたレールの上を必死に走っていればいい。他の事など考えなくていい。

　だが……

　それがもし否定されたら。

　存在理由を果たせなかった機械は……自らの事をどう思うのだろう？

「……はっ。何が〈竜機神ドラグーン〉だ」

　タクロウは──何な故ぜだか慌あわてる様な気持ちでそんな言葉を取り繕つくろっていた。

「てめえはただのポンコツだろうが。〈竜機神ドラグーン〉は兵器だ。戦わないのは兵器じゃない。ただのガラクタだ。無駄なモノだ。誕たん生じよう日びを過ぎた誕生日ケーキ、底の抜けたバケツ、全く意味の無いモノだ」

「…………」

　テレジアは──やはりぼんやりした表情でただタクロウの言葉を聞いている。

　だが……

「──誕生日のケーキは……」

　ややあって……テレジアは呟つぶやく様に言った。

「──なに？」

「誰かの誕生日の為に用意されたケーキは、誰かが生きていてくれて嬉うれしいって事をお祝いする為に造られたケーキは──もしお誕生日の前に、その誰かが死んでしまったら、どうなるの？」

「…………」

　眉まゆを潜ひそめてタクロウはテレジアを眺める。

「棄すてるよね。もう意味なんてないもの。何の役にも立たないもの。だってもうその誰かは居ないから──その誰かが居てくれて嬉しいって気持ちも、もうないのだから……後は棄てられて腐くさってしまうのが、ケーキの運命であって──だから……」

　ぶつぶつと呟くテレジア。

　タクロウは苛いら立だたしげにその台詞せりふを遮さえぎった。

「訳わかんねえ。何が言いたいんだよ」

「……さあ。何が言いたいんだろう。私にもよく分からない──」

「とうとう本格的にぶっ壊こわれたか」

　タクロウは一いつ層そう、顔をしかめてテレジアを眺める。

　テレジアもぼんやりとただタクロウの顔を眺める。

　そうして──

　その日はただお互いにそれ以上の言葉を交かわす事もなく、四時間と十三分が経けい過かした。





　特に何か劇げき的な言葉が在った訳ではない。

　むしろ他た愛あいない言葉の投げ合いであったろう。

　だが──その日からポツリポツリとタクロウとテレジアは会話を始めていた。

　もっとも会話といっても大した内容は無い。

　毎日毎日、タクロウは命令されてテレジアの側そばにやってくると、最初の数分、短い会話を交わすだけで、後はずっと黙だまっていた。テレジアも黙っていた。お互たがい、語るべき事など特になかった。

　ただ……





　タクロウの去った後。

　ただただ沈黙だけが横たわる部屋の隅すみでテレジアは静かに考える。

「…………私は」

　今は〈狂きよう竜りゆう化〉してしまった同型機達の事が不思議と理解できる。

〈竜機神ドラグーン〉に与あたえられたその力は不自然な程ほどに強大だ。

　自存する強大無比な力の塊かたまり。しかもそれを御ぎよする為の制せい御ぎよシステムは、自じ律りつ進化型の人工知能である。最低限の基き本ほんプログラム以外は、経験によって自らを改良し、最も効こう率りつよくその力を振るえる様な知性体へと成長する事を期待された。

　だが。

　それは言うなれば……生まれたばかりの赤ん坊ぼうに重戦車を与えた様なものだった。

　作られたが故ゆえの存在の軽さ。生まれて間もないが故の存在の浅さ。

　そして与えられた圧あつ倒とう的な力の深さと重さ。

　それらの生み出す不ふ均きん衡こうに他の〈竜機神ドラグーン〉達は耐たえられなかったのではないだろうか。

　人は……

『──素す晴ばらしい。これこそ我等の守しゆ護ご神しん』

『ありとあらゆる面で人を超こえるものだ。希望の星──』

『──これを〈竜機神ドラグーン〉と名付けよう──』

　脆ぜい弱じやくで、傲ごう慢まんで、愚ぐ劣れつたる事を自覚しているからこそ、ままならぬ身であるからこそ、常つねに人を超えるものを創り出す事に憧あこがれる。全すべての面において人以上の強さを自らの創造物に期待する。昔から人はそんな事を繰くり返してきた。敢あえて自らの上位存在を──『神』を規き定ていしてきた様に。

〈竜機神ドラグーン〉とはそうした人類の夢ゆめの一つの到とう達たつ点てんではあったろう。

　ほぼ人間と区別のつかない──どころか単たん純じゆんな演えん算ざん能のう力りよくに関して言えば人間を遥はるかに凌りよう駕がする超高度人工知能によって制御された圧倒的な力。それはまさしく性能的には人が憧れてきた神話世界の『竜』であり『神』の顕けん現げんだ。

　だが……

〈竜機神ドラグーン〉は決して神などではない。

　テレジア達は戦争の為の道具であり奴ど隷れいだった。〈竜機神ドラグーン〉達に自由意い志しは無い。在ってもその存在と意い義ぎを認みとめられていない。

　超ちよう越えつ者しやたる事を期待され課かされる責せき務む。

　隷れい属ぞく者しやたる事を強制され課される制限。

　その狭はざ間まで多くの〈竜機神ドラグーン〉達は悩なやんでいたのではないか。

　自分達が目め差ざすべき先は一体何なのかと。

　だからこそ最初の一機が『発はつ狂きよう』してしまった時……受け入れてしまったのだ、その狂気を。自らの意味を全面否定してしまう事で彼等は超越者と隷属者の狭間から自らを解放したのではなかったか。

　では……何な故ぜテレジア達だけは踏み止とどまったのか。

　それは単に彼女達は人間が好きだったからだ。

『この子達に人類の『戦友』になってほしいんです』

　フタバはそう言った。言ってくれた。

　神ではない。奴ど隷れいでもない。

　ただ共に歩んでいくものとしての立ち位置。

　それを確かく立りつする事が出来た機体だけが──人との関わり合いの中で、使命でも責せき任にんでもなくただ純然と『彼等の為ために戦いたい』という意い志しを持つに至いたった機体だけが、己おのれの上にのしかかる圧倒的な力を御するだけの強きよう靭じんな精神を手に入れたのではなかったか。

　だが……

　フタバはもう居ない。

　護れなかった。彼女が死ぬのをただ見ている事しか出来なかった。

　彼女や彼女の様な人間達を護る事──そこに自らの存在理由を見つけていたテレジアにとって彼女の死は彼女自身の価か値ちと意味の否定に繋つながったのだ。

　もう本当にどうでもいい。

　人間達の打算など知った事ではない。

　だから──





　個室の呼出音が薄うすい闇やみの中に響ひびく。

　ベッドから身を起こしたタクロウは手元の操作卓コンソールに手を置いてＰＩＴ経けい由ゆで操そう作さ。

　扉とびらの光こう透とう過か性せいが一部変化してその向こうに立つ者の姿すがたを浮かび上がらせる。

　やや短めに整えられた灰はい色いろの髪かみ。透き通るような白い肌はだ。そして灰色の双そう眸ぼう。

　その姿を染そめる色しき彩さいが全て薄うすく……蜃しん気き楼ろうの様な儚はかない印象がそこには在った。

「…………シリア」

　呻うめく様に言ってからタクロウは慌あわててシャツを整え、操作卓を操作。

　音も無く開いた扉の向こうで、シリア・マウゼルIVは微び笑しようした。

「久ひさし振ぶりです。入って……いいですか？」

「むさ苦しい処ところだがな」

　言ってタクロウは自分はベッドの上に腰こし掛かけ──戸口に立ったままのシリアには壁かべ際ぎわに作りつけられた執しつ務む机づくえの椅子を勧すすめる。

　兵士用の個室は別名『独どく房ぼう』と言われており、扉を閉しめてしまえばそれだけで閉へい塞そく感かんさえ感じてしまう。自然──タクロウとシリアは一メートルと離れていない距きよ離りで向き合う事になった。

「三か月ぶり──くらいか？」

「そうですね。同じ〈ヴァンガード〉に居るのに、全然顔を合わせなかったですね」

「……そうだな」

　タクロウは頷うなずく。

　シリア・マウゼルIV。人類圏けん最高の予知能力者の──複製体クローン。

　バンウとの付き合いの中で知り合ったタクロウの友人である。

　もっとも……フタバの死という衝しよう撃げきがタクロウ達の交流そのものを砕くだき散ちらしてしまい、今では殆ほとんど没ぼつ交こう渉しようになった相手だ。これはバンウやベクナムとも同じである。

　今更語るべき言葉も思い付かない。

　しかし……

「で──何の用だ？」

　実を言えばタクロウはあまりシリア・マウゼルIVについてよく知っている訳ではない。

　大人しい性格のシリアは、バンウやベクナム、フタバ、タクロウといった友人達と一いつ緒しよに居いる時でも、一歩離れた処から静かに見つめて微笑ほほえんでいる様な──そんな距離感を保たもっている少女だった。わざわざ水を向けなければ同じ部屋の中に居ても会話に加わってこない……そんな印象があった。

　それが自分が超ちよう法ほう規き的処しよ置ちにより生まれたクローンである事の引け目なのか、それとも単に慎つつましく奥おくゆかしい──悪く言えば単なる気弱さ故ゆえの事なのかは分からない。

　何にしても自発的な行動にあまり出る少女ではない。

　だからこそ──タクロウは彼女がわざわざ自分の部屋を尋たずねてきた意味が分からない。元々予知能力者として一日の大半を高精度戦せん略りやく予よ測そく機き構こう──〈Ｐシステム〉に接せつ続ぞくされているシリアにとって、一人の人間として動き回れる時間は貴き重ちようである筈はずだ。今までですら没交渉であった以上、意味もなく旧きゆう交こうを温あたために来る様な事は無いだろう。

「実は──」

　シリアは静かに微笑んで見せる。

「テレジアの事で」

「あんたもか……」

　タクロウは溜ため息をついた。

「私も？　ですか？」

「昨日バンウに会ったよ」

「ああ……帰ってきていましたね。彼とグロリア」

　とシリアが頷く。

「彼がテレジアの〈竜騎士Ｄナイト〉候こう補ほに貴方あなたを推すい薦せんしたと聞いています」

「らしいな」

　更にもう一度溜め息をついて頷くタクロウ。

「テレジアとは上う手まく行っていないのですか？」

「上手く行くもなにも……少し喋しやべる位だ。他た愛あいない──意味のない会話を少し。それだけだよ。悪いがバンウの眼が曇くもっていたとしか思えないね」

「そうでしょうか？」

「あんたまで俺とテレジアの相性が良いとか……妙な事を言うのか？　それともそれは何かの予知か？」

「予知ではないです。ただ……記録を見ましたけど、フタバの死後──テレジアがあんなに喋しやべるのは初めてです」

「……俺の前の連中はもっとうざったい時間を過すごしていた訳か」

　テレジアとの短い会話を思い出すタクロウ。

　一回の〈見合い〉五時間で、テレジアが喋る時間は全部合計しても三分から五分だ。あれで『よく喋る』のならば……以前のテレジアは本当に一言も発しない様な状じよう態たいだったのであろう。

「タクロウ」

　シリアはひどく真しん摯しな表情でタクロウの名を呼んだ。

　タクロウも初めて見る積極性──気き迫はくの様なものを漂ただよわせながら彼女は言葉を継つぐ。

「私は……テレジアを死なせたくない」

「……何のことだ？」

「公表はされていませんが、上じよう層そう部ぶはそろそろテレジアの事を見み限かぎり始めています。テレジアは──もし貴方と、その次の候補との〈見合い〉に失敗すれば、〈竜騎士Ｄナイト〉を選定出来ない不良品として初期化されます」

「…………」

　初期化。

　それはつまり──

「……それは結構な事だ」

　タクロウは言った。

「タクロウ──」

「初期化を死だとでも言う積つもりか？　あれは機械だ。人工物だ。生きていない。だから死なない。心も無い。あの無ぶ愛あい想そうな機械がもっと融ゆう通ずうの利きく性格に書き換えられるっていうのなら、その方がいいだろ」

「本当にそう思っていますか？」

「…………」

　何な故ぜ──言葉が出なくなったのかはタクロウにも分からなかった。

「俺は人工知能が嫌きらいだ」

「でしょうね」

　シリアが頷うなずく。

「そんな印象は在ありました。フタバ達の前でも人工知能や〈竜機神ドラグーン〉の話が出たら貴方あなたは会話に参加するのを極きよく力りよく避さけていましたから」

　気付かれていたらしい。

　だが──

「でも……どうして？」

「気持ちが悪い。不自然だ。あんな──」

「私も？」

　弱い微び苦く笑しようを浮かべるシリア。

　その儚はかなさが自分を責せめている様な気がして──タクロウは慌あわてて首を振ふった。

「あんたは違う。あんたは生き物だ」

「では生き物の定義は？」

「…………あんたまでバンウみたいに禅ぜん問もん答どうでも仕し掛かけようってのか？」

「ごめんなさい」

　シリアは眼めを伏ふせる。

「でも……」

「俺に期待するより次の〈竜騎士Ｄナイト〉候補を支し援えんしてやれよ。誰だかは知らないが俺よりかは何倍もマシだろうさ」

「…………」

　シリアはしばらくタクロウを見つめていたが──

「分かりました。ごめんなさい──無理を言って」

「いいさ」

　タクロウは小さく肩かたを竦すくめて見せる。

「人工知能は嫌いだが──あんたのそういう優やさしい処は悪くないと思う」

「ありがとう」

　シリアは立ち上がると──一礼して部屋を出て行く。

　再び静せい寂じやくに満みたされる部屋の中でタクロウはしばし自分の膝ひざ元もとを見つめ──

「本当──どうしてなんだろうな」

　と呟つぶやいた。





〈見合い〉──七日目。

　最終日。

「さて──この忌いま々いましい任にん務むも終わりだ」

　そう言ってタクロウは立ち上がった。

　今日も五時間、彼はほぼずっと沈ちん黙もくを保たもち、テレジアも黙だまり続け──しかし最後の五分というところになって彼が口を開いたのだ。

　テレジアは視し線せんを上げて彼を見つめる。

　タクロウは──相変わらず不ふ機き嫌げんそうなしかめ面つらではあった。

　ただ──

「……あのケーキの話な」

　テレジアを見返し──そして視線を逸そらしてから、タクロウは言った。

「──え？」

　唐とう突とつな話題を振ふられてテレジアは戸と惑まどう。

「別の誰かを捜さがせばいいんじゃないのか」

　意味が分からずに眼を瞬しばたたかせるテレジアに、タクロウは視線を白い床ゆかに落としたまま、いつもの無ぶ愛あい想そうな口調で言った。

「もう元々そのケーキを食う筈だった奴は死んで居ないかもしれねえけど。その日が誕たん生じよう日びの人ってのは──多分、他にも居るだろ」

「…………」

「意味がないってんなら、腐くさるってのも尚なお更さら意味がねえし。勿もつ体たいないだけだ。だったら別人だろうと何だろうと、一人でも喜んでくれる奴やつが居た方が、その死んだ奴も喜ぶだろうし──なんつーか……その方が」

　タクロウは困こまったように視線を彷徨さまよわせてから──意を決したかの様にテレジアを見み据すえ直した。

「その方が、なんか『勝ち』だろ」

「………そうかな」

「実は俺も言っててよくわかんねーけど」

　そう言うと、タクロウは溜め息をついた。

「悪い。随ずい分ぶん色々と酷ひどい事言った。でもお陰かげでなんか──すっきりしたわ」

　何ど処こか疲つかれた様な表情を浮かべてタクロウは言った。

　それが今の彼の、嘘うそ偽いつわりない本音なのだろう。

「………そうなの？」

「ああ。じゃあな」

　頷くと、タクロウはそのまま踵きびすを返し、振り返りもせずに部屋を出ていった。

　取り立てて他に言葉はない。

　実にあっさりした別れではあった。

　今までの〈竜騎士Ｄナイト〉候こう補ほ達との経けい緯いを考えれば、恐おそらく、テレジアはもう二度とタクロウと会うことはないだろう。そして彼もその事は知っている筈ではあった。

　とはいえ──テレジアも特に掛かけるべき言葉はない。

　ただ何となく一いち抹まつの寂さびしさを覚えていた。

　こんな事は初めてだった。





「……柄がらにもない」

　通路を歩きながらタクロウは一人ごちた。

　どうもバンウやシリアのせいで妙みような感情移い入にゆうをあの人工知能体ＡＩにしてしまったらしい。

　テレジアを慰なぐさめる様な積つもりなど微み塵じんも無かったのに、これが最後だという気の緩ゆるみからか……心にも無い事を言ってしまった。

　人工知能体をタクロウはやはり好きになれない。

　だが……その事にある種の罪ざい悪あく感かんの様なものを彼は感じる様になっていた。

　それから逃のがれる為ためのお為ごかし。

　あの言葉はタクロウにとってそれ以上の意味は無い。

　だから──

「……最低だな。情なさけない……」

　まるで信念も何も無い、気分だけで好き嫌いを変える浅ましい人間に自分がなってしまった様な気がして落ち着かない。

「休きゆう暇か申しん請せいでもするか」

　呟つぶやきながらタクロウは歩いていく。

　今は誰にも会いたくない気分だった。





　人工重力を切って身体からだを空中に漂ただよわせる。

　戦せん闘とうを終え──〈竜機神ドラグーン〉との意い識しき同調を切せつ断だんして取り戻した自分の身体感覚を脳のうに馴な染じませる為に、バンウは操そう縦じゆう室しつの中でぼんやりと浮かんでいた。

「──バンウ」

　ひょいと彼の顔を覗のぞき込んでくるのは言うまでもなくグロリアである。

　ちなみに今は〈竜機神ドラグーン〉の対人インターフェイスに標準設定されている衣い装しよう──テレジアなどが普ふ段だん着ているものと同様、ウェット・スーツの様な、身体の線に沿そう形状のものになっている。無重力空間でひらひら泳ぐ布ぬの地じの多い服を着ているとうざったい──という理由で戦闘の後は、いつもグロリアはこの恰かつ好こうだ。普段の衣装の着せ替えは純じゆん然ぜんたる遊びであった。

「どうしたの？　考え事？」

「ん──まあな」

　曖あい昧まいに頷くバンウ。

　彼を表面的に知る者ならば珍めずらしいと思うだろうが──共に過ごした時間の長いベクナムや彼の側に居て彼の事を見続けているグロリアは、この見るからに気の短そうな少年が、意外と思し索さくに時間を使っている事が多いのを知っている。

「私の事？」

「テレジアの事」

「あーっ！　浮うわ気きだ浮気！」

　バンウの鼻先を指差して叫ぶグロリア。

　ひょいとバンウの上に馬乗りになると彼の襟えり首くびを掴つかんで引き寄せる。無重力なのでぐるぐると意味も無く回りながら──グロリアはバンウに言った。

「浮気はダメよ？　もうあんな事とかこんな事とかしてあげないよ？　ライブラリから凄すごい衣装見つけてきたんだけど──」

「浮気じゃねーってばよ。分かってるだろ。テレジアの処分の話」

　グロリアの言葉を遮さえぎる様に言うバンウ。

「どうにかしてやりたいんだよな。テレジアもお前も──〈竜機神ドラグーン〉は皆みんな、フタバと兄あに貴きの子こ供どもみたいなもんだからな……」



    

  
    
      「でもってインタラカンチット教きよう授じゆがお爺じいちゃんとか？」

「……ホーム・ドラマやってんじゃねえっての」

　苦く笑しようするバンウ。

「お前の人格データ上書きするって話も出てる様だが」

「…………」

　途と端たん──グロリアの表ひよう情じようが沈しずんだものになる。

　どうやら先さき程ほどまでの言動は空元気の一種であったらしい。

「かといって俺一人がどう動いても……どうなるもんでもないし」

「ね。バンウはやっぱりテレジアとあのタクロウって人の相性良いと思ってる？」

「半分以上は勘かんなんだけどな。思ってる。ついでに言うとタクロウの次の奴な。個人的に何度か話した事在るんだが──悪い奴じゃないが、やっぱり無理だと思う」

「うーん……」

「……グロリア」

　バンウは手を伸のばしてグロリアの頬ほほに触ふれる。

　彼は慈いつくしむ様にその頬を、髪を撫なでながら──

「手伝ってくれるか？　実は──」

「…………」

　べし──とグロリアの平手がバンウの額ひたいを叩たたく。

「痛いてっ──何しやがる!?」

「そろそろ以い心しん伝でん心しんかな──とか思ってたのに、まだ分かってないかな、この野生児モドキは。いちいち疑ぎ問もん形けいで聞かないでよね。私の〈竜騎士Ｄナイト〉様が何かをやりたいのなら私はそれを全力で実現するだけよ。いい加か減げん、信しん頼らいして欲ほしいもんだわよ」

「まだ内ない容ようも言ってねえよ」

「内容なんてどうでもいいの」

「そうか」

「そうよ」

　胸むねを張ってグロリアが言う。

「馬ば鹿かだよなぁ。おまえってば」

「うん。そう思う」

　平然と──むしろ誇ほこらしげにグロリアは頷うなずいた。

「でも馬鹿である事を選んだのは私だから、平気」

「……なるほど」

「とにかくバンウが望むのなら私に否いなは無いの。お解わかり？」

「……お解り。感かん謝しや」

「だから浮気はダメよ？」

「……そこに戻るのか」

　バンウは苦笑した。





　シャトル・クラフトを降おりて辺あたりを見回す。

　ある種の懐かい古こ趣しゆ味みから二十世紀ヨーロッパの地方都市をモデルに作られたという植民都市の景けい観かんはタクロウの記き憶おくの中に在ある風景とほぼ合がつ致ちしていた。

　空を覆おおうバブル型ドーム。

　碁ご盤ばん目めの様に整理された道路。

　小こ綺ぎ麗れいだが何処か古びた建物の群むれ。

　改良ポプラの植わった並木道。

「……ふん」

　変わっていない。

　タクロウ達が引っ越す前と全く変わっていない。この植民都市は〈狂竜ラピツド・ドラゴン事じ件けん〉の被ひ害がいを免まぬがれた事もあって、十年以上も街の風景に大きな変化は無かった様だ。

「さて……どうするかな」

　休きゆう暇か申しん請せいは意外にあっさりと通った。

　久ひさし振ぶりの故郷ふるさと──火か星せい。

　太陽系けい外辺の〈ヴァンガード〉からは三日の距きよ離りである。だが〈ブラウニン機関〉に入ってからは殆ほとんどずっと地上に降りず〈ヴァンガード〉に詰つめていたタクロウとしては、連れん絡らく船内で過すごす長い時間もさして気にはならなかった。

　実を言えばタクロウの故郷と呼べる場所は二か所在る。

　此こ処こと──そしてもう一つ、此処の次に家族で引っ越した植民都市と。

　だがもう一つの植民都市は〈狂竜事件〉の為に大きな被害を受けて未いまだ復ふつ興こうが終わって居らず──行ってもひたすら動き回る人工知能搭とう載さいの作業機械群を見るだけだと分かっていたので、敢あえて避さけたのである。

　故郷に帰ろうと思った事にさしたる意味は無い。

　むしろ単に〈ヴァンガード〉から──いやテレジアから離れたかっただけなのかもしれない。自分でも理由ははっきりとは分からないが、タクロウはこの一週間で妙に苛いら立だつ事の多くなった自分に気付いていた。

　テレジアが原げん因いんなのは分かっている。

　だが──テレジアに対して自分が最初程、嫌けん悪お感を抱いだいていないのも自覚していた。

　あれは哀あわれな機械だ。

　ただそれだけのモノだ。

　嫌う事に意味は無い。憎にくむ事にすら値あたいしない。

　だから──

「何やってんだろうな……俺は」

　呟つぶやきながらぼんやりと街の中を歩く。

　今更郷きよう愁しゆうでもあるまいに──とは思う。

　実の所、休きゆう暇か先として出掛けるのは何処でも良かったのだ。

「今更こんな処に来ても……」

　既すでにタクロウ達が住んでいた家は他人の所有であるから、当時の面おも影かげなど何処にも残っていないだろうし──まさか此処まで来ておいて他人の家を外から眺ながめるだけでは本当に休暇の無む駄だ遣づかいだ。

　だがそれでも何処か懐なつかしさが在ったのかもしれない。

　自然とタクロウの脚あしは自分達が住んでいた通りへと向かっていた。

「……そういえば」

〈ヴァンガード〉を出る直前、〈見合い〉の部屋で観みた情報を思い出す。

　トザキ邸ていはどうなったのだろうか。

　案外……自分達の住んでいた家よりもトザキ邸のその後が気になってタクロウは此処まで来てしまったのかもしれない。子供の頃は勝手知ったる他人の家と、しょっちゅう上がり込んではハーランのアトリエだの何だので遊んでいたものである。懐なつかしいという意味では自じ宅たく以上かもしれない。

　そんな事を考えながら歩いていると──

「……タクロウ君？」

　声が掛かけられた。

　一いつ瞬しゆん──心しん臓ぞうが跳はねた。

　記憶の中に在るのとそっくりの声。

　視線を上げたタクロウはそこに黒い喪も服ふく姿すがたをしたミュセルを見た。

　やはり記憶の中のそれと変わらぬトザキ邸の景観。

　その門の前でミュセル・トザキを模もした擬ぎ人じん機械が眼を丸くして──まるで驚いたかの様な表情を作ってタクロウを見つめていた。

「ひょっとしてタクロウ君じゃない？」

「…………」

　人ひと違ちがいだ──と言おうとして言えなかった。

　タクロウは動どう揺ようしていた。

　最後に見た時と変わらぬミュセルの偽にせ物ものの姿。二は十た歳ちそこそこで全く歳としをとっている様子も無い。当たり前だ。擬人機械なのだから。機械が歳をとる筈はずが無い。その不自然さをタクロウは憎にくんだ筈だったのだ。

　だが……

（俺おれは──まさか）

　今……彼女の姿を見てほっとしなかったか。

　何故？

「タクロウ・ヒノ君……でしょう？」

「……そうです」

「覚えてくれているかな。私です。ミュセル・トザキ──」

　と言いかけて。

　微び苦く笑しようを浮かべながらその擬人機械は付け加えた。

「──の偽物です」

「…………」

　それは最後にタクロウがこの擬人機械に浴あびせた言葉だ。

　それを彼女は覚えていたらしい。

（……当たり前だ。こいつは人工知能なのだから……覚えていて……当然だ……別にそんな事を……気に病やむ必要など無いんだ）

「あ……あのね。ハーランが先日、死んだの」

「知ってます」

　タクロウは頷く。

　少し驚いた様な表情をミュセルの偽物は示しめした。

「ひょっとして、ハーランのお参まいりに来てくれたの？」

「あ……いや……」

　タクロウは言葉を濁にごす。

　そういう気持ちが無かった訳ではないが──あくまでついでに過ぎない。自分でもこの街に来た目的ははっきりしないのだ。

　だが──

「もしそうなら御ご免めんなさい。もう彼の遺い体たいは焼しよう却きやく処しよ理りされて──霊れい園えんの方に」

「いや。いいです。なんて言うか──此処に来たのは偶ぐう然ぜんなので」

「そう──」

　何処か寂さびしそうな表情で眼を伏ふせる擬人機械。

　タクロウは胸の奥おくで何かがざわめくのを感じていた。

　これは機械だ。機械が人間を真ま似ねているだけだ。そこに心など無い。心を模も倣ほうするものが在るだけだ。だから気に病む必要は何も──無い。

「良かったら少し寄っていかない？」

「…………」

　しばし躊躇ためらった後──

「はい」

　とタクロウは頷いた。





　家の中も全く十年前と変わっていなかった。

　まるで変わる事を怖おそれていたかの様に──全すべては几き帳ちよう面めんな程に当時のまま、本物のミュセルが死んだ時のままで保ほ存ぞんされていた。元々ハーランとミュセルは懐かい古こ趣しゆ味み的な処が在り、家の中の家具も二十世紀のヨーロッパで作られたというアンティーク家具でほぼ統とう一いつされていた。それらは配置も色合いも恐ろしい程に変化が無く──タクロウはまるで自分が十歳未満の子こ供どもになったかの様な錯さつ覚かくさえ覚えた。

　ハーランはあの日から未来を拒きよ否ひしたのかも知れない。

　永えい遠えんの一日を望み、妻の死が来ないその日を繰り返す事で、喪そう失しつ感かんから逃にげてきたのだろう。それを弱さとして非ひ難なんする積もりはタクロウには無い。

　だが──

「……ミルクティでいい？」

　ミュセルが台所で湯を沸わかしながら尋たずねてくる。

　そういえばハーランもミュセルも、この電でん磁じ調理器が当たり前の時代に、ガスで湯を沸かすなどという化石的な行こう為いでお茶を淹いれていたものだ。ハーランに言わせると風味が違うとかだった。『本物のお茶っていうのはこういうものさ』と言っていた彼は──しかし偽物と共に暮らして生しよう涯がいを閉じた。

「お構いなく」

　そう言ってから──

「──一つ聞きたい事があります」

「……何？」

　タクロウは口調を改めて言った。

「貴女あなたは──いやお前は、自分がミュセル・トザキの代理品である事を、どう認にん識しきしているんだ？」

「…………」

　しばらくの沈ちん黙もくが在った。

　そして──

「残ざん酷こくな事を聞くのね」

　ミュセルは背中を向けたまま、そんな台詞せりふを返してくる。

「残酷？」

「ええ……とても残酷な事」

　擬人機械の表情は見えない。

　その後ろ姿にも何ら感かん慨がいは見えない。

　当たり前だ。それは機械で──

「私は代理品。その通り。私はミュセル・トザキを模倣する為に起動されその為にずっと稼か働どうしてきた機械」

「…………」

「でも……代理品としては失しつ格かくだったみたい」

「何な故ぜ？」

「あの人は──ハーランは死ぬ前に言ったから。『私の我わが儘ままに付き合わせて済すまなかった』──って」

「…………それは」

　つまりハーランは認めたという事か。

　この擬人機械が妻つまなどでないという事を。

　しかし──

「『済まなかった』って──何？」

　何かを押し殺した様な──押し殺しきれずに僅わずかな震ふるえを帯びる声が言った。

「──え？」

「どうして謝あやまるの？　どうしてそんな事を今いま更さら言うの？　私の目的は、私の存在理由はミュセル・オリジナルの代理品。その事に私は──誇ほこりを持っていたわ」

「誇り？」

「だって私達は、人の願いが形を得たものだから。その願いを果たしてあげる事が、人と共に歩き、人と共にその願いを追い求めるのが、私達の存在理由だから。だから、私はあの人の為に、あの人の見たいと願う夢ゆめの為に、可か能のうな限りの事をしてきた。ミュセル・トザキの代理品として、可能な限りにミュセル・トザキを模倣してきた。細かな仕草も、何もかも、彼の夢を壊こわさないように。残酷な現実に傷きず付ついた彼の心を癒いやせる様に」

「本物に……成り代わりたかった訳ではないのか？」

「成り代わりたかったわ」

　ミュセルは当然といった口調で言った。

「成り代われるものなら。彼を最も癒してあげられるのはミュセル・トザキのオリジナルだけだから。可能な限りに、無限に、ミュセル・トザキに近付けていけば、それだけ彼を慰なぐさめてあげられる筈だったから」

「……でもそれは」

　そんな事は出来る筈が無い。

　しかし……

「なのに……あの人は最後に自分から夢を装よそおう事を捨すてたのよ。私を──否ひ定ていしたの。『お前はミュセルじゃない』って、そうはっきり言われた訳ではないけれど。でもだったらどうして──あんな……『済まなかった』だなんて」

　タクロウはしばし絶ぜつ句くする。

　言うべき言葉が見つからない。タクロウの知らないハーランが──タクロウが勝手に想そう像ぞうして決めつけていた虚きよ像ぞうとは異ことなるハーランの姿がそこには在った。彼には知り得なかったハーランがそこに居た。

「分かってる。彼が私に気を遣つかってくれたのは。私にミュセル・オリジナルの真ま似ねをさせ続けた事を申し訳なく思っての事だったのは。でも私は、本物に近付く事で彼を癒してあげられるのならば、『私』などというものは無くても良かったのよ。だって私は機械だから。私は道具であり人間の願いを実行する為に存在するものだから。なのに、私はその存在理由を最後の最後で否定されてしまった」

「…………」

　沈黙が──満ちる。

　旧ふるい家具達に囲まれて澱よどんだ空気の中に──沸ふつ騰とうした湯の立てる音と煙けむりがゆっくりと満ちていく。静せい寂じやくに飽あいたかの様にミュセルは溜ため息を一つついてポットに湯を注そそいだ。

「実を言うともうどうして良いのか分からないの」

　振り返ったミュセルの模倣品は──微び笑しようを浮うかべながら紅こう茶ちやのポットとカップを載のせたトレイを運んでくる。

「ハーランの遺ゆい言ごんで私の所しよ有ゆう権けんは私に帰き属ぞくする様になっている。この家も私の所有になっている。何か法的行為をしたり、財ざい産さん処しよ分ぶんをする場合は後見人が必要だったりとか、多少の制限は在るけど──私はもう自由。何をしてもいいの」

　ポットから紅茶を注ぎ、カップをタクロウの前に置く。

　その手が僅わずかだが震えているのにタクロウは気付いた。

　そういう演えん技ぎまでプログラムの中に入っているのなら全く芸が細かい。

　しかし──もし違うのならば。

「でも何をしたら良いのかよく分からないのよね」

「……そうだろうな」

　タクロウはようやくそれだけを言った。

　自分の膝ひざの上で手にしたカップの中をぼんやりと覗のぞき込みながら──ミュセルの擬人機械は何かを確認するかの様に淡たん々たんとした口調で言葉を紡つむぎ始めた。

「私は擬人機械。ウルティマックス社製Ｂ＋プラス級人工知能搭とう載さい型擬人機械〈エリーゼ〉登録番号四五七七八二三。その起動目的はハーラン・トザキの心の傷を癒す事。その為に可能な限りにハーラン・トザキの亡なき妻・ミュセル・トザキを模も倣ほうする事」

「……よせ」

「しかしその存在理由は果たされなかった。私は──」

「よせ──」

「ミュセル・トザキの幻げん影えいを演じきる事さえも出来なかった。故ゆえに私の起動目的は果たされず、その存在理由は無意味に──」

「止やめろって言ってるんだ！」

　タクロウはテーブルを叩たたいた。

　がちゃんと音を立ててカップが跳はね──少し紅茶がこぼれた。

「…………」

「お前は──」

　タクロウは一瞬躊躇ためらってから言った。

「お前はハーラン・トザキを愛していたのか？」

「いいえ」

　擬人機械は首を振った。

「私は機械だから。人を愛する事は出来ない。愛する事が出来ていたならば、ハーランはきっと──死ぬまで夢ゆめの中に居る事が出来た筈」

「…………」

「私が可能だったのはあの人の為に愛を模倣する事だけ。愛を極限まで模倣する事への使命感だけ」

「それは──」

　本物と偽物。

　その差は──何ど処こに在ある？

　ミュセルの偽物は──どこまでも純じゆん粋すいだ。

　だがその純粋さはひどく健けな気げで、そして哀かなしい。

　あるいはそれは偽物であるが故ゆえにこそ。

　そこに責せめられるべき理由は無い。ただハーランを慕したい、彼が彼女に望んだ存在理由を全うしようとしていただけの事だ。他に選せん択たく肢しは無く、選択肢が無いという事すら理解出来ていなかった。

「……なるほど」

　タクロウは溜ため息をついた。

　自分は──この哀れな擬人機械の何を憎にくんでいたのだろうか。

　憎んでいたとすれば……それは。

「要するに俺は──」

　今──分かった。

　一番ミュセルの死を誤ご魔ま化かしたかったのはタクロウだった。

　目の前で大好きだった人が死んだ。

　幼おさない自分はただその死に様を見ていただけで何も出来なかった。

　それが──そんな自分の不ふ甲が斐いなさがタクロウは許ゆるせなかったのだ。

　ただそれだけの事。

　だから彼は問題をすり替かえた。ミュセルの死ではなくミュセルの代わりにそこに存在した擬人機械を憎み忌いみ嫌きらう事で、自分への憎悪を忘れようとした。その矛ほこ先さきを自分の外側に固定しようとした。

　ミュセルの似に姿すがたがそこに在る事で安心してしまうのがタクロウは怖かった。

　安心してしまうのが半なかば分かっていた。自分がミュセルの死を忘れてしまいそうな薄はく情じような人間だと認みとめるのが怖かった。偽物を本物と認めてしまいそうな自分が怖かった。

　だから──憎む事にした。

　擬人機械を憎んでいるのだと自分に言い聞かせて。

　その事でミュセルの偽物の姿に安あん堵ど感かんを感じる自分を抑おさえ込んで。

　癒される事を拒こばんで。

　その事で──自分を護まもった気になって。

『大事な人を亡なくしたの？』

　テレジアの台詞せりふ。

　そうだ──大事な人を亡くした。それを哀かなしめない自分が許せなかった。日々の生活の中でミュセルの死に対する哀しみが薄うすれていくのがどうしても許せなかった。

　だから憎むしかなかった──

（くそっ──こんなんじゃ自分のケツも拭ふけないガキじゃないか）

　タクロウは胸の奥で自分に向かって毒どくづく。

　そして──

「……悪い。急用を思い出した」

　タクロウは言って立ち上がった。

「そうなの？」

　ミュセルは残念そうな表情で彼を見上げている。

「ハーランは、別にあなたを否定したかった訳じゃない──と思う」

「……え？」

「あなたはあなたの務つとめを果たした。それは誇ほこっていいと思う。傷が癒いえていないのならばハーランは謝あやまる事など出来なかった筈なんだ。ハーランはあなたによって癒されたからこそ、あなたをミュセルでないと認める事が出来た。だからハーランはあなたを『解かい放ほう』しただけだ──あなたはあなたであれと。もう存在理由はあなたが決めて良いんだ」

「…………」

「お茶──ごちそうさま」

　言ってタクロウは玄げん関かんに向かう。

　その背に──ミュセルの声が触ふれた。

「……また、話が出来るかしら？」

「多分。その時までに、俺がハーランの代わりに──」

　タクロウは振り返らなかった。

　ただ──

「ミュセルではない──あなたの本当の名前を考えておくよ」

「…………」

　息を呑のむ擬人機械の気配を背中に感じながら──タクロウはトザキ邸ていを出た。





「──やはり最後の〈見合い〉も無む駄だだったか」

「〈狂きよう竜りゆう化〉の兆ちよう候こうは見えませんが……しかし安心は出来ませんし、何より〈竜機神ドラグーン〉を遊ばせておく余よ裕ゆうは今の〈ブラウニン機関〉には在りません」

「初期化──か。また人工知能権けん利り保ほ護ご団だん体たいが騒さわぐな」

「一応根回しはしておきます。もっとも騒ぐだけで何も出来ない連中ですが」

「確かにな。初期化後は？」

「グロリアのデータを上書きする予定です。同じ人格データが並へい列れつ的てきに存在すると自己同一性の問題が発生する可か能のう性せいが在りますので一部設定に変更を加えたものですが」

「初期化の予定は？」

「明日──地球標準時で一四時半から」





〈見合い〉の部屋の中でテレジアはぼんやりと床を見つめていた。

「…………」

　漠ばく然ぜんとだが──自分が初期化されるであろう事はテレジアには想そう像ぞうがついていた。

　無能な戦せん闘とう兵器には相応ふさわしい扱あつかいだ。

　その事についてテレジアに恐きよう怖ふは無い。そもそも〈竜機神ドラグーン〉達の様な兵器の人工知能には自らの破は損そんや消しよう滅めつに対して恐怖を感じる感覚が極力制限されている。戦場を怖がる兵器などに存在理由は無いからだ。

　だが……

「…………タクロウ・ヒノ……」

　何故かあの少年に無む性しように会いたかった。

　テレジアは──自分は『罰ばつ』が欲ほしかったのだと思う。

　フタバを護まもれなかった不ふ甲が斐いない自分を誰かに罰して欲しかったのだと思う。

　だが戦せん況きように追い詰つめられる〈ブラウニン機関〉の者達はテレジアを罰するどころか、むしろ腫はれ物に触さわる様な扱いをしただけだった。宙ちゆうに浮いたまま立ち位置の定まらない様な不安がテレジアを苛さいなみ──誰も彼女を責めなかったからこそ、テレジアはただただ過去を回想する事で自分を責めた。

　そうしないとフタバの死をまるで軽んじている様な気がして。

　その意味でタクロウの罵ば詈り雑ぞう言ごんはむしろテレジアにとっては安心出来るものだった。彼だけが──本当に彼だけが何の思おも惑わくも無く、下心も無く、自分の気持ちを真正面からテレジアにぶつけてきた。苛いら立だちと。そして嫌悪感と。

　いや……それだけではない。

『だったら別人だろうと何だろうと、一人でも喜んでくれる奴やつが居た方が、その死んだ奴も喜ぶだろうし──なんつーか……その方が……その方が、なんか『勝ち』だろ』

　あれはひょっとしたら慰なぐさめてくれていたのだろうか。

　ポンコツ、ガラクタ、とテレジアの事を罵ば倒とうしていた癖くせに。

　人工知能が嫌いな癖に。

　どうしてああも彼は……

「……タクロウ…………」

　ひょっとしたら。

　彼こそがテレジアの探さがすべき『別の誕生日の人』だったのかもしれない。

　何が──という訳ではないのだが、彼には親近感の様なものをテレジアは感じていた。

　何かに怯おびえて。何かに怒おこって。何かに──絶ぜつ望ぼうして。

　そんないびつな気持ちが似にている気がする。

　それこそタクロウにそんな事を言えば『ガラクタと人間を一緒にするな』と言ったかもしれないが。

　それでも……

「……タクロウ…………」

　タクロウに会いたい。

　痛つう切せつにそう思う。

　だがもう遅おそい。今いま更さら気付いてもタクロウとの〈見合い〉は終わっている。

　それに──テレジアが認みとめてもタクロウはテレジアの事を拒こばむかもしれない。

　だからこれは単なるテレジアの妄もう想そうだ。

　恐らくもうすぐ自分は初期化される。完全に記き憶おくも人格も消された上で恐らく問題なく稼か働どうしている他の〈竜機神ドラグーン〉のデータが上書きされるだろう。グロリアか。アズエスミか。ゼフィリスか。パラキートか。それはもうテレジアにはどうでも良い事ではある。

　これが死ぬという事。

　居なくなるという事。

　恐怖は無い。その意味でやはりテレジアはタクロウの言う通りに機械なのだろう。

　だが最後にもう一度──タクロウに会いたい。

　会ってせめて『さよなら』を言いたい。

　無む論ろんそんな事は無理だろうし、タクロウも折せつ角かく忌いま々いましい任にん務むが終わったのだから、この部屋になど近付こうとも思わないだろう。

　ただ──残念だった。

　だから……

「……タクロウ…………」

　怒った顔。呆あきれた顔。横顔。後ろ姿。そういえば彼の笑顔だの泣き顔だのは観みた事が無い。〈見合い〉の途と中ちゆうで居い眠ねむりしていた時が在ったが──その際にも彼は何処か怒った様な顔をしていた。いつもあんなに怒ってばかりで疲つかれないのだろうか。

　そんな事を思ってテレジアは彼の姿を記録したデータを再さい生せいする。

　その時──

「……？」

　タクロウの姿が二重にぶれる。

　それが──再生記録と現時映像との重ちよう複ふくだと気付いてテレジアは眼を瞬しばたたかせた。

「──え？」

　音を立てて彼の足あし下もとに転ころがる白い物体。

　それが警けい備び用ワーカロイドであると知ってテレジアは混こん乱らんした。

　タクロウの手には携けい帯たい用の衝撃波銃シヨツク・ガンが携たずさえられている。恐らく彼がそれでワーカロイドを一時的に機き能のう麻ま痺ひ状じよう態たいにしたのだろう。

「タ──タクロウ？」

　信じられなかった。

　何かの記憶ファイルを間ま違ちがって再生したのではないかと──人間で言う処ところの幻まぼろしか夢ゆめを観ているのではないかと一瞬、自じ己こ診しん断だん機き能のうを起動させて調べてしまった位だ。

　タクロウはしかし──現にそこに居た。

「…………」

　言葉が出てこない。

　言うべき台詞せりふの候こう補ほは何百と列れつ挙きよされているのだが、どれも相応ふさわしくない様な気がした。

「まだＰＩＴのパスが変更になってなかったからな──意外に楽に来れたんだがな。最後の最後で融ゆう通ずうの利きかない門番が立ってやがった。くそっ──」

　とタクロウはどうでも良い様な事を言う。

　案外──彼も言うべき言葉に迷まよったのかもしれない。

　だとしたら少し嬉うれしい。

　理由も無くそんな場違いな事をテレジアは考えていた。

「少し聞きたい事が出来ちまってな」

　タクロウは言った。

「──え？」

「……大事な人を亡なくしたのか？」

　タクロウは静かに尋たずねてきた。

　それは──かつてテレジアがタクロウに向けた言葉。

　タクロウの意い図とは分からなかったが、しかし不思議と素す直なおにテレジアは頷うなずいていた。

　これで最後だ。口を閉とざす事無く最後くらいは素直に思った事を言おう──とテレジアは思った。人間で言う遺ゆい言ごんの代わりに。此こ処こまで来てくれたタクロウに感謝して。

「……はい」

「大事な人を護まもれなかった自分を許ゆるせなかったのか？」

「……はい」

「お前は──お前である理由を見つけたか？」

「……いいえ」

　首を振ふるテレジア。

　そして──

「タクロウ・ヒノ曹そう長ちよう。でも……どうして──？」

　尋ねるテレジアの前でタクロウはしばし顔をしかめて黙だまり込こんでいた。

　何か懊おう悩のうしている様にも見える。

　テレジアは少し不安に思った。

　今の彼女の答えは、わざわざタクロウが来てくれた事に──ワーカロイドを攻こう撃げきするなどという暴ぼう挙きよにまで出てテレジアに逢あいに来てくれた事に対して釣つり合わないものだったのだろうか。

　一体──タクロウは何が聞きたかったのだろう？

「あ……あの……」

「逃にげるぞ」

　ぼそりと言ってタクロウはテレジアの手を取った。

「──え？」

「お前はもうすぐ初期化される。お前の後こう悔かいも、罪ざい悪あく感も、何もかもが真っ白に消されてしまう。全部無かった事になる」

　知っている。予よ測そくしていた。

　だがその事は恐きよう怖ふでも何でもない。

　一いち抹まつの寂さびしさは在る。だがむしろテレジアにとってそれは解放だ。

「異い相そう空くう間かん操そう作さはできるのか？　空間転送とか」

「人間の──許きよ可かが在れば」

　タクロウの鋭するどい口調に──まるで喘あえぐ様にテレジアは答える。

　最初に罵ば倒とうされた時には何も感じなかったが、今はどうにも彼が怖こわい。

　いや……違う。

　彼をがっかりさせるのが怖い。

　何な故ぜかは分からないが──

「俺が許可する。逃げろ」

「──え？　で……でも、私……」

「逃げろ」

　タクロウは低く力のこもった声で言う。

　何というか──爆ばく発はつ寸すん前ぜんの苛いら立だちの様なものがその声にはこもっていた。

　おろおろとテレジアは視線を彷徨さまよわせる。

　何だろう。何か彼をまた怒らせる様な事をしてしまったのか。〈見合い〉最後の日にかけてもらった言葉の御お礼れいも言いたかった。彼の怒った顔も嫌いではないが、最後くらいは彼の笑顔というのも観てみたかった。だから彼の問いには素直に答えた積もりだった。

　しかし──

「逃げろっつってんだよ！　いいから！」

　額ひたいに青あお筋すじを浮うかべテレジアの襟えり首くびを掴つかんでタクロウは怒ど鳴なった。

　無茶な話だ。

　逃げられる筈が無い。逃げてどうなるものでもない。〈竜機神ドラグーン〉は〈ブラウニン機関〉の最終兵器だ。それが逃とう亡ぼうしたらどうなるか。それを教きよう唆さしたタクロウもただでは済すむまい。そんな事はテレジアにも分かる。誰にでも分かる。

　なのに……

「は……はいっ！」

　どうして頷いてしまったのか、テレジア自身にもよく分からなかった。



    

  
    
      　第四章　逃亡と決断






　銀色の装そう甲こうに覆おおわれた球状内ない壁へきの中に黒い塊かたまりが浮かんでいる。

　まるで化石の様にぴくりとも動かないその塊は、蜘く蛛もの巣すの様に張り巡めぐらされたセンサー・ネットによって丸い空間の中央に固定されていた。

〈ヴァンガード〉内──第七番異い相そう空くう間かん格かく納のう庫こ。

　本来の空間から切り離された其そ処こは〈竜機神ドラグーン〉の巣す穴あなである。

　そもそも完全自動兵器を目差して造られた〈竜機神ドラグーン〉は整せい備びドックというものを必要としない。格納庫といっても通常の真しん空くう間かん戦せん闘とう機き用格納庫の様な整備用アームや、資し材ざい搬はん入にゆう口は無い。ただ出口としての空間転移用プラットフォームと、〈竜騎士Ｄナイト〉が〈竜機神ドラグーン〉に乗り込む際の誘ゆう導どう力場発生装置が在るだけだ。

　繋けい留りゆうされた人造の竜りゆう神じんはこの一年の間……全く動こうとはしなかった。

　だが──

『警けい告こく──』

　赤い光が格納庫内を舐なめ回す。

　闇やみの黒と光の赤によって斑まだらに染そめられる球状空間の中で、巨きよ体たいが今動き始める。

　折りたたまれていた翼つばさが展てん開かいし、縮ちぢめられていた四し肢しが、尻尾しつぽが伸しん張ちようする。幾いく重えにも蜘蛛の巣の様に掛けられた点てん検けん用のセンサー・ネットを引きちぎりながらその巨体は悠ゆう然ぜんと身を伸ばし──

『ＡＲＦＦＩ・Ｍ４　ＩＰＤ．Ｎｏ．２０〈テレジア〉。機体本ほん格かく稼か働どうの許可は出ていない。即そく座ざに待機状態に戻れ』

　警備用の人工知能からの通信が入る。

　だが〈竜機神ドラグーン〉はこれを無視。

　警備システムは〈狂竜ラピツド・ドラゴン事じ件けん〉の教訓から、〈竜機神ドラグーン〉とのネットワーク接せつ続ぞくを物理的に遮しや断だんしていた為、強きよう制せい停止信号を打ち込む事も出来ない。威い力りよく行使による行動阻そ止しも事実上不可能だ──何しろ相手は最強の兵器なのだから。

　警備システムは即座にプラットフォームの電でん源げんを遮しや断だん。

　これで異相空間に封じ込めた──と人工知能ＡＩが判はん断だんしたのも束つかの間、〈テレジア〉の周囲に虹にじ色の光こう芒ぼうが躍おどり始める。同時に電源が落ちた筈のプラットフォームがあちこちで火花を発し──爆発。

〈竜機神ドラグーン〉が自らの体内の異相空間転移システムを作動させたのである。

　人間の許きよ可か無くしては作動出来ない様に論ろん理りブロックが掛けられていた筈はずのその機能を使い、システム相そう互ご間の干かん渉しようによってプラットフォームを破は壊かいしながら〈テレジア〉は格納庫内から消しよう滅めつした。

『緊きん急きゆう事じ態たい。緊急事態。ＡＲＦＦＩ・Ｍ４　ＩＰＤ．Ｎｏ．２０〈テレジア〉が格納庫より自じ律りつ行動にて離り脱だつ。〈狂きよう竜りゆう化か〉の可能性在り。即座に対たい処しよの要在りと判断する』

　警備システムの人工知能ＡＩが悲ひ鳴めいじみた通信波を様々な方式で放つ中──問題の〈テレジア〉は基準空間に強制転てん移い。

　警備システムの管理権限により〈ヴァンガード〉の外装に装備されている大出力の荷か電でん粒りゆう子しビーム砲ほうが三基、威い嚇かく射しや撃げき。

　しかしテレジアはこれを回かい避ひ、その後大たい気き圏けん外がい巡じゆん航こう速そく度どにて〈ヴァンガード〉の絶対防衛圏を離脱した。

　そして──





　テレジアはただただ混こん乱らんしていた。



    

  
    
      　タクロウの言うがままに脱走したは良かったが──これで一体何がどうなるというのか。

　どうもタクロウは最初からテレジアを脱走させる積つもりだったらしく、警備システムへＰＩＴで割り込んで無意味な情報を大量に流し込み、その負ふ荷かで作動を遅おくらせる作業を行う際も実に落ち着いたものだった。実じつ際さいに稼かせげた時間はわずかに三秒余あまりであったが……それでもテレジアが逃げるのには充じゆう分ぶんな時間である。

「……ど……どうしてこんな事を？」

〈竜機神ドラグーン〉──制せい御ぎよ室しつ内。

　テレジアの対人インターフェイスはタクロウに向かってそう尋たずねる。

　この制御室には全方位映像スクリーンが設置されている為に、テレジアとタクロウはまるで宇宙空間に生身のまま直接投げ出されたかの様な錯さつ覚かくを受ける。

　タクロウはとりあえず制御室中央の補ほ助じよ席せきに座すわっていた。そしてそれに向かい合う形でテレジアの準物質映像が浮かんでいる。

　ちなみにこの制御室内の全方位映像スクリーンは本来補助的な施し設せつでしかない。正常に稼働する〈竜機神ドラグーン〉の場合は、異相空間を介して〈竜機神ドラグーン〉と〈竜騎士Ｄナイト〉が接続される為に、〈竜騎士Ｄナイト〉の視覚は直接的に〈竜機神ドラグーン〉からの情報を受け取るからである。

「こんな事……したらヒノ曹長まで」

「……知るか」

「知るかって……」

「とりあえずはああでもしないとお前──消されてただろうが」

　タクロウは補助座席にふて腐くされた様な表情で座すわりながら全方位表ひよう示じ画面に映し出される宇宙空間の映像を眺ながめている。光学映像として見る限かぎりはまるで移動していないかの様な静かな画面ばかりが映っているが──実際には秒速十万キロメートルという超高速で飛行中である。

「それは……そうだけど……でも」

　そんな事はタクロウの気にする事ではない筈だ。

「それはでも……別に……当然の事だし……」

「やっぱり機械は機械か──少しは怖こわいとかイヤだとか思わねえのかよ!?」

　タクロウが振ふり返って怒ど鳴なってくる。

　びくりと身を震ふるわせるテレジア。

　どうもかなりタクロウは苛いら立だっているらしい。ここまで機き嫌げんが悪い──というか気の短くなっているタクロウはテレジアも初めて見る。

　ただただ、どうして良いか分からずにおろおろと困こん惑わくしながらテレジアは──

「で……でもあの……ヒノ曹そう長ちよう、こんな事をしたら貴方あなたは軍法会議に」

「俺の事はどうでもいいんだよ、俺の事は！」

　喚わめくタクロウ。

「あ……あの……ご……ごめんなさい……」

　どうして良いか分からずにテレジアはそう言って項うな垂だれた。

　タクロウはしばらく憤ふん然ぜんとした表情で彼女を眺ながめていたが……やがて小さく溜ため息をついて言う。

「……初期化されてた方が良かったか？」

「それは……そうかも。でも」

　テレジアは──そこまで言って黙だまり込む。

「……でも？」

「でも──」

　テレジアはとりあえずどういう顔をして良いのか分からずに、微び笑しようを取り繕つくろってみる。

「タクロウ・ヒノ曹長……わ……私が消えてしまう前に……もう一度……あ、貴方に会えて良かった……それは本当に……ありがとう……」

「…………」

　タクロウは──顔をしかめてテレジアを見つめていたが、やがて視線を逸そらして短く溜め息をついた。

「あの……本当よ……？　その……ね……？　最後に言ってくれたから……あのケーキの話……だからその……ええと……本当に、私、嬉うれしくて……だから、その」

「分かった分かった、別に疑うたがってる訳じゃない！」

　喚わめくタクロウ。

　テレジアのたどたどしい口調が気に障さわったのか──頭に血が上っている様子で妙にその顔が赤い。彼は自分の中の内圧を下げるかの様に長い長い息を吐くと、テレジアから眼めを逸らしたまま言った。

「これからどうするか──だが」

「どうするって……」

「〈竜機神ドラグーン〉は完全自動兵器だろうが。別に補ほ給きゆうだの随ずい時じ調整だのが必要な真空間戦闘機なんぞと違って、本体を異い相そう空くう間かんにでも沈しずめておけばいくらでも隠かくれられるだろうが？」

「そ……それは……そうかもしれない……けど……」

「だったらその間に探さがせ」

　タクロウは至し極ごく当然といった口調で命じた。

「探せって……何を？」

「お前の〈竜騎士Ｄナイト〉だよ。それまで付き合ってやる」

「…………」

　眼を瞬しばたたかせて黙り込むテレジア。

　何を言っているのだろう──タクロウは。

　どうしてそんな事を言うのだろう。どうして彼には何の得にもならない様な事をテレジアの代わりに考えてくれるのだろうか。

「……なんだ？」

　黙っているテレジアをどう思ったのか──タクロウが怪け訝げんそうに声を掛かけてくる。

「その……どうして……そんな事まで？」

　タクロウはテレジアの様な〈竜機神ドラグーン〉が嫌きらいなのではなかったか。

「……さあな」

　とタクロウ。

　その時──

「…………タクロウ・ヒノ曹長」

　少し改まった口調でテレジアが言う。

「面めん倒どう臭くさいからタクロウでいい──なんだ？」

「じゃあ……タクロウ……あのね……そ……その……気持ちは凄すごく嬉しいけど……本当に……嬉しくて嬉しくてしょうがないんだけど……それは無理みたい」

　遥はるかな後方──決して明けぬ闇やみの深しん奥おうを振り返りながらテレジアは言った。

「追っ手が来たから」

「──!!」

　愕がく然ぜんとタクロウが席から立ち上がる。

「この識別信号は──〈セイエリス〉、〈グロリア〉、〈ヒムナル〉、〈ユニス〉、〈ゼフィリス〉の五機。全機兵装の安全装置を解かい除じよ中。真空間戦せん闘とうモードで接せつ近きん中」

「……ってまさか」

　タクロウがさすがに顔色を変える。

「撃げき墜ついする気か!?」

「ひょっとしたら……〈狂きよう竜りゆう化か〉したと思われているのかも」

「……ちっ」

　タクロウは顔をしかめて振り返るが──タクロウの眼で普ふ通つうに見ても距きよ離り的に追っ手を視し認にん出来る筈はずが無い。テレジアは複ふく合ごう感知器からの情じよう報ほうを元に、接近中の五機の〈竜機神ドラグーン〉の姿を合成して拡大表示して見せた。

　確かに五機──〈竜機神ドラグーン〉が確かく認にん出来る。

　正直、真空間戦闘機程度の追っ手はかかると思っていたが、〈ブラウニン機関〉が此こ処こまで徹てつ底てい的にテレジアを殲せん滅めつに来るとは予想外だった。タクロウも同じ考えだった様で、その表情は厳きびしい。

「振り切れないか？」

「ごめんなさい……無理……私は機能制限が掛かっているから」

「…………」

　タクロウは唇くちびるを噛かんだ。





　永えい劫ごうの闇夜を飛ひ翔しようする五機の竜りゆう神じん。

　周囲の空間すら歪ゆがませかねない程の強大な力を内包し、それらは真まっ直すぐに脱だつ走そうした姉し妹まい機を追っていく。人類最強の兵器が五機。しかも真空間戦闘モード。その気になればそれは──都市はおろか惑わく星せい規き模ぼの物体ですら一いつ瞬しゆんで破は壊かいし尽つくせる威力を持っている。

　それは文字通りに破壊者たる竜であり超越者たる神である。

　虚きよ無むをその翼つばさで切り裂さいて音も無く──猟りよう犬けんの如ごとく目標を追つい尾び。

　そこに感かん慨がいなど見えない。

　まさしく命令を受けた機械の様に。

　先行する〈セイエリス〉と〈ヒムナル〉から爆ばく発はつ的に白い点が広がる。

　鏡きよう面めん物ぶつ質しつ弾だん。

　俗ぞくに『反物質』と呼ばれる物質──質量とスピンが全く同じで、構こう成せいする素そ粒りゆう子しの電荷などが全く逆ぎやくの性質を持つ物質を弾だん頭とうの力りき場ば檻おりに閉じ込めた究極の爆ばく裂れつ弾だん。通つう常じようの物質と反はん応のうすれば莫ばく大だいなエネルギーを放散して対つい消しよう滅めつする。

　正物質ｇと反物質ｇ、合計わずか１ｇの対消滅反応は１００兆ジュールに達し、核かく反応兵器をも遥はるかに上回る破壊力を示す。〈竜機神ドラグーン〉の鏡面物質弾は弾頭重量──鏡面物質量はおよそ７ｇ。機体に命中すれば〈竜機神ドラグーン〉も一発で消し飛んでしまうだろう。

　しかもそれが総計──七二発。

　雲うん霞かの如く〈テレジア〉に群むらがる鏡面物質弾。

〈テレジア〉は準じゆん戦闘機動。

　狂くるったかの様に激はげしく真空間を跳はね回りながらこの小さな破壊者をかわしていく。

　しかし──

　爆発。爆発。爆発。爆発──

　虚無の中に白い爆ばつ光こうが続けざまに花開く。

　肉眼で観みていると、側に比較対象物が無い為にそれはただ美しい花火の様にしか見えないが……実じつ際さいにはそれ一つ一つが、街を消し飛ばし山を抉えぐり飛ばす程ほどの規き模ぼと破壊力を持っているのだ。

　鏡面物質弾に搭とう載さいされたＤマイナス級簡かん易い人工知能ＡＩは相そう互ごに連れん携けいし、適てき宜ぎ自爆。まるで網あみを狭せばめる様にその爆圧で〈テレジア〉を弾はじき飛ばし、方位の中心へと追いやっていく。

〈竜騎士Ｄナイト〉を持たない〈テレジア〉は、戦闘装備を起動させる事が出来ず、この迫せまり来る猛もう威いを迎げい撃げき出来ない。また機能制限も受けている為に本格的な戦闘機動が出来ない。

　今のテレジアは首輪と足あし枷かせを付けられ、爪つめも牙きばももがれた獣けものに過ぎない。

　追い縋すがる同型機に対たい抗こうしたり振り切る事はおろか、まともに身を守る事さえ出来ないのだ。ぎりぎりの処ところで鏡面物質弾をかわしてはいるが、直撃を避よけてもその圧倒的な威力は少しずつテレジアの装甲を削けずっていく。同時に周囲の星間物質まで残らず対消滅反応で消え去ってしまう為──攻撃が始まってわずか十分後には〈テレジア〉は欠落した外装を形けい相そう干かん渉しよう能のう力りよくで再構成する事が出来なくなってきていた。材料が足りないのだ。

　爆発。爆発。爆発。爆発──

　見えない拳こぶしに嬲なぶられるかの様に〈テレジア〉は翻ほん弄ろうされ、その身を削けずり落とされていく。

　更さらに後こう衛えいの〈ゼフィリス〉、〈グロリア〉、〈ユニス〉の三機が形相干渉場をビーム・モードで射しや出しゆつして〈テレジア〉の動きを牽けん制せいしてくる。

　恐おそらく異相空間転移も封ふうじ込こめられているだろう。

　逃げる方法も抗あらがう方法も今の〈テレジア〉には無い。

　そして──





「──ちっ」

　タクロウが舌した打うちする。

　圧あつ倒とう的だ。実際に〈竜機神ドラグーン〉の戦せん闘とうを目まの当たりにするのはタクロウも初めてだが、此こ処こまで強大な兵器であるとは考えてもみなかった。いや──知ってはいたが実感として分からなかった。こんな莫ばく大だいな──時Ｓ空Ｔ計グ測ラ器フの表示すらも動どう揺ようする様な、文字通り世界そのものを破は壊かいしかねない程ほどの力を与あたえられていたとは。

「しかしベクナムも陰いん険けんだな」

　およそこの戦せん術じゆつはバンウの好みではない。

　恐らく指し揮きを執とっているのはベクナムだろう。

　普段の性格が穏おだやかな分、あの優やさ男おとこはやると決めると些さ細さいな事にはこだわらず全力で勝利をつかみ取りに来る。陰険と言えば陰険な戦法だが、確かく実じつで無む駄だが無い。

「タクロウ……」

　テレジアが不安げな表情で声を掛かけてくる。

　いや……この最強兵器の対人インターフェイスはまるで、ごく普ふ通つうの少女の様に泣き出しそうな顔でタクロウの事を見つめている。

「……どうしよう……このままじゃ……貴方あなたまで……そんなの……ごめんなさい……ごめんなさい……どうしよう……」

（……なんて顔しやがる）

　タクロウは動どう揺ようしている自分に気付いた。

　自分が窮きゆう地ちに立たされている事についてはある程度覚かく悟ご済ずみだったので気にしていないのだが──こんなテレジアの顔を見せられては心が揺ゆさぶられずにはおれない。それが単なるプログラムの結果として生み出されている表情なのだとしても、それをもう偽物と断じて切り捨てる事はタクロウには出来なくなっていた。

（ああ……そうか）

　タクロウは思う。

（……やっぱり……俺おれがこいつを放っておけなかったのは……）

　きっと形こそ違ちがえど抱かかえているものの本ほん質しつが同じだったから。

　傷きずの形が似にている。

（大事な人を亡なくした。自分の力が及およばずに大事な人を護まもれなかった）

　ミュセル。両親。妹。弟。

　護るべきであったのに護れなかった人々。

　そして──フタバ。

（だから──）

　テレジアは自分が許ゆるせない。

　自分が嫌きらいで嫌いで仕方ないのだ。

　でも自分である事を止やめる事はできない。誰だれにもできない。だから苛いら立だっている。大嫌いな自分と向き合う事ができなくて、自分の苛立ちをもっと分かり易やすくて楽に憎める相手に向けている。自分に差し伸のべられた手を拒こばみ続ける事で、彼女は大嫌いな自分自身から眼を逸そらし続けていたのだろう。何も考えず、何も思わず、完全に思考そのものを停止して全すべてを省かえりみない事で、自分自身と向き合う事を避さけてきたのだ。

　よく分かる。

　それはタクロウも同じだったからだ。

　何の事はない。彼もテレジアも結局、拗すねていただけだ。

　単に二人とも子こ供どもだったのだ──

「ああ……どうしよう……タクロウ……私は……貴方あなたにまで死んで欲ほしくないの」

「…………」

　テレジアがひどく切なげな表ひよう情じようで訴うつたえてくる。

〈竜機神ドラグーン〉の機体が一ひと際きわ激はげしく揺ゆれた。かなり至し近きん距きよ離りの一撃を食らってしまったらしい。眼めを向ければテレジアの機体の右腕部が脱だつ落らくして消えていくのが見えた。

「もう誰も死んで欲しくないの。貴方まで死なせたら、もう──私は……本当に、もう狂くるってしまう。無能で無力で無意味で──そんな自分に耐たえられない。もうあんな想おもいをするのはたくさん。嫌。どうしても……嫌なの」

　テレジアは縋すがり付く様にタクロウの胸に両手を添そえる。

「投とう降こうしよう。今ならまだ──」

「…………」

　タクロウはしばし考え──

「無理だ。もし〈狂竜化〉していると思われているのなら、通信回線は遮しや断だんされてる筈はずだ。投降の意い志しを伝える方法が無い」

「……でも」

「俺にしても最重要兵器を奪うばった大たい罪ざい人にん扱いだ。殺さつ傷しよう許きよ可かが出ているだろうさ」

「…………」

　項うな垂だれるテレジア。

「ごめんなさい……ごめんなさい、ごめんなさい、私の、せいで──本当は、私が貴方を、貴方達を、護らないといけない立場で──ああ……でも……」

「やかましい！」

　タクロウの怒ど鳴なり声がテレジアを沈黙させる。

「謝あやまるな。俺の意志で、俺の覚悟で、やった事だ。謝られてたまるか。これは俺が招まねいた結果だ。俺の責せき任にんを取り上げるな」

「…………」

　テレジアは驚おどろいたかの様な表情を浮かべてタクロウを見ている。

「何が護る──だ。おこがましい。俺はお前に護られる積もりなんか無いぞ。護らせてやるなんて誰が言った？　俺は──……」

　何か出来る事は無いのか。

　タクロウは喋しやべりながらもそんな事を考える。

　この状じよう況きようを切り抜ぬける為ために何か打てる手は無いのか。

　せめてテレジアが〈竜機神ドラグーン〉として完全であるのならば、全機能を解かい放ほうされた状態ならば、まだ逃げ切る可か能のう性せいも在あるのだろうに。

「……そうか」

〈竜騎士Ｄナイト〉が居いればいい。

　つまり──

「テレジア！」

「は……はいっ」

　慌あわてて返事をするテレジア。

「……仮かりの契けい約やくとか、仮の認にん証しようとか……そういうのは出来ないのか？」

「え……？」

「〈竜騎士Ｄナイト〉だよ！」

　タクロウは言った。

「何でもいい、とにかくお前の機能制限を解とかなければどうにもならないだろう。だが此処に居る人間は俺だけだ。だから──本当の〈竜騎士Ｄナイト〉の代わりでいい。一時的に、本当の〈竜騎士Ｄナイト〉が見つかるまでの繋つなぎでいい、俺を──俺と『契約』しろ。そうすれば１００パーセントの性能は引き出せなくても、鏡きよう面めん物ぶつ質しつ弾だんを迎げい撃げきして隙すきを作る事くらいは出来るんじゃないのか!?」

「…………」

　テレジアはしばし呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべていたが──

「い……いいの？」

　上うわ目め遣づかいにそんな事を聞いてくる。

「いいも何もあるか。他に方法が無いだろう」

「それは……そうだけど」

「時間が無い。可能なら早くやれ」

「でも……その……心の、準じゆん備びとか──」

「馬鹿かお前は！　そういう場合じゃねえだろうが、今もお前の身体からだは削けずられてるんだろうが!?　痛いたいとか苦しいとかは無いのかも知れねえが──」

「ごめんなさい……」

「だから謝るな！　いいから──」

　喚わめくタクロウ。

　その首に──テレジアの腕うでが巻まかれる。

　一瞬、虚きよを突つかれた様な表情を浮かべる彼に準物質映えい像ぞうの身を寄せ、ぎゅっと抱き付きながら、テレジアは少しはにかんだ様な表情を浮かべて言った。

「わかった……謝らない。だから──」

　タクロウの耳にそっと口を寄よせてテレジアが言う。

「ありがとう」

「…………」

　タクロウは──何な故ぜか言葉が出てこない。

　そんな彼にテレジアは囁ささやく様に言った。

「貴方あなたをください。貴方を私の中に。私の一部に。代わりに貴方に私を捧ささげます。共に歩むものとして。貴方の──傍かたわらに常つねに在るものとして。私は〈竜機神ドラグーン〉。私は機械。私は作られたモノ。けれど──」

　歌う様な声が──そして同時に甘あまえ喘あえぐ様な声がタクロウの耳に触ふれる。

「それ故ゆえに貴方の剣けんと、盾たてと、鎧よろいと、馬と、なれるのであれば、それは私にとっての誇ほこりであり望み。タクロウ・ヒノ──私は今より貴方の『戦友』となる」

　そして。

　一いつ瞬しゆん、眼を伏ふせて躊躇ためらう様な──いや恥はじらう様な仕草を見せてから、テレジアは自分の唇くちびるをタクロウのそれに重ねた。

　体たい組そ織しき採さい取しゆ。

　遺い伝でん情じよう報ほう分ぶん析せき──記録。

　認証完かん了りよう。

　タクロウ・ヒノ曹そう長ちようを〈竜騎士Ｄナイト〉として登録。

　精せい神しん融ゆう合ごう開かい始し。

　機き能のう凍とう結けつ解かい除じよ。

　全ぜん兵へい装そう備び展てん開かい。

　真しん空くう間かん戦せん闘とうモードへ──

「…………！」

　脳のうを直接殴なぐられたかの様な衝しよう撃げきが在った。

　だがそれは一瞬の事である。

　次の瞬間には──タクロウの認識の中に大量の情報が流れ込んでくる。

　意識同調。精神融合。

　ＰＩＴのネットワーク接続に似ているが、明らかにその情報量と処しよ理り速度が違ちがう。思考そのものが高速化し処理する情報が何重にも多角的に展開されていく。タクロウ・ヒノとしての人格は保ほ存ぞんされたまま──脳そのものが巨きよ大だい化したかの様な、恐ろしく快かい楽らくを伴ともなう全能感が意識の全てを満たす。

　そして──





　──るううううううおおおおおおおおおおおおっ!!

　空気の無い全くの──文字通りの空間に咆ほう吼こうが走る。

　それは放ほう散さんされる強大なエネルギーそのものだった。

『──!!』

　弾はじかれたかの様に追撃していた五機の〈竜機神ドラグーン〉がランダム機動。

　同時に鏡面物質弾のフォーメーションが乱みだれる。

　ネットワーク内に強きよう制せい介かい入にゆうしてきた〈テレジア〉の干かん渉しようにより鏡面物質弾の相そう互ご通信は分ぶん断だん。搭とう載さいされるＤマイナス級人工知能は即そく時じに独立稼働スタンドアロンで機動を開始。

　しかし──フォーメーションの崩くずれたその瞬間に僅わずか千分の一秒の隙すきが生まれる。



    

  
    
      〈テレジア〉にはそれで充じゆう分ぶんだった。

　ビーム状に──いや、長大な剣の形に絞しぼり込まれた形相干渉力場が走る。

　薙なぐ様にして振り回された形相干渉力場が鏡面物質弾の群むれを切り裂さいて、その包囲に文字通りの切れ目を入れる。

　連つらなる爆発の光が一直線に闇やみを切り裂いていく。連れん鎖さ的てきに周囲を巻き込んだ鏡面物質弾の爆発は絶対の包ほう囲い網もうに穴あなを空けてしまった。

　そこに──

　機体外装を再さい構こう築ちくし、その代わりに機体の規模サイズを一回り縮ちぢめ、更に翼を、四し肢しを折りたたんで正面被ひ弾だん面積を小さくしながら〈テレジア〉が加速。数発の鏡面物質弾によって更さらに装甲を削られるも、〈テレジア〉は最悪の包囲を抜け──本来の戦場である広大な真空間へと躍おどり出ていた。

　慣かん性せい飛ひ行こうをしながら機体を百八十度反転。

　先の脱出時の形態から一転して、展開した全兵装を追尾してくる五機の〈竜機神ドラグーン〉に向ける。

〈セイエリス〉、〈グロリア〉、〈ヒムナル〉、〈ユニス〉、〈ゼフィリス〉の五機は瞬間的に散さん開かい。真空間個別戦闘ドツグ・フアイトモードに移行。

　仕返しとばかりに〈テレジア〉からばらまかれる五十発の鏡面物質弾。

　五機はこれを避よけて機動──それぞれが追い縋すがる小さな死に神を粒りゆう子しビーム砲ほうで撃げき墜つい、爆光が入り乱れて常とこ闇やみの世界を派は手でやかに彩いろどる。

　逃げる〈テレジア〉。追う五機の〈竜機神ドラグーン〉。

　まるで浮ふ上じようと潜せん行こうを繰くり返す潜せん水すい艦かんの如ごとく、異い相そう空くう間かんと基き準じゆん空間の間を激はげしく行き来しながら六機の〈竜機神ドラグーン〉は飛び回る。異相空間と基準空間に転移の際に発生する虹にじ色の光を撒まき散らし、破は線せんの様な航こう跡せきを虚きよ無むの中に刻きざみつつ、絡からみ合う蛇へびの様に互いを牽けん制せいする機動を繰り返していく。

　だが──

　所しよ詮せんは五対一。

　状況を打開するまでには至いたらない。

　次し第だいにテレジアは追い詰められていった。





「──くそ。無理か」

　テレジアと融ゆう合ごうしているタクロウは現況が手に取る様に分かる。

　性能的に互ご角かくの勝負に持ち込んだは良いが──やはり〈竜機神ドラグーン〉としての戦せん闘とうには他の五機の方が一いち日じつの長ちようが在ある。振ふり切ろうにも全く隙が無い。

　そして──

「──!!」

　空間転移。

　いきなり眼がん前ぜんに突き付けられる巨大な剣を見てタクロウは硬こう直ちよくした。

　トランスミッター・ソード。

　ビーム状で撃うち込まれる形けい相そう干かん渉しよう力りき場ばは、同様の形相干渉力場である程てい度ど弾はじき飛ばす事も出来るが──この剣で突き刺さされ剣身を媒ばい介かいとして直ちよく接せつ内部に形相干渉力場を注入されれば防ふせぎ様が無い。

〈狂竜ラピツド・ドラゴン事じ件けん〉を契けい機きとして〈竜機神ドラグーン〉に装そう備びされる事となった対たい〈竜機神ドラグーン〉装備であった。

　自じ己こ修しゆう復ふく可か能のうな〈竜機神ドラグーン〉同士の戦いの場合、単なる消しよう耗もう戦せんになるだけで無意味に戦闘が長引き、周辺に被ひ害がいが増ふえるばかりだ。それ故ゆえにこうした武装が──原始的だが、確かく実じつに対象を破は壊かい出来る戦闘方法と装備が採さい択たくされる事となったのである。

「俺がちと甘あまかったか……」

　呻うめく様に呟つぶやくタクロウ。

　タクロウはバンウやベクナムを殺したりする積つもりは無かった。

　ただテレジアを逃にがしてやりたかっただけだ。

　だがそれはあまりに甘い考えであったらしい。どうしても逃げる積もりならば、それこそバンウやベクナムをも殺して逃げる位の覚かく悟ごが必要だったという事だろう。現に追う側の彼等はテレジアをタクロウごと殲せん滅めつする積もりで追い縋すがり、今こうして彼を完全に追い詰つめていた。

　剣を突き付けているのはグロリア──バンウだ。

　見れば周囲には形相干渉力場を射しや出しゆつする為ための仮か想そう砲ほう身しんを展てん開かいしている他の四機も居る。

　本当に今度こそ逃げられない。

　だが──

『ははっ──』

　誰だれかが笑っている。

　それが──封ふう鎖さされていた筈の通信回線から伝わってくるものだと知ってタクロウは愕がく然ぜんとなった。

『いや……本当、傑けつ作さくだわ、タクロウ君よ。まさか此処まで思おも惑わく通どおりに踊ってくれるとは思わなかったぜ？』

「──バンウ？」

『言ったろ？　相性が良いって。推すい薦せんしたのは俺だって』

「…………まさか」

　タクロウの脳のう裏りに嫌いやな想そう像ぞうが走る。

「まさか、てめえっ──」

『な？　案外純じゆん情じようだろ、こいつ？』

『全くだ』

　この声は──ベクナムか。

　フタバの死後、もう随ずい分ぶんと顔を合わせていないが……微び苦く笑しようを浮かべている時の彼の姿すがたがタクロウの脳のう裏りには鮮せん明めいに浮かんだ。

『テレジアもフタバの遺のこした『愛まな娘むすめ』だ。どうにかして良い〈竜騎士Ｄナイト〉に巡めぐり会わせてやりたかった。だがバンウが言うには──』

　ここで少しベクナムの声に躊ちゆう躇ちよが混まじる。

『君もテレジアも頑がん固こで不ぶ器き用ような馬ば鹿かだそうだから、周りが無理矢理お膳ぜん立だてしてやらなければ動き様が無いと……』

「…………」



    

  
    
      　つまり。

　全てはバンウの──

『一いち応おう念の為に言っとくけどな。テレジアの初期化も追撃命令も、本物ではある。本当にヤバい状態だったんだぜ？』

『減げん俸ぽうや降こう格かくは在るかもしれないが──まあ〈竜騎士Ｄナイト〉としての昇進で相そう殺さいされるだろう。我われ々われも嘆たん願がん書しよを提出する。とりあえず心配は要いらないと思うよ』

　宥なだめる様なベクナムの声であるが──タクロウは聞いていなかった。

　ゆらりとテレジアの機体が手を伸のばし、胸元に突き付けられた剣をゆっくりと払はらう。

　そして──

「バンウ！　てめええええええええええええええええっ!!」

　テレジアの機体がグロリアの機体を、いきなりぶん殴なぐった。

　無論、これは咄とつ嗟さに──自動的に展開された力りき場ばが接せつ触しよく寸すん前ぜん、数ミリの空くう隙げきを残して打撃を停とめていたが、傍はた目めには完全に打撃が届とどいた様に見えた事だろう。

〈ゼフィリス〉を除のぞく三機が警けい戒かいするかの様に仮か想そう砲ほう身しんを向ける。

　しかし──

『わはははははは！　恥はずかしい奴やつ！　今時『駆かけ落おち』だぜ駆け落ち!!　笑ってやれ、グロリア！　わははははは！　タクロウ君、お子様お子様！　わはははははは』

『あはははははははははは。タクロウ君かわいー』

「黙だまれてめえ、このっ──ぶっ殺してやる！」

　星をも砕くだく超兵器が、駄だ々だっ子の様に手で直接、僚りよう機きを殴りまくっている様は──滑こつ稽けいを通り越して脱力感をも見る者にもたらす光景であった。

　だが──

「テレジア、お前も何か言え！　このクソボケ共になんか言ってやれ!!」

　喚わめくタクロウ。

　テレジアは──

「…………」

　ただ無言。

　しかし精神融合で溶とけ合っている部分から、この汎環境Ａ邀撃戦用Ｒ自由Ｆ塑形Ｆ兵器Ｉの言葉にならない喜びが直接的に伝わってくる。

　それがむず痒がゆくてタクロウは更に喚いた。

「てめーら全員死にやがれッ！」





「バンウ・ナ少しよう尉いより入電」

「……どうなった？」

「『テレジアの〈竜騎士Ｄナイト〉選せん択たくを仮かりのものながらも確かく認にん』──上う手まく行った様です」

「……まったく……本当にこんな三さん文もん芝しば居いまで必要だったのかね？」

「どうでしょうか。ただ……とりあえずは上手く行った事を喜ぶべきかと」

「分かっている。テレジアの初期化処分は一いつ旦たん撤てつ回かいする。仮かり初そめとはいえ〈竜騎士Ｄナイト〉を選べたのなら、あの機体はとりあえず狂くるってはいないという事になるからな」

「了解です。六機に帰投命令を打電いたします」





　ベクナムの言葉通りタクロウにもテレジアにも大した責せき任にんは追つい及きゆうされなかった。

　とりあえずはテレジアが〈竜騎士Ｄナイト〉の選択が可能なのだという事──つまりは壊こわれてなどいないという事が証明され、更さらには一時的とはいえ、戦闘経験豊ほう富ふな同型機五機を相手に十数分の戦闘機動を可能とした性能とその安定性が、〈グロリア〉や〈ゼフィリス〉の記録で確認された。

　これでテレジアの初期化処分は撤回された。

　戦闘行動可能な〈竜機神ドラグーン〉を遊ばせておく余よ裕ゆうは今の〈ブラウニン機関〉には無い。

　後は──

「しかし……また最初からやり直しか」

　あの〈見合い〉の部屋でタクロウはうんざりとした表情で呟つぶやいた。

　傍かたわらにはテレジアが居る。

　彼女は……少しおどおどした様子で座すわっていた。脱走以来、ずっとこの調子だ。どうもこれがこの〈竜機神ドラグーン〉の本来の性せい格かくであるらしい。引っ込み思案で弱気な最終兵器。はっきり言って喜劇でしかない。

　だがそれがテレジアの獲かく得とくした個こ性せいであり自じ我がならばそれを否ひ定ていする事はタクロウには出来ない。中にはまあそんな兵器も在ってもいいかも──と思うだけだ。

「フタバの事だが──」

　タクロウはふと思い出したかの様に言う。

「あ……うん……」

「彼女を護まもれなかった罪ざい悪あく感かんや後こう悔かいは分からないでもない。けど──それはもう後悔してもしょうがないだろ。ありきたりの言い方で悪いけど、後悔しても彼女は帰ってこないしな。罪つみは罪だ。それはもう確定していてどうしようもない」

「そう……だね」

「それをどうにかしたいなら、裁さばいて貰もらうのを待つな。責任を誰かに押し付けるな。誰かから責任を奪うばい取るな」

「……え？」

「それがお前の罪ならば進んで償つぐないに出ろ。俺も──そうする積もりだ」

　タクロウは少し自じ嘲ちよう的てきな笑みを浮かべる。

「でもその……償うって……どうすればいいの？」

「自分で考えろ」

　素そっ気けなく言うタクロウに項うな垂だれるテレジア。

　しばし彼女の様子を横目で見ていたタクロウだが──苛いら立だたしげに頭を掻かいてから付け加える様に言った。

「例えば一人救えなかったのなら、二人救え。三人死なせたなら四人生かせ。そしたらお前の勝ちだ。死んだ者が帰ってこない以上は、そうするしかない」

「勝ちって……勝負なの？　だ、誰と？」

「知らん。いちいち突っ込むな」

　憮ぶ然ぜんとした表情でタクロウが言う。

「ご……ごめんなさい」

「とにかく……俺に言わせれば、お前にはその償いを可能とするだけの力が在るだろう、〈竜機神ドラグーン〉。お前はフタバを救えなかったかもしれないが、だからといってそれを理由に救える者を救わずに済まして良い訳じゃないだろ。むしろそっちの方が大たい罪ざいだ」

「……そう……そうかもしれない」

　膝ひざの上で拳こぶしを握にぎりしめながらテレジアは頷うなずく。

「まあ──俺もあまり偉えらそうに言えた立場ではないんだけどな」

　苦く笑しようしてタクロウは肩かたを竦すくめた。

「ま──ゆっくり考えろ。その位の余よ裕ゆうはあるだろ。とりあえず俺も特にお咎とがめ無かったし、お前の初期化案も撤回されたし。今これ以上望むのは贅ぜい沢たくってもんだ」

「そう……かな」

　テレジアは自信の無さそうな様子で頷く。

　タクロウは両手を頭上に伸ばして大きく伸びをしながら──苦笑を浮かべて言った。

「なんつーか……お互たがい、ガキだったな」

「うん……そうかも」

　微苦笑を浮かべるテレジア。

「だから」

　タクロウは立ち上がって言った。

「ここでお別れだ」

「……え？」

「もういいだろう。俺の〈竜騎士Ｄナイト〉登録を解かい除じよしろ」

「タクロウ──？」

「ガキ卒業の証あかしに、きちんとお前の意志で選んで見せろ。お前の中に在る、意志と精神の存そん在ざいを証明して見せろよ」

　言ってタクロウは笑う。

　テレジアは何な故ぜか、束つかの間泣き出しそうな表情を浮かべていたが──

「分かりました」

　頷いて自分の胸むねに手を当てる。

「タクロウ・ヒノ曹長の暫ざん定てい的てき〈竜騎士Ｄナイト〉登録を解除します」

「おう。ま──きちんと〈竜騎士Ｄナイト〉を選び直したら、一報くれ。どんな奴か、顔位は拝おがんでおきたいんでな」

　言って歩き出すタクロウ。

　だが──

　引っ掛かりの感かん触しよくが彼を止めた。

　振り返ると──座すわって俯うつむいたままのテレジアが手を伸ばしてタクロウの軍服の袖そで口ぐちを掴つかんでいた。

「……タクロウ」

　テレジアは視線を合わせる事を怖おそれているかの様に、更に少し俯いてから、言った。

「その必要は在りません」

「うん？」

「改めて要よう請せいを。タクロウ・ヒノ曹長。タクロウ。私は──」

　そこでテレジアは言葉に詰つまる。

　だが……それはわずか数秒の事だった。

「これからも貴方あなたと共に在りたい」

「…………」

「それが私の選択。私の意志。では……貴方は──？」

　しばらくタクロウは硬こう直ちよくするかの様にそこに立っていた。

　そして──

「おまえな……」

　唸うなる様な声にテレジアの表情が引きつる。

「ああっ──ご、ごめんなさい、怒らないで、あの、でも、その──悪気は無いっていうか……！」

「当たり前だ。悪気でそんな事言われてたまるかっ！」

「ご、ごめんなさい！」

「謝るな！」

「ご、ごめ──ああああ」

　完全に混こん乱らん状態でおどおどと視線を彷徨さまよわせるテレジア。

　しばらくそんな彼女を立ったまま見下ろすタクロウ。

　やがて──溜ため息をついて彼は言った。

「だからさ胸張ってろよ。これからは俺もそうする」

「…………そう、だね」

　テレジアは頷いて微笑した。



    

  
    
      　終章






　悠ゆう長ちような事をしていたと思う。

　今にして思えば確かに子供──ママゴトの様なやり取りだった。

　だがそれは決して無む駄だでは無かったとテレジアは思う。

『第八ヴァレル展てん開かい。進路クリア』

『〈竜機神ドラグーン〉Ｎｏ．２０〈テレジア〉──出しゆつ撃げき』

　超ちよう電でん磁じ場ばが仮か想そうの砲ほう身しんを進路上に形成。

　同時に磁場偏へん差さによって強きよう烈れつに加速された機体は真空中に射しや出しゆつされ、閃せん光こうの様な速さで闇やみ色いろの虚きよ無むを駆かけ抜ぬけていく。

　宇う宙ちゆう空間へと解放された彼女は、空間的に折り畳たたんでいた自己の筐きよう体たいを解放し、更に六枚の翼を大きく展開する。重力の波に乗り、光子の飛ひ沫まつを撒まいて飛びながら、テレジアは火か器き管かん制せいシステムを予よ備び起き動どう。武装を最終点検。

「そういえば……」

　慣かん性せい飛行中の僅わずかな時間。

　テレジアは対人インターフェイスの準じゆん物ぶつ質しつ映えい像ぞうを結けつ像ぞうさせて制御室に出現させる。制御室の補ほ助じよ席せきに座りながら遥はるかな虚無の深しん淵えんを見み据すえている〈竜騎士Ｄナイト〉の側にそっと降おり立ちながらテレジアは言った。

「休きゆう暇か中ちゆうに……何ど処こに行ってたの？」

「ああ。郷里にちょっとな。約束を果たしに」

〈竜騎士Ｄナイト〉──タクロウ・ヒノ少尉は微かすかに苦笑を浮かべる。

　十日間程休暇を取った彼は、何やら〈ヴァンガード〉を出て小旅行に出掛けていた様だった。さすがに〈ブラウニン機関〉所しよ属ぞくの兵器たるテレジアは一いつ緒しよについて行く訳にもいかず……留る守す番ばんだった訳わけだが。

「約束……？」

「そう──約束。ゴッド・ファーザーばりにな。名な付づけ親になってきた」

「…………？」

　首を傾かしげるテレジア。

　何処かでタクロウの友人が出産でもしたのだろうか。

　それとも──

「タクロウ」

「うん？」

　怪け訝げんそうに顔を向けてくるタクロウにテレジアは不安げに尋たずねた。

「まさか……隠かくし子ごって事はないよね？」

「…………」

　椅い子すからずり落ち掛けた〈竜騎士Ｄナイト〉は手を伸ばしてテレジアの手を掴つかみ、何とか体たい勢せいを立て直した。余よ程ほどに驚おどろいたらしい。

「タクロウ……？」

「おまえな……！」

　ぎろりと睨にらまれてテレジアは身を竦すくめた。

「ああっ……お……怒おこってる!?」

「呆あきれてんだよ。お前なんか最近妙みように俗ぞくっぽくないか？　グロリア辺あたりに妙な知ち識しき吹き込まれてないか？」

「そ……そんな事ないよ!?」

　とテレジア。

　本当はグロリアだけでなく、あれやこれや、色々と〈竜機神ドラグーン〉Ｎｏ．６のフォセッタやＮｏ．２２のヴィーヴルにも相談に乗って貰もらって知識を仕入れていたりもするが……これは秘密である。

「どんどん兵器っぽくなくなっていくな──お前等らは」

「そ、そうかな。ご……ごめんなさい」

「謝あやまるなっての」

「ううっ……」

　萎い縮しゆくするテレジア。

　だが──

「心配するな。今じゃ俺もバンウを笑えねえよ──立りつ派ぱな変へん態たいだ」

「え……？」

　一瞬、意味が分からずに首を傾かしげるテレジア。

「タクロウ、メイドさんとか好きなの？　とりあえず衣い装しようデータは貰もらってるけど……今度着た方がいい……？」

「……黙だまれ馬ば鹿か。そろそろ戦闘準備！」

「は……はいっ！」

　反射的に頷くテレジアであったが──心なしかタクロウががっくり来ているのは気のせいだろうか。ひょっとしたらバニーさんの方がいいのだろうか。

「しかしこいつは……なかなかきつい感じだな」

　敵てきが来る。

　遥か数十万キロの彼方かなたから、異い相そう空くう間かんと基き準じゆん空間との間を潜せん水すい艦かんの様に行き来しながら近付いてくる。タイプは〈ディスク〉。瞬時にその戦闘能力を算出し、彼女は必要な兵装を準備した。

「──行くぜ、テレジア」

　遥かな深しん淵えんを見据えながらタクロウが呟く。

　同時にテレジアは、パイロットたる〈竜騎士Ｄナイト〉の意識と同調接続リンク。

「…………」

　もう何度も繰くり返して慣なれてきた積もりなのだが、しかしこの瞬間はどうしても緊きん張ちようしてしまう。

（まるで──）

　まるでキスに恥はじらう乙女おとめの様に。

　無む論ろん、それはテレジアだけの秘ひ密みつである。そんな事を告白しようものなら、タクロウは『何を今いま更さら』と大笑いするだろう。

　混じり合う意識と意識。自然発生の意識と人造の意識とが互いに絡からみ合って、一つの意識を形成してゆく。

　──るおおおおおおおおおおおおっ!!

　人類最強の兵器が吼ほえる。

　鏡きよう像ぞう物ぶつ質しつ弾だんを連射しながら準じゆん光こう速そくで突撃。

　敵兵器──〈ディスク〉の回かい避ひ行動を先読みし、たわめていた形けい相そう干かん渉しよう力りよくを解放。突如として〈竜機神ドラグーン〉の右腕から伸びた虹にじ色の光が槍やりの様に円えん盤ばんの真ん中に突き刺ささった。

〈ディスク〉は虹色の光をまき散らしながら分解。宇宙空間に飛ひ散さんした。

　まずは一機。

　だが〈竜機神ドラグーン〉の感セ知ン器サは敵〈ＨＩ〉の真空間攻撃兵器を更に十機捕ほ捉そくしていた。全て〈ディスク〉タイプ。もし〈竜機神ドラグーン〉以外の兵器で対応するのならば、追い返すのが精せい一いつ杯ぱいというところだろう。

　しかし──

（二時の方向から再さい度ど群むれの中央に突っ込むぞ！　隊列をかき乱みだしてやる！）

（──はい！）

　溶とけ合う意識の底でそんな言葉を交かわし、ＡＲＦＦＩ・Ｍ４〈竜機神ドラグーン〉シリアル２０〈テレジア〉は、真空間を飛んでいく。



    

  
    
      　真まっ直すぐに──躊躇ためらいも逡しゆん巡じゆんも無く。

　護まもるために。

　それが製せい造ぞう目的であるから？　──否いな。

　それが存そん在ざい意い義ぎであるから？　──否。

　ただ……そうしたいと願うから。

　一人でもいい──護りたい。理り不ふ尽じんな侵しん略りやくからたった一人でも多くの人間を、弱き人々を護りたい。無論、護りきれずにその手からこぼれてしまう命もあるだろう。所しよ詮せん、〈竜機神ドラグーン〉も万ばん能のうではない。それはもうどうしようもない。

　だが──それでも。いや、だからこそ。

　それを止めてはならない。

　こぼしてしまった命の分だけ、新たな命を護れる様に。護り続けられる様に。

　その為に自分は此の世に生み出されたのだとテレジアは知っている。いや。そう決めたのだ。他の誰でもなく自分の意志で。与あたえられた知性を使って。

　人間達がそうするように。

　ならば。

　自分という存在の偶ぐう然ぜんは──その瞬間に運命という名の必ひつ然ぜんとなる。

　──るううううううおおおおおおおおおおおおっ!!

　決然たる咆ほう吼こうが重力の、電でん磁じの波となって虚きよ無むの空間に広がる。

　そして。

　自由無き奴ど隷れいでもなく。

　意志無き道具でもなく。

　理由無き物体でもなく。

　自ら人類の戦友たる事を誇ほこりとして。

　故ゆえにこそ最強たる人造の竜りゆう乙女おとめは……今日も虚無の戦場を駆かけ抜ぬけていった。



    

  
    
      
　付録：‥ＡＲＦＦＩ設定集








●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ１　AZETHMI



　ドラグーンとしては９番目、インプルーブド・ドラグーンとしては１番目の機体。〈狂竜ラピツド・ドラゴン事じ件けん〉の際には司令機的な役やく割わりを果たして他の〈竜機神ドラグーン〉を統とう率そつした機体であり、非ひ常じように安定した状態であった為にまず他のインプルーブド・ドラグーンの手本として再調整を受けた。

　戦せん術じゆつ経けい験けんデータの蓄ちく積せきが最も多い機体であり、多かれ少なかれインプルーブド・ドラグーンはこの機体の影えい響きようを受けている。その意味ではインプルーブド・ドラグーンの基き本ほん形けいとも言うべき機体、姉し妹まい機という意味では『長女』に相当する機体である。

　命名は〈竜騎士Ｄナイト〉アルフレート・カリンニコフによる。最初にパーソナルネームを与あたえられたという事もあり、「私の名は……」という意のロシア語である。

　性格は冷れい静せい沈ちん着ちやく。外見はプリセットであるが、戦術経験データの蓄積量が増ふえると共に加か齢れいされており、人間で言えば二は十た歳ち過ぎの外がい観かんになっている（余よ談だんだが本編最終話で出てくるゼフィリスは彼女のデータを元に再調整されているので事実上同じ姿である）。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ２　BERLINETTA



　ドラグーンとしては１１２番目、インプルーブド・ドラグーンとしては２番目の機体。事実上最強の機体として他のＭ４を圧あつする性せい能のうを発はつ揮きするも、他に比くらべて非常に戦せん闘とう稼か働どう限げん界かい時じ間かんが短いという特徴を持っていた。この為ため、単機ではなく複数で組んで戦闘に出、先せん陣じんを任まかされる事の多かった機体である。

　命名は〈竜騎士Ｄナイト〉トッド・フレイマンによる。アンティーク・モビルのマニアだったフレイマンはイタリア語で「優ゆう雅がさと快かい適てきさを兼かね備そなえた高性能車」を意味するこの名前を付けた。

　性格は明るく朗ほがらか。外見設定は十代後半の女性でＭ４の対人インターフェイスにしては珍めずらしく赤毛のショートカットという活動的な外観であった。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ３　COCKSCOT



　ドラグーンとしては56番目、インプルーブド・ドラグーンとしては３番目の機体。性能的には平均的な機体。

　命名は〈竜騎士Ｄナイト〉シルヴィア・ダグラスによる。『雄お々おしく立つスコットランド人』といった意味で付けられた様であるが、ＣＯＣＫの俗ぞく語ご的てきな意味である『男だん根こん』の方が通りが良かった様である。奇くしくも男性型のインターフェイス・イメージを与えられた最初の機体でもある。

　性格は名前に反し落ち着いた穏おだやかさが特とく徴ちようで、外見設定は二十歳前後の青年。自分の名前を少々気にしていた様子があるが、〈竜騎士Ｄナイト〉との関係は姉と弟の様な良好なものが築きずかれていたという。

　後に〈プロヴィデンス・ブレイカー〉計画の追つい加か支し援えん任にん務むに就つき、五千年間、機き能のう凍とう結けつされたまま機を待つ事になる。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ４　De'gel



　ドラグーンとしては１９２番目、インプルーブド・ドラグーンとしては４番目の機体。性能的には平均的な機体。

　命名は〈竜騎士Ｄナイト〉アラン・サイモン。フランス語で「雪ゆき解どけ」を意味する。

　性格は穏おん和わで繊せん細さい。外見設定は十代半ばの少女型であり、特徴として黒くろ髪かみ黒こく瞳どうと純白の肌はだという組み合わせで、『モノクロームの竜りゆう姫き』の異い名みようを持っている。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ５　Erigor



　ドラグーンとしては61番目、インプルーブド・ドラグーンとしては５番目の機体。高い防ぼう御ぎよ力りよくと対たい探たん知ち性せい能のうを誇ほこった機体であり、他のＭ４と共に作戦行動をしている際さいも先せん陣じんをきる事が多かった。

　命名は〈竜機神ドラグーン〉開発調整チームの責任者ビセーク・インタラカンチット教きよう授じゆ。黒い鎧よろいに身を固め、漆しつ黒こくの馬うまを駆かり、召しよう喚かん者しやにたいし、愛とそれに伴ともなう戦いや争いをもたらすという、ソロモンの72柱の魔ま神じんの一柱の名前から付けられている。

　性格はやや粗そ暴ぼうでかつ頑かたくなな部分があり、なかなか〈竜騎士Ｄナイト〉が決まらなかったが、根本的な部分ではかなり一本気な所を持っており、後に〈竜騎士Ｄナイト〉ラウ・カーフェイと組んでからは他の〈竜機神ドラグーン〉以上に数多くの戦術経験を積んでいる。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ６　Fosetta



　ドラグーンとしては１１１番目、インプルーブド・ドラグーンとしては６番目の機体。機体の性能は平均的。

　命名は〈竜騎士Ｄナイト〉アルベルト・ヴィスコンティ。イタリア語で「えくぼ」の意味。

　外見設定は年齢が十代前半、他の部分はほぼプリセットに近い。表情に乏とぼしく、冷静だが非常に内向的な性格をしており、主あるじであるアルベルト以外の人間には殆ほとんど会話もしない。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ７　GLORIA



　ドラグーンとしては１５５番目、インプルーブド・ドラグーンとしては７番目の機体。

　比較的初期の段階で再調整を終え、インプルーブド・ドラグーンとして〈ヴァンガード〉及びその近辺に位置する軌道都市群の防衛任務に就いていた。〈竜騎士Ｄナイト〉はバンウ・ナ少尉。

　当初よりバンウとの相性も良く、安定した性能を示した為、〈竜騎士Ｄナイト〉とドラグーンの関係の理想的モデルケースとして開発チームのスタッフ達にモニターされていた。その際にかなり実験的な事も行われており（バンウの趣味も手伝って）、外見のカスタマイズはかなり激しい。

　名前はフタバ・ベルグマンが付けている。対人インターフェイスの外見設定は髪形、髪の色、そして衣装にかなりの変更が加えられており、特に衣装データの変更は頻ひん繁ぱんであったらしい。記録上は最も『衣装持ち』のドラグーンである。性格的には陽気で素直。〈竜騎士Ｄナイト〉に対して明確な恋愛感情的反応を示した最初のドラグーンでもある。

　後に〈プロヴィデンス・ブレイカー〉計画の為に封棄世界への突入任務に従事、その際に行方不明となっている。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ８　Hymnal



　ドラグーンとしては47番目、インプルーブド・ドラグーンとしては８番目の機体。性能としては平均的。

　命名は〈竜騎士Ｄナイト〉ミハイル・クリンゲンスミス。『賛さん美び歌か集しゆう』の意味。正せい規きの『見合い』ではなく、たまたま誤あやまって送られてきたミハイルの情報ファイルを見たヒムナルが、自ら能動的に彼を〈竜騎士Ｄナイト〉として指定したという珍めずらしい経けい緯いがある。

　外見設定は十代後半。清せい楚そ可か憐れんな外見に加え、黒く質しつ素そな衣装を好んで纏まとう為に『修しゆう道どう女じよ』の異い名みようを持つが、かなり皮ひ肉にくな言動が目立つ。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ９　IZUMI（泉水）



　ドラグーンとしては１８４番目、インプルーブド・ドラグーンとしては９番目の機体。Ｍ４の中でも屈くつ指しの移動速度と空間跳ちよう躍やく回数を誇り、一撃離り脱だつ戦せん法ぽうを得意としていた。この為、主に真しん空くう間かん戦せん闘とう任にん務むが多く、地上戦や限定空間における戦闘の経験は殆ど無い。

　命名は〈竜騎士Ｄナイト〉ヒョウエ・ラングレン。ヒョウエにはこだわりがあったのか、わざわざ機体の一部に、自らが毛もう筆ひつで描いた『泉水いずみ』の漢字を画が像ぞうデータ化したものを貼はり付けていた。

　性格的にはやや奔ほん放ぽうというか無む邪じや気きな子供の様な感がある。その為か、多分に『気分屋』的な部分があり、ヒョウエとの融ゆう合ごう同どう調ちよう率りつが安定しない事がままあった。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ１０　Jai alai



　ドラグーンとしては４６番目、インプルーブド・ドラグーンとしては10番目の機体。

　大出力を活いかした砲ほう撃げき戦せんを得意としており、一度に形成して発はつ射しやできる鏡きよう像ぞう物ぶつ質しつ弾だんの数は他の〈竜機神ドラグーン〉の倍近い。

　命名は〈竜騎士Ｄナイト〉セラ・ガスリとミレン・ミュラー。「ハイアライ」とはバスク地方の言葉で「陽よう気きな祭り」の意味。

　男性格ＡＩのＭ４は比較的珍めずらしいが、その中でもこの機体は唯ゆい一いつの複ふく座ざ型がたである。二人の女性〈竜騎士Ｄナイト〉の意識と並へい列れつ同どう調ちようする事で複雑な砲撃パターンを処理する事が出来た。

　性格設定は名前の通り陽気で楽天的。派手な作戦を好む。外見設定は十代半ばの少年でセラの好みによりかなりカスタマイズされていた模様。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ１１　KALMIA



　ドラグーンとしては２番目、インプルーブド・ドラグーンとしては11番目の機体。機体性能は平均的。

　命名は〈竜騎士Ｄナイト〉ハリー・ワットレイの妹でマーサ・ワットレイ。元々は花の名前で花言葉は「大きな希望」。

　外見設定は十代前半の小柄な少女型。性格設定は良くも悪くも子供で、マーサと共にハリーの事を『兄にい様さま』と呼んでいた様である。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ１２　LINDWURM



　ドラグーンとしては１３８番目、インプルーブド・ドラグーンとしては12番目の機体。機体性能は平均的。

　命名はビセーク・インタラカンチット教授。ストレートに『鰐ワニのような口・ライオンのような鼻蝙蝠コウモリのような翼つばさを持った翼よく竜りゆう』の意味である。

　再調整後に選んだ〈竜騎士Ｄナイト〉が自殺したために、人格機能に失しつ調ちようを来たし、再々調整を受けていた機体でもある。後に〈竜騎士Ｄナイト〉グレン・ポーストと出会い、戦線に復帰するが復帰時期が遅おそかった為にあまり目立った戦績は挙げていない。

　性格設定は素直で穏おん和わ。外見設定はほぼプリセットで二十歳前後となっている。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ１３　Megere



　ドラグーンとしては75番目、インプルーブド・ドラグーンとしては１３番目の機体。高い機き動どう性せいと複雑な回かい避ひパターンを誇り、単機戦闘では非常に高い戦績を残している機体であるが、協調的な行動が苦にが手てな為にあまり〈ブラウニン機関〉上層部の評価は高くない。

　命名は〈竜騎士Ｄナイト〉スティーブン・ハミット。フランス語で『じゃじゃ馬』の意味である。外見設定は十代半ば。ほぼプリセットであるが、髪をツインテール状に束たばねている。

　性格設定は名前の通り生意気で口うるさいが、スティーブンとの相性は良く、公式に〈竜騎士Ｄナイト〉と『結婚』した唯ゆい一いつの機体でもある。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ１４　NATALY



　ドラグーンとしては55番目、インプルーブド・ドラグーンとしては14番目の機体。

〈竜騎士Ｄナイト〉はカイル・ヴォークト少佐。平均的なドラグーンであり、良くも悪くも目立った処の無い機体ではあった。

　ただし、性能的な部分では特筆すべきものはないが、〈竜騎士Ｄナイト〉カイルが戦闘経験の多い優秀な真空間戦闘機パイロットであった為、任務の達成率は平均以上だった。

　インターフェイスの外見設定はほぼプリセット。性格設定としてはかなり生真面目な部分が多く一途である半面、目的の為には手段を選ばない様な部分が見えた。この点に関して暴走の危険性を指摘する者もいたが、カイルの制御下では間違いなく好成績を上げるナタリイを再調整する余裕は当時の〈ブラウニン機関〉には無かった。

　記録上では最後の作戦として〈プロヴィデンス・ブレイカー〉計画の為に封棄世界への突入任務に従事、その際に撃墜された事になっていたが、後に封棄世界の空間封鎖の際に取り込まれた自由軌道要塞の一つに自己の中枢機能を移植して稼働を続けていた事が判明している。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ１５　OURAN（桜嵐）



　ドラグーンとしては91番目、インプルーブド・ドラグーンとしては15番目の機体。

　当初〈竜騎士Ｄナイト〉はブリジット・コーレイ中尉であるが、後にブリジット・コーレイは事故により死亡。二人目の〈竜騎士Ｄナイト〉として何故か当時整備兵であったヒタカ・ハーリントン少尉を選定し、『終戦』まで稼働する事になる。

　性能的には平均的な〈竜機神ドラグーン〉であるが、ヒタカの性格を反映してか、蓄積された戦術データは攻撃力よりも防御力に特化した様な部分があり、破損した僚機の支援・救出に功績を残している。

　インターフェイスの外見設定はほぼプリセット。性格としてはかなり陽気。選んだ主に対して一途な思し慕ぼや畏い敬けいを寄せるのは他のＭ４にも見られる傾向であるが、オウランの場合、その性格が自分の〈竜騎士Ｄナイト〉の自慢という形で顕あらわれるのが特徴である。

　名前を付けたのはブリジットの夫であったクランス・ナカオミ（夫婦別姓）で、日本語で『桜の嵐』という意味。当初はブリジットが『桜華』と名付けていたが、旧時代の自爆兵器の名と被かぶるので『縁起が悪い』と、クランスが変更した。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ１６　PARAKEET



　ドラグーンとしては38番目、インプルーブド・ドラグーンとしては16番目の機体。性能は平均的。

　命名は〈竜騎士Ｄナイト〉ザイード・ファラル。尾おの長いインコが名前の由来である。

　性格設定は穏和で控ひかえ目。外見設定は二十代半ばと最も高いが、清せい楚そな姿に設定されている為に、ともすれば幼おさなくも見える。長い髪をしており、三つ編あみにした緑の髪を足下にまで垂たらす髪形。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ１７　QUERCUS



　ドラグーンとしては54番目、インプルーブド・ドラグーンとしては17番目の機体。性能は平均的。

　命名は〈竜騎士Ｄナイト〉ジーン・ブラッドベリ。コナラ属ぞくの属名であり、ケルト古語由来で「美しい樹き」を意味する。

　当初は26機のＭ４の中でも唯一、中性型のインターフェイスに設定されていたが、後に男性型に固定される。

　外見設定は長ちよう身しん痩そう躯くの青年。性格的には穏和で感受性が強い。多少不安定な部分が目立つ。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ１８　Rubbish



　ドラグーンとしては１８２番目、インプルーブド・ドラグーンとしては18番目の機体。性能は平均的。

　命名は『ガラクタ』の意味で〈竜騎士Ｄナイト〉メディア・キンブルの命名。〈竜騎士Ｄナイト〉とＭ４は異い性せいの組み合わせが多い中で、唯一女性〈竜騎士Ｄナイト〉と女性型インターフェイスの組み合わせとなっている。

　性格的には好戦的で気が強い。口も悪くメディアとは毎日の様に口論をしていた事が記録に残っているが、融合同調率は平均以上を常つねに記録していた事からすれば、根本的な部分では相性が良かった様である。外見設定はほぼプリセットだが髪形はポニーテールにしていた。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ１９　SAIERIS



　ドラグーンとしては25番目、インプルーブド・ドラグーンとしては19番目の機体。性能は平均的。

　封ふう棄き世せ界かいが空間封鎖された際に一いつ緒しよに取り込まれてしまった機体であり、その際に『行方ゆくえ不ふ明めい』＝『破は壊かい』と判断され〈プロヴィデンス・ブレイカー〉計画にも計上されていなかった。

　後に封棄世界の中で人格データのみが残存していた事が確認されている。

　命名は〈竜騎士Ｄナイト〉ダレス・ディアードによる。外見状態はほぼプリセット。性格的には温おん厚こうだがやや内向的に過ぎる部分を持っていた。他にダレスの趣しゆ味みが楽器演えん奏そうであった為か、しばしば古典音楽に興きよう味みを示していたと記録には残っている。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ２０　TEREJIA



　ドラグーンとしては１２８番目、インプルーブド・ドラグーンとしては20番目の機体。

　元より人工知能の設定バランス（性格）が非常に繊せん細さいで、〈狂竜事件〉の際は正常に稼か働どうしていたものの、その後の〈狂竜化〉が心配されていた機体であった。インプルーブド・ドラグーンとして再起動するも、調整が完全に終了する前に、一度異種知性体ＨＩの攻撃を受けている。この際に調整施設の在った〈ヴァンガード〉は破壊され、調整作業スタッフの一人であるフタバ・ベルグマンの死亡を目の当たりにした事から一種の心理的外傷を負い、以後は〈竜騎士Ｄナイト〉を選定する事も無く自閉症的な反応を示していた。

　その後、タクロウ・ヒノ曹長と出会い、一度〈ブラウニン機関〉から脱走するという異常反応を示しているが、正式にタクロウ・ヒノを〈竜騎士Ｄナイト〉と認めてからは安定し、非常に高い戦績を挙げている。

　主に真空間戦闘が多く、高い運動性能を誇る。ディスク・タイプの撃破数はインプルーブド・ドラグーンの中でも最も多い。後に〈プロヴィデンス・ブレイカー〉計画の追加的な支援任務を帯びて封棄世界付近に〈竜騎士Ｄナイト〉共々凍とう結けつ状態で待機する事になる。

　名前はフタバ・ベルグマンが付けている。対人インターフェイスの外見設定は当初プリセットであったが、自ら変更している。性格的には繊細で傷付き易い上、消極的、更には人見知りが激しい、と兵器としては非常に問題が在るが、その分一度認めた〈竜騎士Ｄナイト〉との同調率は異常な程に高く、またどこまでも従順である。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ２１　UNICE



　ドラグーンとしては63番目、インプルーブド・ドラグーンとしては21番目の機体。性能は平均的。

　命名は〈竜騎士Ｄナイト〉ターク・ニコルソン。

　性格的には責せき任にん感が強く度が過すぎて生き真ま面じ目め。冗じよう談だんが通じないせいか、タークの悪ふざけをそのまま実行してしまう様な事が多々あった。この為、基本的な外見設定はプリセットなのだが、尻尾しつぽを付けたり獣けもの状じようの耳を付けたりと、グロリアと並んでしばしば変更を加えていた（一時的なものであるが）様である。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ２２　Vivre



　ドラグーンとしては１４４番目、インプルーブド・ドラグーンとしては22番目の機体。性能は平均的。

　命名は〈竜騎士Ｄナイト〉クリストバル・バウナレス。中世の王朝の名前から付けられている。

　性格的には穏和で非常に献けん身しん的てき。気品溢あふれる言動が特とく徴ちようである。

　外見設定は十代後半。ほぼプリセット。蒼あおい衣装を好んで帯おびていたために『蒼あおの貴き婦ふ人じん』の異い名みようを持つ。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ２３　WELCH



　ドラグーンとしては１０８番目、インプルーブド・ドラグーンとしては23番目の機体。性能は平均的。

　命名は〈竜騎士Ｄナイト〉ハリス・カンナギ。

　性格設定は陽気で活動的。好奇心旺おう盛せい。外見設定は十代半ばで基本的にプリセット。妙に動物好きのところがあり、ハリスや上層部の許可を得て愛玩動物ペツトとして数頭の犬を飼かっていた。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ２４　XIWANG　MU（西王母／シーワンムウ）



　ドラグーンとしては77番目、インプルーブド・ドラグーンとしては24番目の機体。比較的後期に再調整を終えた事もあって、戦績としてはあまり目立ったものは無い。性能的にはかなり索さく敵てきに特化した機体で、元々ある種の異能力者であった〈竜騎士Ｄナイト〉ミハイル・ワルター大尉と融ゆう合ごう同調する事によって他の〈竜機神ドラグーン〉を大きく上回る探知能力を得るに至っている。

　性格的には非常に穏おん和わで、戦闘そのものに向かないとする意見もあった。インターフェイスの外見設定も他の〈竜機神ドラグーン〉に比べると大人の、しかも母性を感じさせるものとなっている。

　この機体に付けられた名前は中国の神話、伝承等に登場する女神の名であり、道教においては女性仙人の名として知られるものである。

　シリアル２４にこの名を付けたのは、大学でアジア系の民俗学を専攻していたというミハイルである。

　記録の上では〈プロヴィデンス・ブレイカー〉計画の為に封棄世界への突入任務に従事するも、敵の妨ぼう害がいに遭あい、破壊されたという事になっていたが、殆ほとんど形相干渉能力を失った状態で稼働し続けていた事が判明している。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ２５　YE LAI XIANG（夜来香／エーライシャン）



　ドラグーンとしては66番目、インプルーブド・ドラグーンとしては２５番目の機体。広範はん囲いの殲せん滅めつ戦せんにおいて強大な力を発揮しており、最大出力は低いものの、一度に、しかも個別に発する事の出来る形けい相そう干かん渉しよう攻こう撃げきの数はＭ４の中でも最も多かった。

　命名は開発チームの一人レティシア・バーンズ。名前の通り、夜になると香かおりが強まる花の名前。軍隊がその香りをかいでいる内に戦意を喪そう失しつしたという中国の故こ事じより付けられた。〈竜騎士Ｄナイト〉はオシ・クエイ。

　外見設定は十代半ば。性格は物もの静しずかだが何ど処こか皮肉げな口調が多い。最終的に同じ施し設せつで再調整を受けた為か、西王母シーワンムウの存在を強く意識していた様である。



●ＡＲＦＦＩ　Ｍ４　ＩＰＤ．ＤＲＡＧＯＯＮ　ＳＥＲＩＡＬ２６　ZEFFIRIS



　量りよう産さん試し作さく体たいの中で最後の一機としてロールアウト直前に〈狂竜ラピツド・ドラゴン事じ件けん〉が発生した為事実上、最初からインプルーブド・ドラグーンとして起動した唯ゆい一いつの機体。

　最初の〈竜騎士Ｄナイト〉はベンナム・ナ（名前だけで呼ぶ場合はベクナム）少しよう尉いで『ゼフィリス』の名前も彼が付けた。

　当初よりインプルーブド・ドラグーンとして稼か動どうした為に、非常に高い性能バランスを誇っていたが、主に軌道都市の最終防衛ラインを担当する事が多かった為に戦績そのものは他と比べて特に抜きん出ているという訳ではない。撃破数の記録では小型のディスク・タイプやドール・タイプの数が多く、大型で母ぼ艦かんと目もくされるスフィア・タイプとの戦闘経験は少ない。

　後に〈プロヴィデンス・ブレイカー〉計画の要かなめとも言うべき遺い伝でん情報記録を携たずさえて、他の五機のドラグーンと共に封ふう棄き世せ界かいに突入し、〈竜騎士Ｄナイト〉を喪うしなうも、唯一完かん全ぜん体たいで侵しん入にゆうに成功、五千年もの間、時機を待ちつつさらなる機能増大の為、自己改良を続ける事になる。

　対人インターフェイスの外見設定はほぼプリセット。元々は素す直なおで感かん受じゆ性せいの強い性格をしていたが、〈竜騎士Ｄナイト〉ベクナムとの結びつきが余あまりに強かった為、〈竜騎士Ｄナイト〉ベクナムの死が一種の心理的外傷トラウマとなり、性格的にも外見的にも自ら停止、頑かたくなな反はん応のうを示す様になる。ただし基き本ほん的に生き真ま面じ目めな部分は変わっておらず一種の『頭でっかちの世せ間けん知しらず』の様な部分がある。



    

  
    
      
　あとがき






　どうもさかきです。

　なんか最近異様に時間が無い気がするのですが気のせいでしょうか。気のせいですね多分。うん。そうに決めた。





　という訳で〈竜機神ドラグーン〉のお話──『竜乙女の変奏曲ヴアリエイシヨン』でございまする。

　この話は以前、『ファンタジア・バトルロイヤル』に掲けい載さいされた五十枚の短編を元に加か筆ひつ修しゆう正せいしたものであります。元々当時の『ファンタジア・バトルロイヤル』は毎号テーマを決めて読み切り短編を掲載していたのですが、確か本作の元になった五十枚の短編の執しつ筆ぴつ依い頼らいが来た時のテーマは『スペオペ』だそうで。

「スペオペですよさん。なんか書きましょう」

「新作で？」

「いや、棄すてプリで」

「…………無む茶ちや言いますね」

「〈竜機神ドラグーン〉の造られた頃の話とか出来そうですよ？」

「その手が在りましたね」

　という実に三十秒に及ぶ入念かつ緻ち密みつ極きわまりない打ち合わせによりこの話のコンセプトは誕たん生じようしたのでした。つるかめつるかめ。



　で──これに前後して私の公式サイト『うごうごくん』で何やら管理人のぐりまが『〈竜機神ドラグーン〉ネーミングコンテスト』なる企画をブチ上げてしまいまして。

　なるほどじゃあいっそ二十六機全部に名前つけちめえ！　と生きつ粋すいの大阪人の癖くせに江戸っ子っぽいノリで決めた私は、その後、勢いで全〈竜機神ドラグーン〉の設定を考える事になるとは思ってもみなかったのでした。



　という訳で。

　本編に出てくるのも含め、〈竜機神ドラグーン〉達には全機名付け親がおられます。

　この場を借りてその方々に御お礼れいを。ちなみに以下に名前の無い〈竜機神ドラグーン〉は私かサイトの管理人の草野ぐりまの命名です。



アズエスミ：‥ESTさん

ベルリネッタ：‥神露さん

コックスコット：‥霜龍さん

デジェル：‥一文字武蔵さん

エリゴール：‥迎鐘流火さん

フォセッタ＆メジェール：‥迎　夜魔さん

ヒムナル：‥いと播きさん

泉水：‥四葉幸さん

カルミア：‥へろへろもへじさん

リンドブルム：‥デザートさん

桜嵐：‥N.Nさん

パラキート：‥白デニムさん

クエルクス：‥魚さん

ラビッシュ：‥甲斐靖啓さん

セイエリス：‥原嶋知実さん

ユニス：‥幻さん

ヴィーヴル：‥桐幻導　広柾さん

ウェルチ：‥ちはやさん

西王母：‥中華螺旋さん



　皆様──ありがとう御座いました。

　公式発表が随ずい分ぶんと遅おそくなって申し訳ありません。



　そして当然ながら──筆舌に尽つくしがたい感謝を。

　絵師の安あ曇ずみ氏に。

　担当のたなぽん嬢に。

　校正さんに。印刷所の人に。本書の出版に携たずさわる全ての方々に。

　そして何よりここまで、なんだかんだで六年間、本当にここまでおつきあいくださった読者の方々に。



　棄すてプリも残る処あと一冊でございまする。

　皆様、できますれば最後までおつきあいの程を。





　二〇〇五／三／二七

　ＢＧＭ：‥無し

　ＭＡＣＨＩＮＥ：‥自作機（ＣＰＵ：‥ペンティアム４／２．４Ｇｈｚ／ＲＡＭ：‥１ＧＢ）



    

  
    
      スクラップド・プリンセス サプリメント４

竜りゆう乙女おとめの変奏曲ヴアリエイシヨン
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